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令和５年度 第２回ふるさと向日市創生計画委員会 議事要旨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 開会 
 
 
２ 議題 

（１）第２次ふるさと向日市創生計画 令和４年度進捗状況等について 

  ①事務局から資料説明 

第２次ふるさと向日市創生計画令和４年度進捗状況等について、完了・達成項目の内容を説明。 

 

 ②意見交換 

（委員） 

  ・商工業の活性化において、市内小規模事業者の経営（事業）計画書作成支援の件数が令和３年

から令和４年までに205件から106件になり、件数が半減している。コロナの影響によるものか。 

（事務局） 

 ・商工会にかかる経営支援による相談について、令和３年度はコロナの補助金についての計画相

談がとても多くあった。令和４年度はそれが落ち着いてきたため件数が減った。 

（委員） 

 ・地域の見守りネットワークについて、評価をＳとしているが、評価の基準がわからないため、

教えてほしい。 

（事務局） 

 ・項目ごとにヒアリングを行い、目標数値を前倒しでクリアしたものに関しては完了やＳ評価を

つけている。この項目は、令和６年度までに 15 事業者と協定を締結するという数値目標を掲げ

ていた中、前倒しで令和４年度に 15 事業者を達成し、今後も事業者数を増やしていく予定とし

ているので、完了ではなくＳという評価としている。 

（委員） 

 ・第２次ふるさと向日市創生計画令和５年度改訂版の 22 ページ、令和５年度改訂の「地域の見

守りネットワーク事業」の協定事業者数、【R6：17 事業者】という表記はどのように見たらいい

のか。 

（事務局） 

 ・令和４年度改訂時は、令和６年度の目標が 15 事業者だが、令和４年度中に達成したため、令

和５年度改訂で、目標数値を上方修正したという状況である。 

日 時：令和5年11月 8日（水）午前10時から午前11時まで 

場 所：市役所本館3階 第 7会議室 

出席者：（委員） 

髙橋副委員長、稲本委員、中島委員、原田委員、船倉委員、山舗委員、 

    松井委員、小林委員、大田委員 ※欠席 中村委員長 

    （事務局） 

    野田ふるさと創生推進部長、水上総務部長、林環境産業部長、 

山田市民サービス部長、福岡都市整備部長、清水教育部長、 

松石ふるさと創生推進部副部長兼企画広報課長、小島係長、山口主任、福嶋主査 

（傍聴） 

1人 

内 容： 以下のとおり 
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（委員） 

 ・事業者数の目標数値はこれからも年々増えていくということか。 

（事務局） 

 ・向日市内の事業者が限りなくあるわけではないため、事業者数がどのくらいあることが適当な

のかを今後考えていきたい。現在、協力事業者はどんどん増えており、まだ数を増やしていける

状況にあるが、いずれは横ばいになると思うので、そのときには事業者数ではなく違う指標を定

めて、その中でどのように行動してもらうかなど、新たな目標を見出していく必要があると考え

ている。 

（委員） 

 ・令和４年度の進捗状況は令和５年度の改訂に活かすものであり、令和５年度改訂の議論を６月

に行い、令和４年度進捗状況の報告を１１月に行うというのは、スケジュールにもう少し工夫が

あってもよいのではないかと思う。 

（委員） 

 ・計画には観光入込客数や商業の活性化、竹の径など色々あるが、評価を良くするためには、観

光にしても商工にしても会員増強が大切である。会員増強が基になり、竹の径のボランティアも

集められるようになる。魅力を感じていただくことが大事であるため、それをわかっていただけ

るような政策や考えをもって、令和５年度以降の予定に挑んでいただきたい。これは意見ではな

く要望である。 

（事務局） 

 ・10月に組織改正を行い、観光部門が環境産業部に移り、農政や商工と合わせて一体としてやっ

ていくことになった。力強いお言葉をいただいたので、一緒に市全体で盛り上げていきたいと思

っている。 

（委員） 

 ・商工業活性化でＳ評価の創業支援について、毎年度コンスタントに創業支援をされているが、

どういった業種の方が多かったのか。また実際に創業されても短期間で廃業されるケースもある

かと思うが、この23件の中に廃業された方がいたのか教えていただきたい。 

（事務局） 

 ・創業支援事業については大変好評をいただいており、商工会でもお世話になり、相談事業と補

助金との両輪で実施している。業種は、フランス料理、ハンドメイドの小売業、パン屋、絵本児

童書の販売など様々である。事業の展開がうまくいかず廃業されたところも２、３件伺っている

が、そうならないような支援を引き続き行っていきたい。 

（委員） 

 ・旧上田家住宅の活用がＳ評価となっており、来場者がとても多かったとのことだが、多くなっ

た要因はなにか。具体的なものがあれば教えていただきたい。 

（事務局） 

 ・旧上田家住宅の事業については、令和４年度に向日市市制施行５０周年記念事業としてアート

ギャラリー展、向日市市制施行５０周年記念・向日市教育１５０年記念として絵画コンクールを

開催したため、来場者が多くなった。 

（委員） 

 ・今後も色々とユニークなことをして、どんどん活性化していただきたい。 

（委員） 

 ・旧上田家住宅の来場者が増えた件で、インスタグラムなどＳＮＳを活用されたのか。 

 ・向日市にはどのくらいの空家があるのか。それを店舗がなく創業を希望する人たちが使えるよ

うにできればいいと思うので、今の状況を教えてほしい。 

（事務局） 

 ・旧上田家住宅のＳＮＳの活用については、現在、ホームページで皆さまに情報提供している。

今回ご意見もいただいたので、ＳＮＳでの情報発信についても考えていきたい。 
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 ・空家の状況について、定期的に件数調査をしており、３００件前後で推移している。再調査を

すると、以前は空家だったところが解体されたり、もうお住まいになられていたりする傾向が非

常に多い。本市は利便性が高く、住宅地においてもポテンシャルが高い土地のため、流通が活発

であると考えている。深刻な空家は法律に則って対応しているが、現在空家である物件も数年す

ると、またどなたかが活用するという状況を繰り返している。 

（副委員長） 

  ・例えば、空家を店舗に転用するというような取り組みは今のところされていないということか。 

（事務局） 

  ・現在はそのような取り組みは行っていないが、住宅を本当に必要とされている方と不動産等の

情報をマッチングするという協議会があるので、その協議会の中で店舗への転用も意見を言って

いきたい。 

（委員） 

 ・地域コミュニティの活性化において、現在町内会に加入していない家が非常に多いと実感して

いる。町内会運営の把握などはどのように行われているのか教えてほしい。 

（事務局） 

 ・連合自治会の区長や会長の方々と定期的に意見交換をしている。その中で、加入率がどんどん

減っているという話を伺っており、自治会活動のメリットを感じないという部分で離れていく方

が多くおられる中、今後どんな運用をしていくのか、どのようにすれば活性化に繋がっていくの

かなど、常に意見交換をしているが、なかなか打開するようないいアイデアは見つかっていない

状況である。災害が起こったときの助け合いなど、自治会は必須になってくると思うので、今後

も一緒に悩みを共有し、他市の取り組みなども紹介しながら、活性化を図ってまいりたい。 

（副委員長） 

 ・私の近所でも独居老人の方が具合を悪くされ、回覧板を持って行った方がそれに気づかれて通

報されたという事例もあるので、自治会の活動は非常に大事と感じている。引き続き検討をお願

いしたい。 

（委員） 

・自治会の加入者が少ないと災害の時に誰を助けたら良いのかも分からないし、回覧板も回って

こないため情報を共有することもできない。これは非常に危険なことであり、特に高齢者の多い

地域では災害が起こると対応ができない。自分たちを守るためにも自治会に入らなければいけな

いという必然性を市民の方に感じていただかないと加入者は増えないと思う。 

・昔に比べると不登校の子どもたちが増えているようである。いじめなどもあると聞くが、不登

校の原因を解消していかなければいけないと思う。 

（事務局） 

 ・不登校についてはここ数年、個々の状況や様々な要因により、小中学校ともに学校に行けない

子どもたちが増えている状況である。教育委員会では、電話によるスクールホットラインで保護

者の方や子どもたちの悩みを聞いたり、学校に行けない子どもたちのために、天文館にひまわり

広場を設置し、個々の状況に応じた学習や体験ができるようにしている。また、学校においても、

教室以外でなら登校できるといった児童生徒もいるので、一部の学校ではあるが別室を設けるな

どの支援を図っている。個々の状況や要因も様々だが、不登校の未然防止に努めてまいりたい。 

 

 

３ その他連絡事項 

（事務局） 

・本日のご意見を踏まえ市政のより一層の充実に取り組んでまいりたい。今年度の委員会は今回

で最後となる。来年度について、現行計画期間の最終年度に当たる。次期計画の策定に向けて本

委員会を開催する予定であり、先ほどご指摘もあったように、計画の見直しと改訂のサイクルも

併せて検討していく。現時点では未定であるが、年３回から４回の開催を予定している。 



 4

 

４ 閉会 



令和５年度 第２回 ふるさと向日市創生計画委員会 
 

日時：令和５年１１月８日（水）午前１０時～ 

場所：向日市役所本館３階 第７会議室   

 

次    第 

 

１ 開 会 

 

 

２ 議 題 

・第２次ふるさと向日市創生計画 令和４年度進捗状況等について 

 

 

３ その他 

 

 

４ 閉 会 

 

 

＜配布資料＞ 

  資料１ 第２次ふるさと向日市創生計画の進捗状況等について 

  資料２ 第２次ふるさと向日市創生計画 令和４年度進捗状況等調書 



役職、団体等 氏名

委 員 長 神戸国際大学経済学部　教授 中村　智彦

副委員長 向日市商工会　会長 髙橋　信吾

向日市観光協会　会長 稲本　收一

京都府山城広域振興局　副局長 中島　貴史

京都銀行　向日町支店長 原田　顕範

連合京都乙訓地域協議会
三菱電機労働組合京都支部執行委員長

船倉　哲生

京都リビング新聞社　編集長 山舗　恵子

公募市民 松井　恒夫

公募市民 小林　美香

公募市民 大田　有紀

ふるさと向日市創生計画委員会　委員

令和５年５月現在

委　員



1 

第２次ふるさと向日市創生計画の進捗状況等について 

 第２次ふるさと向日市創生計画の令和４年度進捗状況等について報告します。 

取組及び目標の進捗状況 

区

分 

進捗状況 取組 

件数 

取組及び目標 資料 

㌻ 

済 完了 １３ 

・国登録有形文化財旧上田家住宅の整備 
・病児病後児保育所の開設 
 …病児病後児保育所数 
・市役所資源ごみ終日回収ステーションの拡充 
・市役所新庁舎のゼロエネルギービルディング

による整備 
 …市役所新庁舎の省エネルギー化 
・災害備蓄物資の分散配備 
 …配備箇所数 
・浸水対策下水道雨水幹線等の整備の促進 
 …和井川 1 号幹線の整備完了 
・小型電波発信機やスマートフォンの位置情報

機能など、IoT 技術を活用した見守りネット

ワークの構築 
・通学路や地下道、幹線道路、公園、分別収集

ステーションなどへの防犯カメラ整備促進 
 …防犯カメラ稼働台数 
 …自治会等への防犯カメラ整備補助による稼 

働台数 
・向日消防署新庁舎整備 
・水道料金の見直し 
・トイレ改修の計画的な推進 
・市役所新庁舎の整備 
・住民票交付場所の拡大と公金納付の利便性向

上 
 …住民票の交付機及び公金収納機設置 

※ 
9 
 

15 
15 

 
 

17 
 

※ 
 

18 
 
 

18 
 
 
 
 

19 
20 
26 
37 
※ 

Ｓ 
計画以上に進

んでいる 
６ 

・国登録有形文化財旧上田家住宅の活用 
 …旧上田家住宅来訪者数 
・創業希望者へのきめ細かな支援 
 …創業件数 
・特定保健指導の実施 
 …実施率（向日市国民健康保険実施分） 

1 
 

4 
 

10 
 

資料１ 



2 

・生活支援コーディネーターと協議体の設置に

よる生活支援体制づくり 
 …住民主体で介護予防に資する取組を実施す

る集いの場の数 
・地域の見守りネットワーク事業の推進 
 …協定事業者数 
・女性活躍推進事業の充実 
 …女性活躍センター団体等登録数 

12 
 
 
 

14 
 

36 
 

Ａ 
計画どおり進

んでいる 
９１ 済、Ｓ、Ｂ、Ｃの項目以外全て － 

Ｂ 
計画より遅れ

ている 
１５ 

・史跡長岡宮跡や史跡乙訓古墳群の整備 
 …朝堂院公園来訪者数 
・土産等特産品の開発 
 …開発件数 
・観光入込客数 
・観光消費額 
・名神高速道路スマートインターチェンジ開設

事業の推進 
・特定健診の受診率向上 
 …受診率（向日市国民健康保険実施分） 
・長寿健康診査の受診結果を活用した介護予防 

…長寿健康診査受診率 
・がん検診の受診勧奨、がん予防の啓発 
 …大腸がん検診受診率 
 …乳がん検診受診率 
・要支援者に対する自主防災組織や消防団、民 
 生委員などによる避難支援体制の整備 
・浸水対策下水道雨水排水路等の整備の促進 
 …東野辺地区雨水バイパス整備完了 
 …前小川の整備完了 
・不登校の子どもへのきめ細やかな支援の充実 

…不登校の児童生徒の割合 
・文化芸術資源を活かした市民と来訪者の交流 
の創出 

 …文化資料館入館者数 
・防災拠点としての機能を備えた多目的グラウ 
ンドの整備検討 

・地域コミュニティの活性化 
 …自治会加入率 

1 
 

2 
 

2 
2 
7 

 
10 

 
10 

 
11 

 
 

16 
 

17 
 
 

24 
 

31 
 
 

32 
 

34 
 



3 

・公金納付の利便性向上 
 …市役所窓口でのクレジットカード・電子 
  マネーによるキャッシュレス決済の実施 

37 

Ｃ 未着手 ０   
計 １２５  

  
注）※は、令和３年度及び令和４年度改訂時に改訂された「取組及び目標」のため、Ｒ４実績調書には記載

されていない。 
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大
塚

古
墳

の
規

模
と

性
格

を
把

握
す

る
た

め
、

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
を

実
施

し
た

。
　

・
史

跡
乙

訓
古

墳
群

寺
戸

大
塚

古
墳

と
竹

の
径

の
環

境
整

備
の

一
環

と
し

て
、

竹
林

小
屋

の
寄

付
を

受
け

た
。

Ｂ

【
史

跡
長

岡
宮

跡
】

公
有

化
し

た
「
大

極
殿

東
面

回
廊

地
区

」
の

活
用

を
促

進
す

る
た

め
整

備
実

施
設

計
や

復
元

体
感

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

「
A

R
長

岡
宮

」
の

稼
働

範
囲

拡
張

を
実

施
す

る
。

引
き

続
き

、
「
朝

堂
院

公
園

」
へ

の
誘

客
事

業
を

実
施

す
る

。

【
史

跡
乙

訓
古

墳
群

】
引

き
続

き
、

「
保

存
活

用
計

画
」
策

定
に

つ
い

て
関

係
機

関
と

調
整

す
る

。
引

き
続

き
、

「
史

跡
乙

訓
古

墳
群

」
の

環
境

整
備

等
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。
市

民
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

協
働

で
寺

戸
大

塚
古

墳
の

竹
林

整
備

を
実

施
す

る
。

引
き

続
き

、
「
史

跡
乙

訓
古

墳
群

寺
戸

大
塚

古
墳

」
の

規
模

と
性

格
を

把
握

す
る

た
め

、
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

を
実

施
す

る
。

教
育

総
務

課

国
登

録
有

形
文

化
財

旧
上

田
家

住
宅

の
活

用

…
旧

上
田

家
住

宅
来

訪
者

数
【
R

6
：
4
,5

0
0
人

】

【
国

登
録

有
形

文
化

財
旧

上
田

家
住

宅
】

旧
上

田
家

住
宅

来
訪

者
　

令
和

4
年

度
　

　
　

　
　

7
,5

1
2
人

(令
和

5
年

3
月

3
1
日

現
在

)
　

同
上

貸
室

利
用

者
　

　
　

令
和

4
年

度
　

　
　

1
3
8
組

 6
,7

2
9
人

(令
和

5
年

3
月

3
1
日

現
在

。
上

記
の

内
数

)
　

向
日

市
制

施
行

5
0
周

年
記

念
旧

上
田

家
住

宅
ア

ー
ト

ギ
ャ

ラ
リ

ー
展

　
8
月

1
9
日

～
1
1
月

3
日

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
1
,7

1
2
人

（
上

記
の

内
数

）
　

向
日

市
制

施
行

5
0
周

年
記

念
・
向

日
市

教
育

1
5
0
年

記
念

　
絵

画
コ

ン
ク

ー
ル

2
月

2
1
日

～
3
月

5
日

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
7
3
7
人

（
上

記
の

内
数

）

Ｓ

【
国

登
録

有
形

文
化

財
旧

上
田

家
住

宅
】

引
き

続
き

、
「
国

登
録

有
形

文
化

財
旧

上
田

家
住

宅
」
の

保
存

及
び

活
用

を
図

り
、

市
民

文
化

の
発

展
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

誘
客

事
業

や
貸

室
事

業
等

を
実

施
す

る
。

文
化

推
進

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
史

跡
長

岡
宮

跡
や

史
跡

乙
訓

古
墳

群
等

市
内

に
所

在
す

る
文

化
財

の
保

護
及

び
積

極
的

な
整

備
・
活

用
に

努
め

、
歴

史
・
文

化
資

源
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く
り

を
推

進
し

、
未

来
に

継
承

し
ま

す
。

資
料
２

1



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅰ

　
歴

史
を

活
か

し
、

活
力

と
魅

力
あ

る
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

１
　

歴
史

あ
ふ

れ
る

ま
ち

づ
く
り

の
推

進

施
策

２
　

観
光

振
興

の
推

進
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

向
日

市
観

光
交

流
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
観

光
誘

客
の

た
め

の
事

業
の

実
施 …

来
館

者
数

【
H

3
0
：
　

－
　

→
　

R
6
：
9
2
,0

0
0
人

】
…

向
日

市
観

光
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

受
講

者
数 【
R

1
：
2
6
人

　
→

　
R

6
：

2
0
0
人

(R
1
～

6
累

計
)】

R
4
来

館
者

数
（
1
～

1
2
）
：
1
0
9
,9

8
5
人

＜
指

定
管

理
者

実
施

事
業

＞
食

の
応

援
D

A
Y
、

た
け

の
こ

フ
ェ

ア
、

乙
訓

メ
ロ

ン
予

約
販

売
、

駐
車

場
活

用
、

２
周

年
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
、

ク
リ

ス
マ

ス
ジ

ャ
ズ

コ
ン

サ
ー

ト
、

向
日

市
観

光
交

流
セ

ン
タ

ー
P

R
隊

事
業

、
年

末
開

館

R
4
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

受
講

者
数

（
R

4
実

施
：
0
人

）
R

3
に

予
定

さ
れ

て
い

た
事

業
ト

ラ
イ

ア
ル

が
初

期
投

資
等

の
リ

ス
ク

か
ら

実
行

に
移

せ
ず

、
ま

た
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

事
業

が
中

断
し

て
い

る
。

Ａ

＜
観

光
交

流
セ

ン
タ

ー
＞

引
き

続
き

、
公

設
民

営
の

施
設

を
活

か
し

た
自

主
事

業
に

よ
り

、
来

館
者

数
の

増
加

及
び

利
用

者
の

満
足

度
向

上
を

目
指

す
。

＜
観

光
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

＞
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
再

構
築

し
、

市
民

の
地

域
へ

の
愛

着
を

高
め

る
取

り
組

み
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

地
域

全
体

で
の

お
も

て
な

し
力

の
向

上
を

図
る

。

産
業

振
興

課

「
竹

の
径

」
来

訪
者

の
た

め
の

憩
い

の
空

間
整

備
市

が
誇

る
観

光
資

源
と

し
て

、
竹

の
径

の
景

観
を

さ
ら

に
向

上
さ

せ
る

た
め

、
新

た
な

竹
垣

整
備

の
検

討
を

行
っ

た
。

Ａ
事

業
費

の
算

出
・
整

備
方

法
等

の
検

討
を

行
い

、
新

た
な

竹
垣

整
備

を
進

め
る

。
産

業
振

興
課

土
産

等
特

産
品

の
開

発

…
開

発
件

数
【
H

3
0
：
7
件

(H
2
7
～

3
0
累

計
)　

→
　

R
6
：
3
0
件

(H
2
7
～

R
6
累

計
)】

開
発

延
件

数
：
8
件

／
目

標
3
0
件

（
H

2
7
～

R
6
累

計
）

こ
れ

ま
で

開
発

し
た

商
品

を
向

日
市

観
光

交
流

セ
ン

タ
ー

等
で

販
売

す
る

こ
と

で
、

土
産

品
を

通
じ

た
市

の
魅

力
の

更
な

る
発

信
と

拡
散

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
京

都
府

の
「
食

の
京

都
」
の

補
助

金
等

を
用

い
、

販
売

促
進

イ
ベ

ン
ト

や
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

な
ど

を
実

施
し

、
商

品
の

P
R

に
努

め
た

。

Ｂ

目
標

を
見

直
し

、
土

産
等

特
産

品
の

開
発

件
数

に
加

え
、

既
存

商
品

の
土

産
物

認
定

の
件

数
を

指
標

と
す

る
。

開
発

さ
れ

た
お

土
産

品
や

従
来

の
市

の
特

産
品

等
の

販
売

路
拡

大
及

び
P

R
を

行
い

、
市

外
で

の
流

通
や

販
売

に
取

り
組

む
。

産
業

振
興

課

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
の

回
答

に
集

約
。

産
業

振
興

課

複
合

型
宿

泊
施

設
の

誘
致

に
向

け
て

、
土

地
区

画
整

理
事

業
の

事
業

化
の

支
援

を
行

い
、

区
画

整
理

組
合

が
設

立
さ

れ
た

。
Ａ

引
き

続
き

、
区

画
整

理
事

業
の

円
滑

な
推

進
の

た
め

の
支

援
を

行
う

。
ま

ち
づ

く
り

推
進

課

観
光

入
込

客
数

【
H

3
0
：
5
1
0
,0

0
0
人

　
→

　
R

6
：
7
6
5
,0

0
0
人

】

R
4
(1

～
1
2
)：

3
4
3
,7

2
4
人

R
3
年

比
　

1
1
4
,2

9
3
人

増
加

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
に

よ
り

、
向

日
市

ま
つ

り
、

桜
ま

つ
り

と
い

っ
た

主
要

イ
ベ

ン
ト

が
軒

並
み

中
止

と
な

っ
た

た
め

、
以

前
と

比
較

す
る

と
減

少
し

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
R

2
年

に
オ

ー
プ

ン
し

た
向

日
市

観
光

交
流

セ
ン

タ
ー

や
3

年
ぶ

り
の

開
催

と
な

っ
た

か
ぐ

や
の

夕
べ

の
影

響
も

あ
り

、
徐

々
に

回
復

傾
向

に
あ

る
。

※
参

考
R

3
(1

～
1
2
)：

2
2
9
,4

3
1
人

Ｂ
引

き
続

き
、

地
域

や
事

業
者

と
連

携
し

、
市

の
魅

力
の

発
信

、
市

外
か

ら
の

誘
客

の
推

進
に

努
め

、
観

光
入

込
客

数
の

増
加

を
目

指
す

。
産

業
振

興
課

観
光

消
費

額
【
H

3
0
：
1
5
0
,0

0
0
千

円
→

　
R

6
：
3
3
8
,0

0
0
千

円
】

R
4
(1

～
1
2
)：

5
8
,5

9
2
千

円
R

3
年

比
：
　

1
9
,4

2
3
千

円
増

加
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
の

影
響

に
よ

り
、

向
日

市
ま

つ
り

、
桜

ま
つ

り
と

い
っ

た
主

要
イ

ベ
ン

ト
が

軒
並

み
中

止
と

な
っ

た
た

め
、

以
前

と
比

較
す

る
と

減
少

し
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

R
2
に

オ
ー

プ
ン

し
た

向
日

市
観

光
交

流
セ

ン
タ

ー
や

3
年

ぶ
り

の
開

催
と

な
っ

た
か

ぐ
や

の
夕

べ
の

影
響

も
あ

り
、

徐
々

に
回

復
傾

向
に

あ
る

。
※

参
考

R
3
(1

～
1
2
)：

3
9
,1

6
9
千

円

Ｂ
引

き
続

き
、

地
域

や
事

業
者

と
連

携
し

、
市

の
魅

力
の

発
信

、
市

外
か

ら
の

誘
客

の
推

進
に

努
め

、
観

光
消

費
額

の
増

加
を

目
指

す
。

産
業

振
興

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

ホ
テ

ル
等

の
複

合
型

宿
泊

施
設

の
誘

致
事

業
の

推
進

○
「
観

る
・
食

べ
る

・
買

う
」
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

国
内

外
か

ら
積

極
的

に
観

光
客

を
誘

致
し

地
域

経
済

の
活

性
化

を
図

る
た

め
、

ハ
ー

ド
・
ソ

フ
ト

両
面

で
の

総
合

的
、

多
角

的
な

観
光

施
策

を
推

進
し

ま
す

。

2



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅰ

　
歴

史
を

活
か

し
、

活
力

と
魅

力
あ

る
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

１
　

歴
史

あ
ふ

れ
る

ま
ち

づ
く
り

の
推

進

施
策

３
　

ま
ち

の
魅

力
の

戦
略

的
発

信
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
L
IN

E
@

、
F
ac

e
bo

o
k等

）
に

よ
る

情
報

発
信

力
の

強
化

…
L
IN

E
@

及
び

F
ac

e
bo

o
kに

対
す

る
満

足
度

(ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
)

【
L
IN

E
@

  
R

1
：
2
.9

2
　

　
→

 R
6
：
3
.4

0
F
ac

e
bo

o
k　

R
1
：
2
.9

1
　

　
→

 R
6
：
3
.4

0
】

S
N

S
サ

ー
ビ

ス
「
L
IN

E
」
を

活
用

し
、

さ
ま

ざ
ま

な
用

途
に

応
じ

て
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

令
和

４
年

度
は

、
イ

ベ
ン

ト
情

報
や

緊
急

情
報

を
お

知
ら

せ
す

る
通

常
配

信
に

加
え

、
画

像
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

Y
o
u
T
u
be

サ
イ

ト
に

リ
ン

ク
す

る
リ

ッ
チ

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

設
け

、
ま

た
L
IN

E
上

で
常

に
固

定
の

情
報

が
表

示
で

き
る

リ
ッ

チ
メ

ニ
ュ

ー
で

は
、

窓
口

混
雑

状
況

な
ど

の
リ

ア
ル

タ
イ

ム
な

情
報

を
発

信
す

る
な

ど
、

利
用

者
が

求
め

る
情

報
発

信
の

強
化

に
努

め
た

。
ま

た
、

広
報

誌
等

で
向

日
市

公
式

ア
カ

ウ
ン

ト
の

Q
R

コ
ー

ド
を

掲
載

す
る

な
ど

、
幅

広
く
周

知
を

行
っ

た
。

　
お

友
達

登
録

者
数

　
1
6
,1

2
8
人

（
R

5
.3

.3
1
現

在
）
　

　
参

考
：
1
4
,2

5
1
人

（
令

和
4
年

3
月

3
1
日

時
点

）
　

情
報

発
信

回
数

　
平

均
１

6
回

／
月

（
R

5
.3

.3
1
現

在
）

Ａ
今

後
も

状
況

に
応

じ
た

的
確

な
情

報
の

発
信

を
行

う
と

と
も

に
、

S
N

S
ツ

ー
ル

に
備

わ
っ

て
い

る
さ

ま
ざ

ま
な

機
能

を
最

大
限

に
活

用
し

、
見

や
す

く
、

伝
わ

り
や

す
い

情
報

の
提

供
に

努
め

る
。

企
画

広
報

課

「
向

日
市

い
い

と
こ

Ｐ
Ｒ

隊
た

け
の

こ
り

ん
」
に

よ
る

情
報

発
信

の
充

実

…
た

け
の

こ
り

ん
の

イ
ベ

ン
ト

等
へ

の
登

場
回

数
【
H

3
0
：
 －

　
　

→
　

R
6
：
5
0
回

】

今
年

度
は

市
制

施
行

5
0
周

年
事

業
と

し
て

、
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

バ
ス

ラ
ッ

ピ
ン

グ
や

公
用

車
マ

グ
ネ

ッ
ト

シ
ー

ト
、

結
婚

パ
ネ

ル
等

に
「
た

け
の

こ
り

ん
」
の

デ
ザ

イ
ン

が
多

く
採

用
さ

れ
た

ほ
か

、
市

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
4
カ

所
の

郵
便

ポ
ス

ト
の

デ
ザ

イ
ン

に
も

「
た

け
の

こ
り

ん
」
の

デ
ザ

イ
ン

が
施

さ
れ

、
市

内
外

の
方

々
に

対
し

、
市

全
域

で
幅

広
く
周

知
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
の

影
響

に
よ

り
減

少
し

て
い

た
着

ぐ
る

み
を

用
い

た
イ

ベ
ン

ト
へ

の
出

演
頻

度
も

徐
々

に
で

は
あ

る
が

戻
り

は
じ

め
、

大
人

か
ら

子
ど

も
ま

で
幅

広
い

世
代

の
方

た
ち

と
実

際
に

ふ
れ

合
う

こ
と

が
で

き
た

。
　

R
5
.3

月
末

時
点

で
の

登
場

回
数

：
2
2
回

Ａ

着
ぐ

る
み

ア
ク

タ
ー

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
活

用
、

イ
ベ

ン
ト

へ
の

積
極

的
な

貸
し

出
し

な
ど

を
行

い
、

イ
ベ

ン
ト

等
へ

の
登

場
回

数
を

目
標

値
（
年

5
0

回
）
に

近
づ

け
る

と
と

も
に

、
S
N

S
ツ

ー
ル

や
流

行
の

媒
体

を
用

い
て

、
「
た

け
の

こ
り

ん
」
の

認
知

度
向

上
に

努
め

る
。

企
画

広
報

課

本
市

に
対

す
る

市
民

の
定

住
意

向
の

割
合

【
R

1
：
7
6
.7

%
　

　
→

　
R

6
：
8
0
%
以

上
】

S
N

S
に

よ
る

定
期

的
な

情
報

発
信

や
、

イ
ベ

ン
ト

等
で

の
「
た

け
の

こ
り

ん
」
の

積
極

的
な

P
R

な
ど

、
ま

ち
の

魅
力

の
ア

ピ
ー

ル
の

機
会

を
最

大
限

に
活

用
す

る
こ

と
で

、
本

市
の

イ
メ

ー
ジ

向
上

に
寄

与
す

る
と

と
も

に
、

市
民

の
定

住
意

向
を

高
め

る
た

め
の

魅
力

的
な

情
報

を
効

果
的

に
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

Ａ
引

き
続

き
、

S
N

S
や

「
た

け
の

こ
り

ん
」
等

の
戦

略
的

発
信

ツ
ー

ル
を

活
用

し
つ

つ
、

ア
フ

タ
ー

コ
ロ

ナ
を

見
据

え
積

極
的

に
P

R
活

動
を

図
っ

て
い

く
。

企
画

広
報

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
ふ

る
さ

と
向

日
市

に
対

す
る

理
解

と
愛

着
を

深
め

ら
れ

る
よ

う
、

ま
ち

の
魅

力
を

様
々

な
ツ

ー
ル

を
有

効
に

活
用

し
、

戦
略

的
に

発
信

し
ま

す
。

3



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅰ

　
歴

史
を

活
か

し
、

活
力

と
魅

力
あ

る
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

２
　

産
業

の
活

性
化

施
策

１
　

商
工

業
の

活
性

化
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

顧
客

に
愛

さ
れ

る
魅

力
的

な
店

づ
く
り

へ
の

経
営

支
援

…
経

営
指

導
数

【
H

3
0
：
1
,4

0
0
件

→
　

R
6
：
H

3
0
実

績
比

1
0
％

増
】

向
日

市
商

工
会

経
営

支
援

員
に

よ
る

事
業

者
へ

の
訪

問
や

窓
口

で
の

相
談

を
実

施
し

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

で
、

感
染

症
発

生
前

と
比

較
し

て
、

問
い

合
わ

せ
や

相
談

が
増

加
し

て
い

る
。

　
経

営
指

導
数

　
R

4
実

績
数

 ：
2
,3

1
7
件

（
R

3
実

績
数

：
2
,5

5
5
件

)

市
内

の
小

規
模

事
業

者
が

、
持

ち
味

を
活

か
し

た
経

営
が

出
来

る
よ

う
、

向
日

市
商

工
会

が
行

う
経

営
改

善
普

及
事

業
に

対
し

て
助

成
を

行
っ

た
。

　
　

①
市

内
小

規
模

事
業

者
の

経
営

（
事

業
）
計

画
書

作
成

支
援

（
作

成
件

数
 R

3
：
2
0
5
件

→
R

4
：
1
0
6
件

）
　

　
②

経
営

力
向

上
や

事
業

分
野

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
セ

ミ
ナ

ー
・
講

習
会

の
開

催
（
R

3
：
1
3
回

→
R

4
：
1
4
回

）
　

　
③

事
業

所
に

対
す

る
各

種
補

助
金

・
計

画
認

定
申

請
の

支
援

（
採

択
件

数
 R

3
：
1
8
4
件

→
R

4
：
8
3
件

）

Ａ

原
油

価
格

・
物

価
高

騰
の

影
響

や
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
収

束
の

見
通

し
が

立
た

な
い

こ
と

か
ら

、
市

内
事

業
者

が
経

済
活

動
と

感
染

予
防

の
両

立
を

図
り

、
ま

た
現

下
の

経
済

環
境

を
乗

り
越

え
る

こ
と

が
出

来
る

よ
う

、
経

営
指

導
を

通
じ

て
事

業
継

続
及

び
経

営
発

展
を

支
援

し
て

い
く
。

産
業

振
興

課

創
業

希
望

者
へ

の
き

め
細

か
な

支
援

…
創

業
件

数
【
H

3
0
：
3
件

 →
　

R
6
：
2
0
件

（
R

2
～

6
累

計
）
】

創
業

者
に

対
す

る
補

助
金

の
交

付
と

、
専

門
家

の
経

営
指

導
に

よ
る

創
業

支
援

を
行

っ
た

。
　

　
R

4
新

規
創

業
：
9
件

（
R

3
：
1
0
件

、
R

2
：
4
件

）
⇒

R
2
～

R
4
累

計
：
2
3
件

Ｓ

原
油

価
格

・
物

価
高

騰
や

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

、
事

業
者

向
け

支
援

制
度

へ
の

関
心

が
高

ま
っ

て
い

る
。

今
後

も
、

新
規

事
業

に
挑

戦
す

る
事

業
者

を
後

押
し

す
る

た
め

、
補

助
金

と
専

門
家

の
経

営
指

導
を

組
み

合
わ

せ
支

援
し

て
い

く
。

産
業

振
興

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
歴

史
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く
り

の
施

策
と

連
携

し
な

が
ら

、
向

日
市

商
工

会
や

金
融

機
関

と
と

も
に

、
商

工
業

者
の

育
成

や
経

営
安

定
を

支
援

す
る

取
組

を
推

進
し

、
市

内
商

工
業

の
振

興
、

に
ぎ

わ
い

の
創

出
を

図
り

ま
す

。

4



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅰ

　
歴

史
を

活
か

し
、

活
力

と
魅

力
あ

る
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

２
　

産
業

の
活

性
化

施
策

２
　

農
業

の
活

性
化

基
本

方
向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

地
元

農
産

物
の

販
路

拡
大

と
地

産
地

消
の

促
進

…
向

日
市

観
光

交
流

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

地
元

農
産

物
の

販
売

促
進

【
R

3
：
売

上
額

 約
9
6
0
万

円
　

→
　

R
6
：
R

3
実

績
比

1
0
％

増
】

地
元

農
産

物
の

販
売

促
進

及
び

地
産

地
消

を
推

進
す

る
た

め
、

向
日

市
観

光
交

流
セ

ン
タ

ー
に

常
設

の
農

産
物

販
売

所
の

充
実

を
図

っ
た

。
な

お
、

令
和

4
年

度
に

お
い

て
は

、
年

2
回

実
施

し
た

「
向

日
市

お
う

え
ん

割
引

ク
ー

ポ
ン

事
業

」
の

効
果

に
よ

り
、

大
幅

に
売

上
額

が
増

加
し

た
。

ま
た

、
1
2
月

に
は

Ｊ
Ａ

京
都

中
央

東
向

日
支

店
の

跡
地

を
使

用
し

、
地

元
生

産
農

家
者

に
よ

る
野

菜
直

売
会

を
行

い
、

地
元

農
産

物
の

販
路

拡
大

に
努

め
た

。

　
売

上
額

　
R

4
：
約

1
,3

0
0
万

円
（
R

3
実

績
比

：
約

3
5
％

増
）

Ａ

引
き

続
き

、
向

日
市

観
光

交
流

セ
ン

タ
ー

内
の

農
産

物
販

売
所

の
利

用
促

進
が

図
ら

れ
る

よ
う

、
商

品
の

品
質

管
理

や
野

菜
の

端
境

期
へ

の
対

応
等

に
つ

い
て

、
生

産
者

と
と

も
に

課
題

の
解

決
に

向
け

て
取

り
組

む
。

産
業

振
興

課

耕
作

放
棄

地
の

防
止

施
策

や
放

置
竹

林
対

策
の

実
施

…
市

民
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

竹
林

保
全

【
H

3
0
：
未

実
施

　
　

　
→

　
R

6
：
2
箇

所
】

令
和

2
年

1
0
月

に
発

足
し

た
向

日
市

竹
林

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

り
、

市
が

整
備

し
た

適
正

管
理

モ
デ

ル
竹

林
2
箇

所
に

加
え

、
寺

戸
大

塚
古

墳
付

近
の

竹
林

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
、

適
正

な
整

備
に

取
り

組
ん

だ
。

ま
た

、
令

和
5
年

1
月

に
農

業
委

員
会

に
お

い
て

、
竹

や
ぶ

の
利

用
状

況
調

査
を

行
い

、
放

置
竹

林
所

有
者

又
は

耕
作

者
に

対
し

、
適

切
に

管
理

す
る

よ
う

指
導

を
行

っ
た

。

Ａ
竹

林
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

整
備

す
る

竹
林

面
積

を
更

に
拡

大
し

て
い

く
た

め
、

様
々

な
世

代
の

方
が

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
参

加
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

、
広

報
誌

や
Ｈ

Ｐ
等

を
通

じ
て

活
動

内
容

の
周

知
を

行
う

。
産

業
振

興
課

農
商

工
の

連
携

に
よ

る
特

産
品

の
開

発
へ

の
支

援 …
特

産
品

の
開

発
【
H

3
0
：
0
件

 →
 R

6
：
2
件

(R
2
～

6
累

計
)】

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
地

元
産

メ
ロ

ン
を

乙
訓

メ
ロ

ン
と

称
し

、
向

日
市

観
光

交
流

セ
ン

タ
ー

の
物

産
コ

ー
ナ

ー
に

お
い

て
、

予
約

販
売

を
行

っ
た

。
ま

た
、

新
た

な
特

産
品

に
向

け
、

パ
ン

や
ク

ッ
キ

ー
な

ど
の

原
材

料
と

な
る

米
粉

用
の

作
付

け
に

つ
い

て
、

支
援

を
行

っ
た

。
Ａ

向
日

市
観

光
交

流
セ

ン
タ

ー
の

活
性

化
に

向
け

、
農

業
者

や
商

工
業

者
と

連
携

し
、

向
日

市
の

特
産

と
も

言
え

る
新

た
な

商
品

開
発

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
検

討
を

続
け

る
。

産
業

振
興

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
新

鮮
で

安
心

・
安

全
な

農
産

物
を

提
供

す
る

た
め

に
地

産
地

消
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
担

い
手

の
育

成
や

新
た

な
ブ

ラ
ン

ド
農

産
品

の
開

発
支

援
、

農
業

資
源

を
活

用
し

た
農

商
工

の
連

携
を

推
進

し
、

や
り

が
い

の
あ

る
農

業
経

営
を

支
援

し
ま

す
。
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅰ

　
歴

史
を

活
か

し
、

活
力

と
魅

力
あ

る
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

３
　

都
市

基
盤

の
整

備

施
策

１
　

道
路

整
備

の
推

進
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

都
市

計
画

道
路

及
び

幹
線

市
道

の
整

備

…
整

備
路

線
【
都

市
計

画
道

路
牛

ケ
瀬

馬
場

線
、

第
3
0
6
4
号

線
、

寺
戸

森
本

幹
線

2
号

、
寺

戸
幹

線
6
号

、
第

2
0
1
3
号

線
（
R

6
）
】

広
域

の
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
を

図
る

た
め

、
都

市
計

画
道

路
牛

ケ
瀬

馬
場

線
の

整
備

工
事

を
実

施
し

た
。

市
道

第
3
0
6
4
号

線
に

お
い

て
、

拡
幅

工
事

を
実

施
し

た
。

寺
戸

森
本

幹
線

2
号

に
お

い
て

、
拡

幅
改

良
工

事
に

着
手

し
た

。
寺

戸
幹

線
6
号

に
お

い
て

、
拡

幅
整

備
に

必
要

な
用

地
の

取
得

交
渉

を
行

っ
た

。
市

道
第

2
0
1
3
号

線
に

お
い

て
、

安
全

な
歩

行
空

間
確

保
の

た
め

の
歩

道
改

良
工

事
を

実
施

し
た

。

Ａ

牛
ケ

瀬
馬

場
線

に
お

い
て

、
引

き
続

き
道

路
築

造
工

事
を

実
施

す
る

。
市

道
第

3
0
6
4
号

線
に

お
い

て
、

引
き

続
き

道
路

拡
幅

工
事

を
実

施
す

る
。

寺
戸

幹
線

6
号

に
お

い
て

、
引

き
続

き
拡

幅
整

備
に

必
要

な
用

地
を

確
保

す
る

た
め

取
得

交
渉

を
実

施
す

る
。

市
道

第
2
0
1
3
号

線
の

水
路

を
暗

渠
化

し
た

箇
所

に
お

い
て

、
歩

道
整

備
に

向
け

計
画

し
、

関
係

機
関

と
協

議
を

開
始

す
る

。

道
路

整
備

課

生
活

道
路

・
細

街
路

の
整

備
【
1
0
路

線
整

備
完

了
（
R

2
～

6
累

計
）
】

市
道

第
3
0
1
8
号

線
及

び
市

道
第

2
0
2
9
号

線
に

お
い

て
、

安
全

な
歩

行
空

間
確

保
の

た
め

の
側

溝
の

暗
渠

化
工

事
を

実
施

し
た

。
寺

戸
幹

線
4
号

に
お

い
て

、
安

全
な

歩
行

空
間

確
保

の
た

め
の

歩
道

築
造

工
事

を
実

施
し

た
。

市
道

第
6
0
1
0
号

線
に

お
い

て
、

安
全

で
快

適
な

道
路

を
整

備
す

る
た

め
道

路
整

備
工

事
に

着
手

し
た

。
寺

戸
幹

線
6
号

に
お

い
て

、
雨

水
排

水
処

理
の

能
力

を
確

保
す

る
た

め
、

側
溝

工
事

を
実

施
し

た
。

Ａ

市
道

第
3
0
1
8
号

線
及

び
市

道
第

2
0
2
9
号

線
に

お
い

て
、

引
き

続
き

側
溝

の
暗

渠
化

工
事

を
実

施
す

る
。

市
道

第
6
0
1
0
号

線
に

お
い

て
、

安
全

で
快

適
な

道
路

に
す

る
た

め
、

整
備

工
事

を
実

施
す

る
。

物
集

女
寺

戸
幹

線
に

お
い

て
安

全
な

歩
行

空
間

整
備

を
実

施
す

る
た

め
、

道
路

の
測

量
及

び
設

計
を

実
施

す
る

。

道
路

整
備

課

交
通

安
全

対
策

の
一

層
の

推
進

…
通

学
路

【
1
0
箇

所
整

備
完

了
（
R

2
～

6
累

計
）
】

…
自

転
車

通
行

レ
ー

ン
の

整
備

【
1
路

線
整

備
完

了
（
R

2
～

6
累

計
）
】

物
集

女
寺

戸
幹

線
に

お
い

て
、

拡
幅

整
備

に
必

要
な

用
地

の
取

得
交

渉
を

行
っ

た
。

市
道

第
4
0
4
7
号

線
に

お
い

て
、

安
全

な
歩

行
空

間
確

保
の

た
め

の
歩

道
築

造
工

事
を

実
施

し
た

。
市

道
第

2
0
2
9
号

線
に

お
い

て
、

安
全

な
歩

行
空

間
確

保
の

た
め

側
溝

の
暗

渠
化

工
事

を
実

施
し

た
。

Ａ

物
集

女
寺

戸
幹

線
に

お
い

て
、

引
き

続
き

拡
幅

整
備

に
必

要
な

用
地

を
確

保
す

る
た

め
取

得
交

渉
を

実
施

す
る

。
市

道
第

4
0
4
7
号

線
に

お
い

て
、

歩
道

整
備

に
向

け
た

水
路

の
暗

渠
化

工
事

を
実

施
す

る
。

市
道

第
2
0
2
9
号

線
に

お
い

て
、

引
き

続
き

側
溝

の
暗

渠
化

工
事

を
実

施
す

る
。

道
路

整
備

課

ゾ
ー

ン
3
0
区

域
の

拡
大

【
H

3
0
：
1
箇

所
2
2
.4

ｈ
ａ

→
　

R
6
：
2
箇

所
3
0
ｈ

ａ
】

ゾ
ー

ン
3
0
区

域
の

拡
大

に
向

け
、

公
安

委
員

会
と

協
議

を
協

議
を

行
っ

た
。

Ａ
引

き
続

き
ゾ

ー
ン

3
0
区

域
の

拡
大

に
向

け
、

公
安

委
員

会
及

び
地

元
自

治
会

と
協

議
を

行
う

。
道

路
整

備
課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
都

市
計

画
道

路
や

幹
線

市
道

の
整

備
を

推
進

す
る

こ
と

で
幹

線
道

路
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

、
活

力
と

魅
力

あ
る

ま
ち

を
目

指
し

ま
す

。

○
市

民
生

活
に

密
着

し
た

生
活

道
路

・
細

街
路

の
整

備
を

推
進

す
る

こ
と

で
、

安
全

で
快

適
な

住
環

境
づ

く
り

を
目

指
し

ま
す

。
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅰ

　
歴

史
を

活
か

し
、

活
力

と
魅

力
あ

る
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

３
　

都
市

基
盤

の
整

備

施
策

２
　

快
適

で
安

全
便

利
な

ま
ち

づ
く
り

基
本

方
向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

土
地

利
用

の
転

換
に

よ
る

事
業

所
の

誘
致

事
業

の
推

進

阪
急

洛
西

口
駅

西
地

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
に

対
し

て
、

土
地

区
画

整
理

事
業

の
事

業
化

の
た

め
の

支
援

を
行

い
、

区
画

整
理

組
合

が
設

立
さ

れ
た

。
森

本
東

部
土

地
区

画
整

理
組

合
に

対
し

て
、

区
画

整
理

事
業

の
円

滑
な

推
進

の
た

め
の

支
援

を
行

っ
た

。
Ａ

阪
急

洛
西

口
駅

西
土

地
区

画
整

理
組

合
及

び
森

本
東

部
土

地
区

画
整

理
組

合
に

対
し

て
、

引
き

続
き

、
区

画
整

理
事

業
の

円
滑

な
推

進
の

た
め

の
支

援
を

行
う

。

ま
ち

づ
く
り

推
進

課

幹
線

道
路

沿
道

の
に

ぎ
わ

い
創

出
に

向
け

た
都

市
計

画
変

更

市
南

東
部

地
域

か
ら

の
J
R

向
日

町
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
向

上
や

ま
ち

づ
く
り

の
誘

導
を

図
る

た
め

、
都

市
計

画
道

路
牛

ケ
瀬

馬
場

線
の

都
市

計
画

の
決

定
・
変

更
を

令
和

４
年

６
月

１
６

日
付

け
で

行
っ

た
。

ま
た

、
本

都
市

計
画

道
路

に
近

接
し

て
い

る
森

本
東

部
地

区
に

お
い

て
、

向
日

町
駅

周
辺

整
備

な
ど

の
都

市
計

画
事

業
と

一
体

的
に

産
業

拠
点

の
形

成
を

図
る

た
め

、
地

区
計

画
の

都
市

計
画

変
更

を
令

和
5
年

2
月

1
5
日

付
け

で
行

っ
た

。

Ａ
幹

線
道

路
沿

道
の

に
ぎ

わ
い

創
出

に
向

け
、

阪
急

東
向

日
駅

か
ら

Ｊ
Ｒ

向
日

町
駅

周
辺

の
府

道
向

日
町

停
車

場
線

沿
い

の
都

市
計

画
に

つ
い

て
見

直
し

を
行

う
。

都
市

計
画

課

ぐ
る

っ
と

む
こ

う
バ

ス
を

は
じ

め
と

す
る

公
共

交
通

の
利

用
促

進

【
ぐ

る
っ

と
む

こ
う

バ
ス

】
令

和
4
年

5
月

に
ル

ー
ト

変
更

及
び

バ
ス

停
の

増
設

を
実

施
し

、
ぐ

る
っ

と
む

こ
う

バ
ス

の
利

便
性

を
向

上
さ

せ
た

。
市

制
施

行
5
0
周

年
事

業
と

し
て

、
夏

休
み

期
間

に
小

学
生

、
お

盆
前

後
の

期
間

に
す

べ
て

の
方

を
対

象
と

し
て

無
料

お
た

め
し

乗
車

を
実

施
し

、
8
月

は
1
便

あ
た

り
の

平
均

乗
車

人
数

が
過

去
最

多
と

な
っ

た
。

向
日

市
緑

化
ポ

ス
タ

ー
展

の
優

秀
作

品
を

ぐ
る

っ
と

む
こ

う
バ

ス
の

ほ
か

、
市

内
タ

ク
シ

ー
事

業
者

４
社

の
車

内
に

展
示

し
、

市
民

に
積

極
的

な
乗

車
を

呼
び

か
け

た
。

（
令

和
4
年

1
2
月

～
令

和
5
年

3
月

）

【
公

共
交

通
】

乙
訓

地
域

の
路

線
バ

ス
及

び
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
で

使
用

で
き

る
１

日
乗

車
券

「
も

う
ひ

と
つ

の
京

都
周

遊
パ

ス
　

竹
の

里
・
乙

訓
」
を

京
都

府
の

支
援

を
受

け
、

路
線

バ
ス

事
業

者
と

協
同

し
て

発
売

し
た

。

Ａ

ぐ
る

っ
と

む
こ

う
バ

ス
に

つ
い

て
、

利
便

性
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

ル
ー

ト
や

バ
ス

停
位

置
な

ど
に

つ
い

て
継

続
的

に
改

善
を

図
る

。
加

え
て

、
公

共
交

通
全

般
に

つ
い

て
利

用
促

進
を

図
る

た
め

、
市

民
に

積
極

的
な

利
用

を
呼

び
掛

け
る

。

ま
ち

づ
く
り

推
進

課

歴
史

探
索

に
利

用
で

き
る

公
園

整
備

令
和

4
年

6
月

に
物

集
女

城
公

園
を

開
設

す
る

と
と

も
に

、
物

集
女

城
跡

を
紹

介
す

る
案

内
板

等
の

整
備

を
行

っ
た

。
Ａ

史
跡

長
岡

宮
跡

周
辺

の
公

園
整

備
に

つ
い

て
、

関
係

機
関

と
調

整
す

る
。

都
市

計
画

課

地
籍

調
査

の
推

進
…

地
籍

整
備

率
【
H

3
0
：
2
.5

%
　

　
　

　
　

→
　

R
6
：
1
0
%
】

令
和

3
年

度
に

地
籍

調
査

を
開

始
し

た
地

区
（
物

集
女

町
ヲ

サ
ン

田
、

ク
ヅ

子
）
に

つ
い

て
調

査
を

完
了

し
た

。
　

R
4
：
完

了
後

地
籍

整
備

率
7
.6

％
Ａ

令
和

4
年

度
調

査
開

始
地

区
に

つ
い

て
調

査
を

完
了

す
る

。
（
完

了
後

地
籍

整
備

率
7
.9

％
）

都
市

計
画

課

空
家

等
対

策
計

画
の

推
進

令
和

3
年

度
に

認
定

し
た

特
定

空
家

に
つ

い
て

、
課

題
解

決
に

む
け

法
定

等
手

続
を

行
っ

た
。

Ａ
特

定
空

家
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

、
課

題
解

決
に

取
り

組
む

。
公

共
建

物
整

備
課

地
域

特
性

に
応

じ
た

ま
ち

づ
く
り

計
画

等
の

支
援

鶏
冠

井
・
上

植
野

地
区

、
J
R

東
海

道
線

以
東

、
東

海
道

新
幹

線
以

西
区

域
の

安
全

で
健

全
な

発
展

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
、

鶏
冠

井
・
上

植
野

東
部

地
区

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
を

認
可

し
た

。
Ａ

地
域

特
性

に
応

じ
た

ま
ち

づ
く
り

計
画

の
策

定
に

向
け

、
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
等

へ
の

支
援

を
行

う
。

都
市

計
画

課

名
神

高
速

道
路

ス
マ

ー
ト

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

開
設

事
業

の
推

進
関

係
機

関
と

の
情

報
交

換
、

協
議

等
を

実
施

し
た

。
Ｂ

引
き

続
き

、
関

係
機

関
と

の
協

議
を

進
め

、
事

業
実

現
に

向
け

た
合

意
形

成
を

図
る

。
ま

ち
づ

く
り

推
進

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
ア

ク
セ

ス
拠

点
の

整
備

等
、

市
民

の
利

便
性

の
向

上
と

産
業

・
観

光
の

振
興

を
図

る
と

と
も

に
、

都
市

計
画

制
度

を
活

用
し

た
快

適
で

安
全

便
利

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅰ

　
歴

史
を

活
か

し
、

活
力

と
魅

力
あ

る
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

３
　

都
市

基
盤

の
整

備

施
策

３
　

駅
周

辺
の

都
市

基
盤

整
備

基
本

方
向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

駅
東

口
へ

の
ア

ク
セ

ス
道

路
と

な
る

市
道

第
3
0
6
4
号

線
に

つ
い

て
、

道
路

の
拡

幅
工

事
を

実
施

し
た

。
Ａ

引
き

続
き

、
駅

周
辺

道
路

整
備

の
た

め
、

駅
ア

ク
セ

ス
道

路
の

早
期

整
備

を
図

る
。

道
路

整
備

課

東
西

自
由

通
路

に
つ

い
て

、
実

施
設

計
を

進
め

る
と

と
も

に
、

支
障

移
転

工
事

に
着

手
し

た
。

市
街

地
再

開
発

事
業

に
つ

い
て

、
円

滑
な

推
進

の
た

め
の

支
援

を
行

っ
た

。
Ａ

引
き

続
き

、
J
R

西
日

本
と

の
工

事
協

定
書

に
基

づ
き

、
東

西
自

由
通

路
の

整
備

を
行

う
。

Ｊ
Ｒ

向
日

町
駅

周
辺

地
区

市
街

地
再

開
発

組
合

に
対

し
て

、
引

き
続

き
、

再
開

発
事

業
の

円
滑

な
推

進
に

向
け

た
支

援
を

行
う

。

ま
ち

づ
く
り

推
進

課

阪
急

東
向

日
駅

周
辺

整
備

事
業

の
推

進
阪

急
東

向
日

駅
周

辺
道

路
整

備
に

つ
い

て
、

鉄
道

事
業

者
と

安
全

な
歩

行
空

間
を

確
保

す
る

た
め

協
議

を
行

っ
た

。
Ａ

引
き

続
き

、
鉄

道
事

業
者

と
安

全
な

歩
行

空
間

を
確

保
す

る
た

め
の

協
議

を
行

う
。

道
路

整
備

課

阪
急

京
都

線
連

続
立

体
交

差
事

業
の

事
業

化
に

向
け

た
検

討
調

査
検

討
結

果
を

基
に

、
実

現
可

能
な

整
備

手
法

・
ス

キ
ー

ム
に

つ
い

て
内

部
検

討
を

進
め

て
い

る
。

Ａ
引

き
続

き
、

調
査

検
討

結
果

を
基

に
、

実
現

可
能

な
整

備
手

法
・
ス

キ
ー

ム
に

つ
い

て
、

内
部

検
討

を
進

め
る

。
ま

ち
づ

く
り

推
進

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

Ｊ
Ｒ

向
日

町
駅

周
辺

整
備

事
業

の
推

進

…
東

西
自

由
通

路
・
駅

前
広

場
の

整
備

…
市

街
地

再
開

発
事

業
の

事
業

化

…
駅

周
辺

に
お

け
る

安
全

対
策

の
調

査
・
検

討

○
Ｊ
Ｒ

向
日

町
駅

周
辺

を
整

備
し

、
駅

へ
の

利
便

性
や

安
全

性
を

向
上

さ
せ

る
と

と
も

に
、

中
心

に
ぎ

わ
い

ゾ
ー

ン
へ

の
都

市
機

能
の

誘
導

を
図

る
こ

と
で

、
ま

ち
の

活
性

化
を

図
り

ま
す

。

○
阪

急
東

向
日

駅
に

つ
い

て
、

「
古

都
の

む
こ

う
、

魅
力

の
ふ

る
さ

と
」
に

ふ
さ

わ
し

い
整

備
を

行
い

ま
す

。

○
阪

急
京

都
線

の
連

続
立

体
交

差
事

業
の

検
討

を
行

い
、

阪
急

東
向

日
駅

周
辺

の
都

市
基

盤
整

備
を

推
進

し
ま

す
。

8



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

１
　

少
子

化
対

策
・
子

育
て

支
援

施
策

１
　

安
心

し
て

産
み

育
て

る
体

制
づ

く
り

基
本

方
向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

幼
児

教
育

・
保

育
の

ベ
ス

ト
マ

ッ
チ

を
推

進

…
【
待

機
児

童
０

人
を

継
続

】

保
育

を
必

要
と

す
る

２
歳

児
に

つ
い

て
、

就
労

等
に

よ
り

家
庭

で
の

保
育

が
困

難
に

な
る

場
合

、
幼

稚
園

に
お

い
て

一
時

的
に

預
か

る
こ

と
で

、
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
た

め
、

保
育

を
必

要
と

す
る

２
歳

児
の

預
か

り
を

行
っ

て
い

る
幼

稚
園

に
補

助
金

を
交

付
す

る
な

ど
、

幼
稚

園
と

連
携

し
待

機
児

童
対

策
に

取
り

組
ん

だ
。

待
機

児
童

（
4
月

時
点

）
　

R
1
：
2
4
人

　
R

2
：
1
0
人

　
R

3
：
3
人

　
R

4
：
0
人

Ａ
引

き
続

き
、

待
機

児
童

ゼ
ロ

を
維

持
で

き
る

よ
う

、
積

極
的

に
幼

稚
園

の
利

用
を

促
す

な
ど

、
幼

稚
園

等
と

連
携

し
、

待
機

児
童

対
策

を
行

っ
て

い
く
。

子
育

て
支

援
課

病
児

病
後

児
保

育
所

の
開

設

…
病

児
病

後
児

保
育

所
数 【
H

3
0
：
1
か

所
　

　
　

→
　

R
2
：
2
か

所
】

子
育

て
支

援
課

子
ど

も
虐

待
の

未
然

防
止

対
策

の
推

進

…
家

庭
児

童
相

談
室

の
機

能
強

化
【
R

1
：
虐

待
対

応
専

門
員

未
配

置
 →

 R
4
：
配

置
】

令
和

4
年

4
月

1
日

付
け

の
組

織
改

正
に

よ
り

、
こ

れ
ま

で
子

育
て

支
援

課
で

所
管

し
て

い
た

家
庭

児
童

相
談

室
の

機
能

を
拡

充
す

る
と

と
も

に
、

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
事

業
と

子
育

て
セ

ン
タ

ー
事

業
を

併
せ

て
所

管
換

え
し

、
本

市
の

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
と

し
て

、
専

任
の

課
長

を
置

き
、

子
育

て
支

援
課

か
ら

分
離

し
た

課
と

し
て

、
子

ど
も

家
庭

課
を

設
置

し
た

。
保

健
師

、
保

育
士

等
の

専
門

職
を

配
置

す
る

と
共

に
、

児
童

相
談

所
で

の
勤

務
経

験
の

あ
る

職
員

を
配

置
し

、
虐

待
対

応
専

門
員

と
し

て
配

置
を

行
っ

て
い

る
。

Ａ
引

き
続

き
、

専
門

職
を

継
続

配
置

す
る

と
共

に
、

令
和

5
年

度
に

前
向

き
子

育
て

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
通

称
：
ト

リ
プ

ル
P

）
を

市
民

向
け

に
開

講
し

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

虐
待

の
未

然
防

止
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

子
ど

も
家

庭
課

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
の

推
進

…
【
入

会
要

件
を

充
た

す
全

て
の

児
童

の
受

入
れ

を
維

持
】

全
児

童
会

で
、

入
会

要
件

を
充

た
す

児
童

を
全

て
受

け
入

れ
た

。
Ａ

引
き

続
き

、
児

童
会

の
申

込
者

数
や

今
後

の
児

童
数

の
推

計
等

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

施
設

環
境

の
整

備
を

進
め

る
こ

と
に

よ
り

入
会

要
件

を
充

た
す

全
て

の
児

童
の

受
入

れ
を

維
持

す
る

。
生

涯
学

習
課

乳
幼

児
健

診
全

対
象

者
に

子
育

て
に

関
す

る
支

援
を

実
施

…
乳

幼
児

健
診

未
受

診
者

の
面

接
割

合
【
H

3
0
：
7
2
.2

%
　

　
　

　
→

　
R

6
：
1
0
0
%
】

令
和

4
年

度
乳

幼
児

健
診

未
受

診
者

の
面

接
割

合
…

1
0
0
%
（
令

和
5
年

3
月

末
現

在
）

　
乳

児
前

期
健

診
…

1
0
0
％

（
未

受
診

者
0
人

）
　

乳
児

後
期

健
診

…
1
0
0
％

（
未

受
診

者
0
人

）
　

1
歳

9
か

月
健

診
…

1
0
0
％

（
未

受
診

者
1
8
人

、
翌

月
以

降
受

診
済

・
面

接
等

対
応

済
1
8
人

）
　

3
歳

6
か

月
健

診
…

1
0
0
％

（
未

受
診

者
1
2
人

、
翌

月
以

降
受

診
済

・
面

接
等

対
応

済
1
2
人

）
乳

幼
児

健
診

未
受

診
者

に
対

し
て

は
電

話
に

よ
る

受
診

勧
奨

を
実

施
。

受
診

勧
奨

を
実

施
し

て
も

未
受

診
の

場
合

は
電

話
又

は
家

庭
訪

問
に

よ
る

面
接

を
実

施
し

た
他

、
必

要
に

応
じ

て
家

庭
児

童
相

談
室

、
保

育
所

と
連

携
し

、
見

守
り

を
行

っ
た

。

Ａ
乳

幼
児

健
診

未
受

診
者

で
電

話
が

つ
な

が
ら

な
い

対
象

者
に

対
し

て
は

、
受

診
勧

奨
の

手
紙

を
送

付
す

る
と

と
も

に
継

続
的

に
家

庭
訪

問
を

実
施

し
て

い
く
。

健
康

推
進

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
安

心
し

て
子

ど
も

を
産

み
、

健
や

か
に

育
て

る
こ

と
が

で
き

る
環

境
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。 令
和

2年
度

完
了

令
和

2年
度

完
了
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

２
　

健
康

づ
く
り

の
推

進

施
策

１
　

生
活

習
慣

病
予

防
に

よ
る

健
康

生
活

へ
の

支
援

基
本

方
向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

医
療

保
険

課
記

載
の

と
お

り
医

療
保

険
課

記
載

の
と

お
り

健
康

推
進

課

個
々

の
特

性
に

応
じ

た
受

診
勧

奨
通

知
を

制
作

し
、

7
月

に
5
,2

8
6
名

と
9
月

に
1
,0

1
4
名

の
延

べ
6
,3

0
0
名

に
対

し
て

郵
送

し
た

。
ま

た
、

1
0
月

に
は

1
5
名

に
対

し
て

訪
問

に
よ

る
勧

奨
を

実
施

し
た

。
特

定
健

診
の

受
診

率
は

令
和

4
年

度
に

令
和

3
年

度
実

績
が

把
握

で
き

る
こ

と
か

ら
、

令
和

3
年

度
の

実
績

は
4
4
.7

％
で

あ
り

、
令

和
2
年

度
の

4
4
.7

％
と

変
化

が
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
受

診
控

え
や

受
診

勧
奨

の
規

模
を

縮
小

し
て

い
る

こ
と

等
が

影
響

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。

Ｂ
令

和
5
年

度
に

お
い

て
も

受
診

対
象

者
の

特
性

に
応

じ
た

受
診

勧
奨

を
行

う
専

門
事

業
者

へ
の

業
務

委
託

を
予

定
し

て
お

り
、

引
き

続
き

効
果

的
な

受
診

勧
奨

に
努

め
る

。
医

療
保

険
課

特
定

保
健

指
導

対
象

者
で

教
室

、
相

談
事

業
に

参
加

さ
れ

な
い

方
に

は
、

複
数

回
、

曜
日

や
時

間
帯

を
変

え
て

個
別

に
家

庭
訪

問
を

行
い

、
保

健
指

導
を

実
施

し
た

。
保

健
指

導
実

施
率

7
9
.9

％
（
令

和
3
年

法
定

報
告

（
令

和
4
年

1
0
月

公
表

）
昨

年
度

と
同

じ
実

施
率

で
維

持
で

き
た

（
令

和
2
年

度
法

定
報

告
:7

9
.9

％
）
（
国

の
目

標
値

6
0
％

）
。

Ｓ
生

活
習

慣
病

の
予

防
及

び
重

症
化

予
防

を
目

指
し

、
今

後
も

引
き

続
き

教
室

・
個

別
相

談
・
家

庭
訪

問
に

よ
る

特
定

保
健

指
導

を
実

施
し

て
い

く
。

健
康

推
進

課

健
康

推
進

課
記

述
の

と
お

り
健

康
推

進
課

記
述

の
と

お
り

医
療

保
険

課

糖
尿

病
な

ど
生

活
習

慣
病

の
重

症
化

予
防

…
糖

尿
病

の
保

健
指

導
を

実
施

し
た

割
合

【
H

3
0
：
6
0
.1

％
　

　
→

　
R

5
: 
6
5
%
以

上
】

糖
尿

病
性

腎
症

重
症

化
予

防
事

業
人

工
透

析
者

の
減

少
を

図
る

た
め

、
糖

尿
病

が
重

症
化

す
る

リ
ス

ク
の

高
い

方
で

医
療

機
関

へ
の

未
受

診
者

や
、

治
療

中
断

者
に

対
し

て
家

庭
訪

問
に

よ
る

受
診

勧
奨

を
行

い
医

療
に

つ
な

げ
る

と
と

も
に

、
糖

尿
病

が
重

症
化

す
る

リ
ス

ク
の

高
い

方
に

対
し

訪
問

指
導

を
実

施
し

た
。

糖
尿

病
の

保
健

指
導

実
施

割
合

・
・
・
令

和
5
年

3
月

末
現

在
5
9
.2

％
（
令

和
3
年

度
6
8
.7

％
）

（
内

訳
）
未

治
療

者
へ

の
保

健
指

導
実

施
率

…
6
1
.5

％
（
令

和
3
年

度
6
4
.2

％
）

　
　

　
　

 治
療

中
断

者
へ

の
保

健
指

導
実

施
率

…
5
3
.0

％
（
令

和
3
年

度
6
2
.5

％
）

　
　

　
  

 重
症

化
ハ

イ
リ

ス
ク

者
へ

の
保

健
指

導
実

施
率

…
6
3
.1

％
（
令

和
3
年

度
7
9
.3

％
）

Ａ

令
和

4
年

度
保

健
指

導
実

施
率

や
、

医
療

機
関

へ
の

受
診

勧
奨

を
行

っ
た

方
の

受
診

者
数

、
保

健
指

導
を

受
け

ら
れ

た
方

の
健

診
結

果
に

お
け

る
数

値
の

変
化

を
評

価
し

、
よ

り
効

果
の

上
が

る
事

業
内

容
と

な
る

よ
う

訪
問

回
数

、
指

導
内

容
、

評
価

基
準

の
見

直
し

を
行

う
。

健
康

推
進

課

高
齢

者
の

保
健

事
業

と
介

護
予

防
の

一
体

的
実

施
事

業
（
令

和
5
年

3
月

末
現

在
）

健
康

寿
命

の
延

伸
と

、
高

齢
者

の
増

加
に

よ
る

医
療

・
介

護
費

用
増

加
抑

止
を

図
る

た
め

、
7
5
歳

以
上

の
後

期
高

齢
者

を
対

象
に

、
重

症
化

予
防

事
業

、
フ

レ
イ

ル
予

防
に

つ
い

て
の

普
及

啓
発

事
業

を
行

っ
た

。
重

症
化

予
防

事
業

：
高

血
圧

、
腎

機
能

低
下

、
心

電
図

有
所

見
者

へ
の

受
診

勧
奨

を
実

施
　

実
施

率
…

7
8
.5

％
フ

レ
イ

ル
予

防
：
ヘ

ル
ス

ア
ッ

プ
作

戦
、

出
前

講
座

、
健

診
結

果
相

談
会

に
お

け
る

講
義

・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

を
実

施
参

加
者

…
…

5
5
人

健
診

・
医

療
・
介

護
を

受
け

て
い

な
い

健
康

状
態

不
明

者
に

往
復

ハ
ガ

キ
を

送
付

し
、

健
康

状
態

の
把

握
を

行
っ

た
。

返
送

率
…

1
9
.2

％
（
ハ

ガ
キ

送
付

者
1
6
1
人

・
返

送
が

あ
っ

た
者

3
1
人

）
（
令

和
3
年

度
2
0
.5

％
）

令
和

4
年

度
長

寿
健

康
診

査
受

診
率

…
5
1
.7

％
（
令

和
3
年

度
5
0
.2

％
）
（
令

和
5
年

3
月

末
現

在
）

Ｂ

長
寿

健
康

診
査

に
つ

い
て

は
、

対
象

者
全

員
に

個
別

通
知

を
行

っ
て

い
る

。
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
に

よ
る

受
診

控
え

の
影

響
も

あ
り

、
長

寿
健

診
の

健
診

受
診

率
が

令
和

2
年

度
以

降
減

少
傾

向
に

あ
る

た
め

、
今

後
も

引
き

続
き

広
報

や
ポ

ス
タ

ー
掲

示
な

ど
周

知
の

工
夫

を
行

い
、

受
診

率
向

上
を

目
指

す
。

高
齢

者
の

保
健

事
業

と
介

護
予

防
の

一
体

的
実

施
事

業
に

つ
い

て
は

、
生

活
習

慣
病

重
症

化
予

防
の

た
め

医
療

機
関

へ
の

受
診

勧
奨

を
行

っ
た

方
の

医
療

受
診

状
況

、
健

診
結

果
の

数
値

の
変

化
等

に
よ

り
、

保
健

指
導

結
果

の
評

価
を

行
い

、
よ

り
効

果
の

上
が

る
事

業
内

容
と

な
る

よ
う

対
象

者
の

選
定

・
実

施
方

法
、

評
価

の
基

準
等

の
見

直
し

を
行

い
、

継
続

実
施

す
る

。
フ

レ
イ

ル
予

防
普

及
啓

発
に

つ
い

て
も

、
積

極
的

に
啓

発
を

継
続

実
施

す
る

。
健

康
状

態
が

不
明

な
方

に
対

し
て

は
、

引
き

続
き

健
康

状
態

の
把

握
を

行
う

と
と

も
に

、
往

復
ハ

ガ
キ

の
返

送
が

な
か

っ
た

方
に

対
し

て
家

庭
訪

問
を

行
い

、
長

寿
健

診
の

受
診

勧
奨

や
、

必
要

に
応

じ
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
を

実
施

す
る

。

健
康

推
進

課

高
齢

者
の

保
健

事
業

と
介

護
予

防
等

の
一

体
的

実
施

と
し

て
、

地
域

の
集

い
の

場
に

長
寿

健
診

の
受

診
勧

奨
・
健

診
受

診
後

の
健

康
相

談
・
後

期
高

齢
者

の
質

問
票

に
よ

る
保

健
指

導
、

介
護

予
防

体
操

を
行

っ
た

。
Ａ

継
続

実
施

。
　

新
規

通
い

場
や

地
域

団
体

に
対

し
、

健
診

結
果

を
活

用
し

、
介

護
予

防
事

業
を

実
施

し
て

い
く
。

高
齢

介
護

課

特
定

健
診

の
受

診
率

向
上 …

受
診

率
（
向

日
市

国
民

健
康

保
険

実
施

分
）

【
H

3
0
：
4
7
.9

%
　

　
　

　
　

→
　

R
5
：
5
5
%
】

○
市

民
が

主
体

的
に

健
（
検

）
診

を
受

け
、

生
活

習
慣

の
改

善
等

の
健

康
づ

く
り

に
取

り
組

め
る

よ
う

支
援

し
ま

す
。

○
生

活
習

慣
病

予
防

と
介

護
予

防
と

の
一

体
的

な
健

康
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

特
定

保
健

指
導

の
実

施

…
実

施
率

（
向

日
市

国
民

健
康

保
険

実
施

分
）

【
H

3
0
：
5
9
.1

%
　

　
→

　
R

5
：
6
5
%
以

上
】

長
寿

健
康

診
査

の
受

診
結

果
を

活
用

し
た

介
護

予
防

…
長

寿
健

康
診

査
受

診
率 【
H

3
0
：
5
2
.2

%
　

　
　

　
→

　
R

6
：
6
5
％

】

1
0



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

が
ん

検
診

の
受

診
勧

奨
、

が
ん

予
防

の
啓

発

…
大

腸
が

ん
検

診
受

診
率 【
H

3
0
：
1
2
.1

%
　

　
　

　
→

　
R

6
：
1
4
.0

%
】

…
乳

が
ん

検
診

受
診

率
【
H

3
0
：
1
0
.9

%
　

　
　

　
→

　
R

6
：
1
4
.0

%
】

令
和

4
年

度
大

腸
が

ん
検

診
受

診
率

…
令

和
5
年

3
月

末
現

在
1
0
.5

％
（
令

和
3
年

度
1
1
.0

%
）

受
診

者
数

　
集

団
検

診
：
1
7
7
人

（
令

和
3
年

度
2
2
9
人

）
　

個
別

検
診

：
3
,4

8
9
人

（
令

和
3
年

度
3
,6

1
3
人

）
大

腸
が

ん
検

診
の

受
診

勧
奨

を
目

的
と

し
て

、
健

康
づ

く
り

年
間

予
定

表
の

各
戸

配
布

に
加

え
、

国
保

加
入

者
で

前
年

度
大

腸
が

ん
未

受
診

者
の

う
ち

、
4
1
歳

3
4
人

、
5
0
歳

1
1
8
人

、
5
5
歳

1
0
1
人

、
6
0
歳

9
0
人

、
6
5
歳

1
5
8
人

に
対

し
受

診
勧

奨
ハ

ガ
キ

を
送

付
し

た
。

令
和

4
年

度
乳

が
ん

検
診

受
診

率
…

令
和

5
年

3
月

末
現

在
9
.0

％
（
令

和
3
年

度
8
.9

%
）

受
診

者
数

　
集

団
検

診
：
6
2
1
人

（
令

和
3
年

度
：
6
8
2
人

）
　

個
別

検
診

：
2
0
2
人

（
令

和
3
年

度
：
1
8
5
人

）
乳

が
ん

検
診

の
受

診
勧

奨
を

目
的

と
し

て
、

健
康

づ
く
り

年
間

予
定

表
の

各
戸

配
布

に
加

え
、

6
月

上
旬

に
4
9
歳

女
性

5
1
3
人

、
令

和
3
年

度
無

料
ク

ー
ポ

ン
対

象
者

で
未

受
診

者
2
5
4
人

、
令

和
4
年

度
無

料
ク

ー
ポ

ン
対

象
者

で
1
0
月

末
時

点
で

未
受

診
者

2
8
5
人

、
4
5
歳

女
性

で
1
0
月

末
時

点
で

未
受

診
者

4
2
5
人

に
受

診
勧

奨
ハ

ガ
キ

を
送

付
し

た
。

受
診

勧
奨

ハ
ガ

キ
の

文
面

に
つ

い
て

、
必

要
な

情
報

が
一

目
で

わ
か

る
よ

う
に

工
夫

し
、

見
直

し
を

行
っ

た
。

広
報

む
こ

う
に

年
間

で
大

腸
が

ん
検

診
2
回

、
乳

が
ん

検
診

4
回

の
掲

載
を

行
っ

た
他

、
公

共
施

設
で

の
ポ

ス
タ

ー
掲

示
、

庁
舎

内
の

電
子

掲
示

板
を

活
用

し
た

受
診

勧
奨

、
チ

ラ
シ

の
配

架
等

、
が

ん
予

防
の

啓
発

に
努

め
た

。

Ｂ

若
い

世
代

が
、

が
ん

検
診

の
申

込
を

し
や

す
い

よ
う

、
利

便
性

の
高

い
W

e
b申

請
の

周
知

を
図

る
。

ま
た

、
ポ

ス
タ

ー
掲

示
や

電
子

掲
示

板
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
、

様
々

な
媒

体
を

活
用

し
て

、
が

ん
検

診
の

啓
発

に
努

め
る

。
受

診
勧

奨
ハ

ガ
キ

に
つ

い
て

も
、

引
き

続
き

、
必

要
な

情
報

が
一

目
で

わ
か

る
よ

う
、

手
に

と
っ

て
読

ん
で

い
た

だ
け

る
よ

う
、

レ
イ

ア
ウ

ト
、

文
面

等
の

見
直

し
を

行
う

。

健
康

推
進

課

自
発

的
な

健
康

づ
く
り

の
推

進
…

健
康

ポ
イ

ン
ト

事
業

達
成

者
数

【
H

3
0
：
6
1
人

　
　

→
　

R
6
：
2
0
0
人

】

ポ
イ

ン
ト

事
業

参
加

者
を

増
や

す
た

め
、

達
成

者
に

贈
呈

す
る

賞
品

に
つ

い
て

、
新

た
な

事
業

所
に

参
加

い
た

だ
き

、
参

加
意

欲
の

向
上

を
図

っ
た

。
参

加
に

あ
た

り
必

要
な

ポ
イ

ン
ト

カ
ー

ド
を

窓
口

配
布

だ
け

で
な

く
、

市
Ｈ

Ｐ
や

Ｌ
ＩＮ

Ｅ
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

多
く
の

方
に

周
知

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

結
果

と
し

て
、

令
和

3
年

度
の

8
3
名

か
ら

令
和

4
年

度
は

1
5
3
名

の
方

に
ご

参
加

い
た

だ
く
こ

と
が

で
き

た
。

Ａ

一
人

で
も

多
く
の

方
が

健
康

づ
く
り

に
関

心
を

持
ち

、
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
た

だ
け

る
よ

う
、

引
き

続
き

市
内

商
工

業
者

と
連

携
し

、
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

と
な

る
商

品
の

拡
充

を
図

る
と

と
も

に
、

日
々

の
取

組
を

よ
り

楽
し

く
、

励
み

に
感

じ
て

い
た

だ
け

る
よ

う
、

ア
プ

リ
の

活
用

に
つ

い
て

も
検

討
を

始
め

る
。

医
療

保
険

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

1
1



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

３
　

高
齢

者
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

体
制

の
充

実

施
策

１
　

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

及
び

認
知

症
施

策
の

推
進

基
本

方
向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
協

議
体

の
設

置
に

よ
る

生
活

支
援

体
制

づ
く
り

…
住

民
主

体
で

介
護

予
防

に
資

す
る

取
組

を
実

施
す

る
集

い
の

場
の

数
【
H

3
0
：
2
か

所
　

　
　

→
　

R
6
：
1
8
か

所
】

高
齢

者
の

筋
力

・
体

力
の

低
下

を
防

ぐ
た

め
、

自
宅

で
実

践
で

き
る

向
日

市
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
介

護
予

防
体

操
「
が

ん
ば

り
体

操
」
の

普
及

活
動

を
実

施
し

た
（
ラ

ジ
オ

放
送

・
動

画
公

開
・
体

操
の

実
施

指
導

等
）
。

新
規

集
い

の
場

4
か

所
の

立
ち

上
げ

支
援

と
、

既
存

の
集

い
の

場
1
5
か

所
の

活
動

支
援

を
行

っ
た

。
　

集
い

の
場

1
9
か

所
（
う

ち
新

規
4
か

所
）
＜

令
和

5
年

3
月

3
1
日

現
在

＞

高
齢

者
の

居
場

所
づ

く
り

や
生

活
支

援
体

制
づ

く
り

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
協

議
体

の
会

議
を

2
月

に
開

催
し

た
。

Ｓ
「
が

ん
ば

り
体

操
」
の

普
及

活
動

、
集

い
の

場
の

活
動

支
援

、
新

規
集

い
の

場
の

創
設

支
援

を
引

き
続

き
行

う
。

高
齢

介
護

課

認
知

症
高

齢
者

を
支

え
る

体
制

づ
く
り

…
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
数 【
H

3
0
：
8
,0

0
0
人

　
 →

 　
R

6
：
9
,5

0
0
人

】

…
見

守
り

S
O

S
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
協

力
事

業
所

(登
録

事
業

所
数

）
【
H

3
0
：
1
0
8

　
　

　
　

→
　

　
R

6
：
1
3
0
】

認
知

症
地

域
支

援
員

に
よ

る
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
を

実
施

。
　

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

の
受

講
者

数
　

1
0
2
人

　
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
数

　
9
,5

2
0
人

＜
令

和
5
年

3
月

3
1
日

現
在

＞

認
知

症
高

齢
者

等
へ

の
見

守
り

意
識

の
向

上
や

S
O

S
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
の

周
知

を
図

る
た

め
、

ス
テ

ッ
カ

ー
を

活
用

し
な

が
ら

、
協

力
事

業
所

の
増

加
に

努
め

た
。

　
見

守
り

S
O

S
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
協

力
事

業
所

数
　

1
2
0
件

＜
令

和
5
年

3
月

3
1
日

現
在

＞

Q
R

コ
ー

ド
シ

ー
ル

や
認

知
症

ケ
ア

サ
イ

ト
の

周
知

、
「
き

ょ
う

と
認

知
症

あ
ん

し
ん

ナ
ビ

」
に

関
す

る
啓

発
物

配
布

の
協

力
な

ど
、

家
族

介
護

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
と

と
も

に
、

認
知

症
に

対
す

る
地

域
の

理
解

を
深

め
る

取
組

を
推

進
し

た
。

在
宅

の
認

知
症

介
護

を
行

う
家

族
介

護
者

を
支

え
る

た
め

、
大

学
と

連
携

し
て

介
護

知
識

等
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

、
介

護
力

の
向

上
や

介
護

ス
ト

レ
ス

の
軽

減
を

図
る

と
と

も
に

、
も

の
忘

れ
や

認
知

症
の

進
行

防
止

に
繋

げ
る

取
組

を
行

っ
た

。

Ａ
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
を

継
続

実
施

す
る

。
作

成
し

た
ス

テ
ッ

カ
ー

を
活

用
し

、
引

き
続

き
協

力
事

業
所

数
の

増
加

に
努

め
る

。
高

齢
介

護
課

認
知

症
初

期
集

中
支

援
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

早
期

発
見

・
早

期
対

応
へ

の
取

組
の

推
進

…
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
の

周
知

媒
体

数 【
H

3
0
：
2
　

→
　

R
6
：
5
】

認
知

症
に

対
す

る
初

期
段

階
で

の
早

期
発

見
、

支
援

、
家

族
の

負
担

軽
減

の
た

め
、

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

が
活

動
し

、
介

護
保

険
等

の
サ

ー
ビ

ス
利

用
に

繋
ぐ

こ
と

が
で

き
た

。
　

新
規

受
付

件
数

　
6
件

、
チ

ー
ム

員
会

議
　

1
2
件

＜
令

和
5
年

3
月

3
1
日

現
在

＞

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

に
つ

い
て

、
「
き

ょ
う

と
あ

ん
し

ん
ナ

ビ
」
や

「
認

知
症

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

」
へ

の
掲

載
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
配

布
、

市
広

報
、

市
H

P
に

掲
載

し
周

知
に

努
め

た
。

　
周

知
媒

体
数

　
5
つ

＜
令

和
5
年

3
月

3
1
日

現
在

＞

Ａ
引

き
続

き
、

認
知

症
高

齢
者

の
早

期
発

見
、

支
援

、
家

族
負

担
軽

減
に

努
め

る
。

高
齢

介
護

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
地

域
全

体
で

高
齢

者
を

支
え

る
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

機
能

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

認
知

症
に

対
す

る
市

民
の

理
解

を
深

め
、

認
知

症
の

早
期

発
見

・
早

期
対

応
へ

の
取

組
を

推
進

し
ま

す
。

1
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

４
　

障
が

い
者

福
祉

の
充

実

施
策

１
　

安
心

し
て

暮
ら

し
続

け
ら

れ
る

共
生

社
会

の
実

現
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

相
談

支
援

体
制

の
強

化

…
計

画
相

談
支

援
　

作
成

率
【
H

3
0
：
1
0
0
%

　
　

　
　

→
　

R
6
：
1
0
0
%
】

R
4
：
1
0
0
%

サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画
・
障

害
児

支
援

利
用

計
画

作
成

率
1
0
0
％

を
維

持
し

た
。

事
業

所
が

安
定

的
に

運
営

で
き

る
よ

う
、

相
談

員
の

報
酬

単
価

の
見

直
し

を
国

・
府

に
対

し
て

要
望

し
た

。
Ａ

今
後

も
サ

ー
ビ

ス
等

利
用

計
画

・
障

害
児

支
援

利
用

計
画

作
成

率
1
0
0
％

の
状

態
を

維
持

す
る

こ
と

に
努

め
る

。
（
サ

ー
ビ

ス
等

利
用

計
画

･･
･全

国
9
9
.7

％
、

京
都

府
9
9
.4

％
　

障
害

児
支

援
利

用
計

画
･･

･全
国

9
9
.7

％
、

京
都

府
9
8
.9

％
　

令
和

2
年

3
月

厚
生

労
働

省
調

べ
）

障
が

い
者

支
援

課

地
域

で
の

生
活

を
支

援
す

る
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

…
就

労
移

行
支

援
事

業
の

利
用

者
数

【
R

1
：
1
1
人

　
　

　
→

　
　

R
6
：
1
5
人

】

R
4
：
2
3
人

就
労

移
行

支
援

事
業

に
つ

い
て

は
、

令
和

4
年

度
の

利
用

者
数

は
2
3
人

(R
3
は

3
0
人

）
と

な
っ

た
。

自
立

生
活

援
助

、
就

労
定

着
支

援
、

高
齢

障
が

い
者

に
係

る
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
の

償
還

制
度

等
の

サ
ー

ビ
ス

は
継

続
し

て
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
乙

訓
圏

域
障

が
い

者
自

立
支

援
協

議
会

の
就

労
支

援
部

会
の

取
り

組
み

と
し

て
、

庁
内

実
習

を
実

施
し

、
2
名

（
う

ち
向

日
市

在
住

者
は

1
名

）
の

受
け

入
れ

を
行

っ
た

。
向

日
が

丘
支

援
学

校
の

進
路

相
談

に
つ

い
て

は
令

和
4
年

度
は

1
6
名

（
R

3
は

6
名

）
を

対
象

と
し

、
卒

業
後

の
就

労
移

行
支

援
事

業
を

含
む

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
紹

介
や

手
続

き
の

案
内

な
ど

を
行

っ
た

。

Ａ
継

続
的

な
達

成
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

で
の

生
活

を
支

援
す

る
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

に
む

け
て

、
今

後
も

利
用

者
に

対
し

適
切

な
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
行

う
。

障
が

い
者

支
援

課

手
話

言
語

条
例

の
啓

発
・
推

進

…
事

業
所

向
け

の
啓

発
事

業
【
H

3
0
：
未

実
施

　
　

　
　

→
　

R
6
：
実

施
】

R
4
：
実

施
市

内
の

事
業

者
に

対
し

て
商

工
会

を
通

じ
て

、
1
0
月

に
障

害
者

差
別

解
消

法
の

啓
発

チ
ラ

シ
を

7
0
0
部

配
布

し
、

3
月

に
手

話
の

普
及

・
啓

発
を

図
る

た
め

、
手

話
マ

ン
ガ

や
市

の
手

話
動

画
を

紹
介

す
る

チ
ラ

シ
を

7
0
0
部

配
布

し
た

。
手

話
教

室
に

つ
い

て
は

令
和

3
年

度
末

に
作

成
し

た
動

画
を

用
い

て
学

習
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
（
1
2
回

開
催

／
受

講
者

の
べ

1
9
8
人

）
啓

発
用

の
手

話
動

画
に

つ
い

て
は

、
「
手

話
で

ふ
れ

あ
う

向
日

市
」
全

6
本

、
「
指

文
字

表
を

作
ろ

う
」
1
本

、
「
チ

ャ
レ

ン
ジ

つ
な

が
る

手
話

」
1
1
本

、
「
聞

こ
え

な
い

人
の

く
ら

し
に

つ
い

て
学

ん
で

み
よ

う
」
全

1
0
本

の
計

2
8
本

を
配

信
中

。
(ろ

う
あ

者
の

コ
ロ

ナ
対

策
用

手
話

動
画

は
4
本

配
信

中
）

Ａ

手
話

教
室

実
施

の
ほ

か
、

夏
休

み
子

ど
も

体
験

学
習

の
実

施
を

予
定

し
て

い
る

。
啓

発
活

動
に

つ
い

て
は

、
手

話
政

策
推

進
懇

談
会

を
も

っ
て

令
和

5
年

度
に

実
施

す
る

事
業

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

障
が

い
者

支
援

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
障

が
い

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
、

誰
も

が
住

み
慣

れ
た

地
域

で
安

心
し

て
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
施

策
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

1
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

５
　

地
域

福
祉

の
充

実

施
策

１
　

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

の
推

進
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

地
域

共
生

社
会

実
現

サ
ポ

ー
ト

事
業

の
推

進

…
実

施
事

業
所

数
【
R

6
：
1
4
事

業
所

（
R

2
～

R
6
累

計
）
】

京
都

府
と

連
携

し
、

地
域

福
祉

共
生

社
会

実
現

サ
ポ

ー
ト

事
業

を
実

施
す

る
と

で
、

社
会

福
祉

法
人

の
運

営
体

制
強

化
を

図
っ

た
。

地
域

共
生

社
会

実
現

サ
ポ

ー
ト

事
業

　
R

4
実

施
事

業
所

数
／

4
事

業
所

（
R

2
～

R
4
累

計
：
1
2
事

業
所

）
Ａ

引
き

続
き

事
業

を
実

施
し

、
社

会
福

祉
法

人
が

実
施

す
る

サ
ー

ビ
ス

等
の

向
上

を
図

る
。

地
域

福
祉

課

地
域

の
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

事
業

の
推

進

…
協

定
事

業
者

数
【
H

3
0
：
1
0
事

業
者

　
→

　
R

6
：
1
5
事

業
者

】

高
齢

者
が

住
み

慣
れ

た
地

域
で

安
心

・
安

全
に

暮
ら

し
続

け
ら

れ
る

よ
う

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
、

地
域

で
の

見
守

り
体

制
を

推
進

し
た

。
　

協
定

事
業

者
数

　
1
5
事

業
者

＜
令

和
5
年

3
月

3
1
日

現
在

＞
Ｓ

協
定

事
業

者
が

増
え

る
よ

う
、

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
の

事
業

内
容

を
周

知
す

る
こ

と
で

未
登

録
事

業
所

に
協

力
を

依
頼

す
る

。
高

齢
介

護
課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
市

民
一

人
一

人
が

ご
近

所
や

地
域

で
助

け
合

い
、

支
え

合
え

る
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

1
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

６
　

地
球

温
暖

化
防

止
対

策
・
資

源
循

環
の

推
進

施
策

１
　

持
続

可
能

な
循

環
型

社
会

の
実

現
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

市
役

所
資

源
ご

み
終

日
回

収
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

拡
充

環
境

政
策

課

家
庭

ご
み

の
発

生
抑

制
及

び
事

業
系

ご
み

の
排

出
抑

制

…
ご

み
排

出
量

【
H

3
0
：
5
3
1
ｇ
/
日

・
人

→
　

R
6
：
4
9
0
ｇ
/
日

・
人

】

家
庭

ご
み

の
発

生
量

抑
制

に
関

し
て

は
、

「
ご

み
の

出
し

方
・
分

け
方

カ
レ

ン
ダ

ー
」
の

各
戸

配
布

や
広

報
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

り
ご

み
減

量
の

方
法

や
工

夫
を

紹
介

す
る

な
ど

周
知

・
啓

発
に

努
め

た
。

ま
た

、
古

紙
類

の
再

生
利

用
を

推
進

す
る

た
め

、
集

団
回

収
助

成
金

の
創

設
や

古
紙

類
回

収
拠

点
を

開
設

し
た

。
ま

た
、

市
内

で
古

紙
類

の
集

団
回

収
に

対
応

で
き

る
事

業
者

の
情

報
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

公
表

し
た

。
事

業
系

ご
み

に
つ

い
て

は
、

本
市

の
一

般
廃

棄
物

収
集

運
搬

許
可

業
者

を
通

じ
て

、
店

舗
と

住
居

が
同

一
の

小
規

模
事

業
所

等
に

対
し

て
、

家
庭

ご
み

に
混

入
せ

ず
に

排
出

す
る

よ
う

周
知

・
啓

発
に

努
め

た
。

ま
た

、
大

規
模

事
業

所
2
7
か

所
に

対
し

て
は

、
事

業
系

一
般

廃
棄

物
減

量
等

計
画

書
の

提
出

を
求

め
、

排
出

抑
制

を
促

し
た

。

　
【
人

口
：
5
7
,1

0
5
人

（
R

3
）
　

→
　

5
6
,8

8
9
人

（
R

4
）
】

　
【
家

庭
系

ご
み

量
：
1
0
,6

0
1
ｔ（

R
3
）
　

 →
　

9
,7

3
0
ｔ（

R
4
）
】

　
【
家

庭
系

ご
み

/
日

・
人

：
5
0
9
g（

R
3
）
→

　
4
6
9
ｇ
（
R

4
）
】

　
【
事

業
系

ご
み

量
：
3
,4

0
8
ｔ（

R
3
）
　

　
→

　
3
,4

0
7
t（

R
4
）
】

Ａ

一
般

廃
棄

物
処

理
基

本
計

画
に

基
づ

き
、

ご
み

の
発

生
抑

制
、

ご
み

減
量

等
に

つ
い

て
取

り
組

ん
で

い
く
。

特
に

、
「
古

紙
回

収
」
に

つ
い

て
は

、
集

団
回

収
助

成
金

や
古

紙
類

回
収

拠
点

の
さ

ら
な

る
周

知
を

図
り

、
市

民
の

古
紙

回
収

を
後

押
し

す
る

。
事

業
系

ご
み

に
つ

い
て

は
、

本
市

一
般

廃
棄

物
収

集
運

搬
許

可
業

者
を

通
じ

て
、

店
舗

と
住

居
が

同
一

の
小

規
模

事
業

所
等

に
対

し
、

適
正

な
ご

み
排

出
の

周
知

に
努

め
る

と
と

も
に

、
乙

訓
環

境
衛

生
組

合
で

展
開

検
査

を
実

施
し

、
事

業
系

ご
み

の
内

容
に

つ
い

て
把

握
す

る
。

大
規

模
事

業
所

に
対

し
て

も
、

引
き

続
き

事
業

系
一

般
廃

棄
物

減
量

等
計

画
書

の
提

出
を

求
め

、
更

な
る

排
出

抑
制

の
取

り
組

み
を

促
す

。

衛
生

環
境

課

ご
み

分
別

の
周

知
徹

底
及

び
ご

み
袋

透
明

化
な

ど
の

実
施

資
源

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

利
用

者
の

ル
ー

ル
違

反
の

見
回

り
を

強
化

し
、

分
別

収
集

の
徹

底
を

図
っ

た
。

分
別

さ
れ

て
い

な
い

ご
み

は
持

ち
帰

ら
ず

、
注

意
を

促
す

シ
ー

ル
を

貼
る

な
ど

、
注

意
喚

起
を

行
っ

た
。

令
和

4
年

2
月

か
ら

指
定

ご
み

袋
制

度
を

開
始

し
て

お
り

、
指

定
ご

み
袋

以
外

の
袋

で
排

出
さ

れ
た

場
合

に
は

、
回

収
せ

ず
、

回
収

不
可

の
シ

ー
ル

を
貼

る
こ

と
で

、
指

定
ご

み
袋

に
よ

る
適

正
な

排
出

を
促

し
た

と
こ

ろ
、

1
0
0
％

に
近

い
水

準
で

指
定

ご
み

袋
に

よ
る

排
出

を
達

成
で

き
て

い
る

。
令

和
4
年

度
中

に
「
ご

み
減

量
の

し
お

り
」
冊

子
を

改
訂

し
、

全
戸

配
布

す
る

予
定

で
あ

り
、

ご
み

分
別

の
さ

ら
な

る
周

知
徹

底
を

図
る

。
ま

た
令

和
５

年
１

月
か

ら
、

「
ご

み
分

別
ア

プ
リ

」
を

導
入

し
、

ご
み

分
別

辞
典

や
ご

み
関

連
M

A
P

を
搭

載
す

る
こ

と
で

、
ご

み
分

別
の

意
識

啓
発

を
図

っ
た

。

Ａ

引
き

続
き

、
資

源
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
利

用
ル

ー
ル

違
反

の
見

ま
わ

り
を

行
う

な
ど

分
別

収
集

の
徹

底
を

図
る

。
指

定
ご

み
袋

販
売

店
の

情
報

更
新

を
行

い
、

引
き

続
き

周
知

に
努

め
る

。
利

便
性

向
上

と
資

源
化

促
進

の
た

め
、

資
源

ご
み

の
収

集
方

法
や

回
数

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

。
ご

み
分

別
ア

プ
リ

の
広

報
に

努
め

、
ご

み
分

別
の

意
識

向
上

を
図

る
。

衛
生

環
境

課

太
陽

光
な

ど
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

用
推

進

太
陽

光
発

電
と

蓄
電

池
を

同
時

に
設

置
す

る
家

庭
に

対
し

て
、

京
都

府
と

連
携

し
て

補
助

金
の

交
付

を
行

う
「
向

日
市

自
立

型
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

導
入

事
業

」
を

実
施

し
、

昨
年

度
と

同
様

広
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

普
及

啓
発

に
努

め
た

。
し

か
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

海
外

で
半

導
体

不
足

の
事

態
が

起
き

た
こ

と
か

ら
、

太
陽

光
パ

ネ
ル

が
設

置
で

き
な

い
状

況
が

続
い

た
た

め
、

令
和

2
年

度
以

降
は

申
請

件
数

が
減

少
し

て
い

る
。

　
【
実

績
数

】
　

R
2
年

度
：
1
5
件

　
R

3
年

度
：
1
0
件

  
R

4
年

度
：
1
3
件

Ａ
京

都
府

と
連

携
し

て
事

業
の

促
進

に
努

め
る

。
「
向

日
市

自
立

型
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

導
入

事
業

」
を

広
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

広
く
周

知
す

る
。

ゼ
ロ

カ
ー

ボ
ン

推
進

課

新
庁

舎
・
市

民
会

館
準

備
課 環

境
政

策
課

公
共

建
物

整
備

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

市
役

所
新

庁
舎

の
ゼ

ロ
エ

ネ
ル

ギ
ー

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

に
よ

る
整

備

…
市

役
所

新
庁

舎
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化

○
ご

み
の

減
量

化
や

資
源

再
利

用
の

取
組

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

地
球

温
暖

化
を

は
じ

め
と

す
る

環
境

問
題

に
取

り
組

み
ま

す
。

令
和

2年
度

完
了

令
和

2年
度

完
了

令
和

3年
度

完
了

令
和

3年
度

完
了

1
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

７
　

生
活

の
安

心
・
安

全
の

確
保

施
策

１
　

災
害

対
策

の
充

実
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

防
災

マ
ッ

プ
の

周
知

…
防

災
出

前
講

座
・
出

前
授

業
の

実
施

回
数

・
参

加
人

数
【
H

3
0
：
1
7
回

・
6
3
1
人

→
　

R
6
：
2
0
回

・
7
0
0
人

】

コ
ロ

ナ
禍

で
昨

年
に

引
き

続
き

、
申

込
み

が
少

な
い

中
、

市
民

の
防

災
知

識
の

向
上

を
目

的
と

し
て

、
防

災
マ

ッ
プ

を
活

用
し

た
学

校
へ

の
出

前
授

業
や

地
域

で
の

出
前

講
座

を
行

っ
た

。
【
出

前
講

座
と

防
災

訓
練

の
実

施
回

数
・
参

加
人

数
：
（
R

3
）
1
回

　
7
2
人

，
（
R

4
）
6
回

　
9
1
2
人

】
Ａ

出
前

講
座

や
出

前
授

業
に

お
い

て
、

令
和

4
年

度
に

改
訂

し
た

防
災

マ
ッ

プ
の

内
容

を
啓

発
す

る
と

と
も

に
、

向
日

市
に

お
け

る
過

去
の

災
害

を
参

考
に

講
座

内
容

の
充

実
に

努
め

る
。

防
災

安
全

課

自
主

防
災

組
織

の
育

成
支

援
及

び
消

防
団

と
の

連
携

強
化

自
主

防
災

組
織

を
対

象
に

、
消

火
器

や
防

火
バ

ケ
ツ

、
車

椅
子

（
け

ん
引

仕
様

）
な

ど
に

購
入

費
用

に
つ

い
て

補
助

金
を

交
付

し
、

地
域

で
の

防
災

資
機

材
の

充
実

を
図

る
こ

と
で

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

高
め

、
共

助
の

確
立

を
促

し
た

。
【
補

助
金

交
付

数
：
（
R

3
）
1
6
団

体
，

（
R

4
）
1
7
団

体
】

Ａ
地

域
の

出
前

講
座

や
防

災
訓

練
で

、
資

機
材

の
整

備
に

つ
い

て
啓

発
す

る
と

と
も

に
、

広
報

誌
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

で
も

制
度

の
周

知
を

行
う

。
防

災
安

全
課

桂
川

・
小

畑
川

氾
濫

時
な

ど
に

お
け

る
情

報
伝

達
体

制
の

強
化

全
国

瞬
時

警
報

シ
ス

テ
ム

（
J
-
A

L
E
R

T
）
、

エ
リ

ア
メ

ー
ル

、
防

災
・
防

犯
メ

ー
ル

、
防

災
用

デ
ジ

タ
ル

無
線

を
継

続
し

て
配

備
す

る
と

と
も

に
、

F
M

お
と

く
に

と
の

協
定

を
継

続
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
複

数
の

伝
達

手
段

を
確

保
し

た
。

Ａ
防

災
用

デ
ジ

タ
ル

無
線

を
分

散
配

備
し

、
よ

り
効

果
的

に
活

用
で

き
る

よ
う

検
討

を
行

う
。

防
災

安
全

課

個
別

避
難

計
画

の
策

定
に

向
け

た
体

制
を

整
理

し
、

福
祉

部
局

と
防

災
部

局
で

情
報

共
有

や
意

見
交

換
を

行
う

と
と

も
に

、
京

都
府

が
実

施
す

る
研

修
に

3
回

参
加

し
、

他
自

治
体

の
事

例
を

研
究

し
た

。
ま

た
、

既
存

の
要

配
慮

者
名

簿
を

基
に

、
浸

水
想

定
区

域
対

象
者

の
整

理
を

行
っ

た
。

Ｂ
関

連
所

属
と

連
携

を
強

化
し

、
引

き
続

き
、

実
効

性
の

高
い

シ
ス

テ
ム

構
築

に
取

り
組

む
。

地
域

福
祉

課
障

が
い

者
支

援
課

高
齢

介
護

課
防

災
安

全
課

令
和

4
年

度
末

現
在

、
福

祉
避

難
所

の
開

設
に

つ
い

て
、

社
会

福
祉

法
人

向
陵

会
（
乙

訓
ひ

ま
わ

り
園

／
平

成
2
6
年

4
月

）
、

乙
訓

福
祉

施
設

事
務

組
合

（
乙

訓
若

竹
苑

・
ポ

ニ
ー

の
学

校
／

平
成

2
7
年

7
月

）
と

協
定

を
締

結
し

て
い

る
。

向
日

が
丘

支
援

学
校

に
対

し
て

は
協

定
の

締
結

に
向

け
て

働
き

か
け

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
Ａ

災
害

の
危

険
度

の
高

い
地

域
に

お
け

る
避

難
の

実
効

性
を

高
め

る
た

め
、

場
所

や
避

難
方

法
等

の
検

討
を

行
う

。
障

が
い

者
支

援
課

市
内

の
介

護
老

人
福

祉
施

設
2
か

所
（
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

向
陽

苑
、

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
サ

ン
フ

ラ
ワ

ー
ガ

ー
デ

ン
）

及
び

介
護

老
人

保
健

施
設

1
か

所
（
回

生
会

介
護

老
人

保
健

施
設

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

回
生

）
と

福
祉

避
難

所
の

協
定

を
締

結
し

て
お

り
、

加
え

て
一

般
財

団
法

人
日

本
福

祉
用

具
供

給
協

会
と

「
災

害
時

に
お

け
る

福
祉

用
具

等
物

資
の

供
給

等
の

協
力

に
関

す
る

協
定

」
も

締
結

し
て

い
る

。

Ａ
引

き
続

き
、

福
祉

避
難

所
の

協
定

事
業

所
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
、

避
難

支
援

体
制

の
整

備
に

努
め

る
。

高
齢

介
護

課

地
域

に
お

け
る

避
難

所
運

営
訓

練
の

実
施

…
訓

練
回

数
　

【
毎

年
1
回

実
施

】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
踏

ま
え

た
避

難
所

開
設

訓
練

を
、

地
域

住
民

主
体

に
よ

り
2
箇

所
で

行
っ

た
。

ま
た

、
地

域
住

民
主

体
で

避
難

所
を

開
設

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
、

避
難

所
開

設
の

方
法

を
示

し
た

動
画

を
作

成
し

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

ど
で

常
時

閲
覧

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
Ａ

来
年

度
は

市
内

6
か

所
で

一
斉

に
住

民
主

導
型

の
避

難
所

運
営

訓
練

を
実

施
し

、
地

域
住

民
で

避
難

所
運

営
が

で
き

る
よ

う
訓

練
を

行
う

。
防

災
安

全
課

要
支

援
者

に
対

す
る

自
主

防
災

組
織

や
消

防
団

、
民

生
委

員
な

ど
に

よ
る

避
難

支
援

体
制

の
整

備

○
自

助
･共

助
･公

助
の

連
携

に
よ

り
あ

ら
ゆ

る
災

害
に

対
す

る
備

え
が

強
化

さ
れ

、
誰

も
が

安
心

し
て

暮
ら

す
こ

と
の

で
き

る
ま

ち
を

目
指

し
ま

す
。

○
地

震
や

大
雨

、
台

風
な

ど
の

災
害

に
対

す
る

自
助

意
識

の
醸

成
と

高
揚

を
図

り
共

助
を

高
め

ま
す

。

○
情

報
伝

達
体

制
の

強
化

や
避

難
支

援
体

制
の

整
備

、
避

難
所

運
営

体
制

の
充

実
等

、
災

害
時

の
市

民
の

安
心

・
安

全
を

守
る

取
組

を
推

進
し

ま
す

。

○
局

地
化

、
激

甚
化

す
る

降
雨

に
も

対
応

す
る

た
め

、
雨

水
幹

線
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

既
存

小
規

模
排

水
路

の
改

善
等

に
よ

り
、

更
な

る
浸

水
安

全
度

の
向

上
に

努
め

ま
す

。

1
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

災
害

備
蓄

物
資

の
分

散
配

備
…

配
備

箇
所

数
【
H

3
0
：
1
7
か

所
　

　
→

　
　

R
6
：
2
7
か

所
】

北
部

・
中

部
（
市

役
所

）
及

び
南

部
の

防
災

拠
点

や
市

内
の

避
難

所
で

あ
る

市
民

体
育

館
及

び
各

小
中

学
校

、
コ

ミ
セ

ン
、

公
民

館
等

の
2
8
か

所
の

ほ
か

、
今

年
度

オ
ー

プ
ン

し
た

市
民

会
館

、
物

集
女

城
公

園
に

も
分

散
配

備
を

行
っ

た
。

【
配

備
箇

所
数

：
（
R

3
)　

2
8
か

所
，

（
R

4
)　

3
0
か

所
】

済
市

の
備

蓄
物

資
に

つ
い

て
、

計
画

的
に

更
新

し
、

適
正

管
理

す
る

と
と

も
に

、
新

た
に

災
害

時
に

効
果

的
な

分
散

配
備

箇
所

の
検

討
を

進
め

る
。

防
災

安
全

課

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

対
策

の
推

進
土

砂
災

害
特

別
警

戒
区

域
が

あ
る

物
集

女
町

長
野

（
う

２
０

０
１

）
に

つ
い

て
、

京
都

府
が

対
策

工
事

に
向

け
た

現
地

調
査

を
行

っ
た

。
Ａ

対
策

工
事

に
向

け
た

、
境

界
確

定
な

ど
の

手
続

き
を

、
京

都
府

や
関

係
部

局
と

連
携

し
な

が
ら

進
め

て
い

く
。

防
災

安
全

課

浸
水

対
策

下
水

道
雨

水
排

水
路

等
の

整
備

の
促

進 …
東

野
辺

地
区

雨
水

バ
イ

パ
ス

整
備

完
了

【
R

4
：
完

了
】

…
前

小
川

の
整

備
完

了
【
R

5
：
完

了
】

東
野

辺
地

区
雨

水
バ

イ
パ

ス
整

備
に

つ
い

て
、

令
和

4
年

度
の

工
事

着
工

に
向

け
準

備
を

進
め

た
。

前
小

川
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

呑
龍

ト
ン

ネ
ル

南
幹

線
の

京
都

府
接

続
施

設
の

設
置

場
所

の
選

定
を

進
め

た
。

Ｂ
令

和
5
年

度
も

引
き

続
き

東
野

辺
地

区
、

前
小

川
の

浸
水

対
策

事
業

を
進

め
て

い
く
。

上
下

水
道

施
設

課

雨
水

タ
ン

ク
の

助
成

制
度

の
推

進
…

設
置

数
【
H

3
0
：
1
3
基

　
　

　
→

　
R

6
：
5
0
基

　
　

　
　

(R
2
～

6
累

計
）
】

令
和

6
年

度
ま

で
の

目
標

設
置

数
5
0
基

の
内

、
令

和
4
年

度
は

、
7
基

設
置

（
R

5
.3

月
末

時
点

）
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
R

2
～

R
4
設

置
数

：
3
6
基

（
R

5
.3

月
末

現
在

）
Ａ

令
和

5
年

度
に

つ
い

て
も

、
引

き
続

き
、

広
報

む
こ

う
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
町

内
回

覧
の

ほ
か

、
自

治
連

合
会

等
に

も
Ｐ

Ｒ
し

、
雨

水
タ

ン
ク

の
設

置
促

進
を

図
っ

て
い

き
た

い
。

上
下

水
道

施
設

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

令
和

4年
度

完
了

1
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

７
　

生
活

の
安

心
・
安

全
の

確
保

施
策

２
　

防
犯

力
の

強
化

基
本

方
向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

地
域

の
防

犯
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
と

の
連

携
充

実

こ
れ

ま
で

犯
罪

の
な

い
ま

ち
の

実
現

に
向

け
、

向
日

町
警

察
署

防
犯

推
進

委
員

協
議

会
向

日
支

部
及

び
向

日
市

生
活

安
全

推
進

協
議

会
に

お
い

て
、

啓
発

活
動

や
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

等
を

実
施

す
る

こ
と

で
連

携
強

化
に

努
め

て
き

た
。

本
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
観

点
か

ら
規

模
を

縮
小

し
、

街
頭

啓
発

2
回

実
施

し
、

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
を

実
施

し
た

。

Ａ
今

後
も

活
動

を
継

続
し

て
実

施
し

て
い

き
た

い
。

防
災

安
全

課

小
型

電
波

発
信

機
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

位
置

情
報

機
能

な
ど

、
Io

T
技

術
を

活
用

し
た

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

学
校

教
育

課

通
学

路
や

地
下

道
、

幹
線

道
路

、
公

園
、

分
別

収
集

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

へ
の

防
犯

カ
メ

ラ
整

備
促

進

…
防

犯
カ

メ
ラ

稼
働

台
数

【
H

3
0
：
3
2
台

　
　

→
　

　
R

6
：
3
0
0
台

】

…
自

治
会

等
へ

の
防

犯
カ

メ
ラ

整
備

補
助

に
よ

る
稼

働
台

数
【
H

3
0
：
3
台

　
 　

→
　

 R
6
：
1
3
台

】

防
災

安
全

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
防

犯
カ

メ
ラ

や
Io

T
技

術
を

活
用

し
て

犯
罪

の
未

然
防

止
を

図
る

な
ど

、
地

域
の

防
犯

力
を

高
め

ま
す

。

〇
地

域
力

を
活

か
し

た
市

民
ぐ

る
み

の
防

犯
運

動
を

推
進

し
ま

す
。

令
和

2年
度

完
了

令
和

2年
度

完
了

令
和

2年
度

完
了

令
和

2年
度

完
了

1
8



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

８
　

消
防

力
の

強
化

施
策

１
　

防
火

体
制

と
救

急
救

助
体

制
の

充
実

基
本

方
向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

自
主

防
災

組
織

や
自

治
会

・
町

内
会

で
の

消
火

器
設

置
補

助

自
治

会
・
町

内
会

を
対

象
に

、
消

火
器

と
格

納
箱

の
購

入
費

用
に

つ
い

て
補

助
金

を
交

付
し

、
地

域
で

の
防

火
資

器
材

の
充

実
を

図
っ

た
。

　
【
補

助
金

交
付

数
：
1
4
団

体
（
R

3
）
→

1
5
団

体
（
R

4
）
】

Ａ
地

域
の

出
前

講
座

や
防

災
訓

練
で

消
火

器
の

必
要

性
を

促
し

、
消

火
器

の
設

置
を

推
進

す
る

た
め

、
補

助
制

度
の

周
知

を
行

う
。

防
災

安
全

課

消
防

団
に

よ
る

地
域

行
事

に
お

け
る

警
戒

活
動

の
実

施

各
分

団
に

よ
り

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
な

が
ら

、
地

元
自

治
会

の
要

請
に

よ
る

運
動

会
や

常
夜

灯
ま

つ
り

等
、

地
元

自
治

会
と

連
携

を
は

か
り

な
が

ら
警

戒
活

動
を

実
施

し
た

。
Ａ

十
分

な
感

染
対

策
を

講
じ

な
が

ら
、

各
地

域
の

行
事

や
年

末
特

別
警

戒
等

で
の

警
戒

活
動

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

防
災

安
全

課

救
急

講
習

受
講

の
啓

発
令

和
４

年
度

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
な

が
ら

、
消

防
団

員
に

向
け

た
運

転
教

養
を

実
施

し
、

3
0
名

程
度

の
参

加
が

あ
っ

た
。

今
年

度
は

運
転

教
養

を
実

施
し

た
た

め
、

救
急

講
習

は
実

施
せ

ず
、

来
年

度
計

画
通

り
に

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

Ａ
令

和
5
年

度
に

消
防

団
に

対
す

る
救

急
講

習
を

実
施

予
定

。
防

災
安

全
課

火
災

警
報

器
等

防
火

機
器

普
及

促
進

の
啓

発
各

分
団

車
庫

に
住

宅
用

火
災

警
報

器
普

及
啓

発
ポ

ス
タ

ー
の

掲
示

を
行

い
、

乙
訓

消
防

組
合

と
連

携
し

て
「
広

報
む

こ
う

」
に

住
宅

用
火

災
警

報
器

の
普

及
啓

発
に

つ
い

て
掲

載
し

た
。

Ａ
地

域
の

出
前

講
座

や
防

災
訓

練
等

で
、

住
宅

用
火

災
警

報
器

の
必

要
性

を
促

し
、

普
及

啓
発

に
努

め
る

。
防

災
安

全
課

向
日

消
防

署
新

庁
舎

整
備

向
日

消
防

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
自

主
防

災
組

織
や

消
防

団
活

動
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
市

民
一

人
一

人
の

救
急

救
命

に
関

す
る

知
識

を
深

め
、

技
術

の
向

上
に

努
め

る
こ

と
な

ど
に

よ
っ

て
、

火
災

や
事

故
な

ど
の

災
害

へ
の

対
応

能
力

向
上

を
図

り
ま

す
。

令
和

3年
度

完
了

令
和

3年
度

完
了

1
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

９
　

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
強

化

施
策

１
　

上
下

水
道

事
業

の
安

定
経

営
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

水
道

料
金

の
見

直
し

営
業

課

水
道

管
路

の
耐

震
化

…
重

要
な

管
路

（
基

幹
管

路
）
の

耐
震

適
合

率
【
H

3
0
：
2
5
%

　
 　

→
　

 　
R

6
：
4
0
%
】

重
要

な
管

路
（
基

幹
管

路
）
の

耐
震

化
を

2
0
4
ｍ

実
施

し
た

。
基

幹
管

路
の

耐
震

化
は

計
画

と
お

り
進

ん
で

い
る

が
、

当
該

年
度

に
実

施
し

た
事

業
は

次
年

度
以

降
の

完
了

予
定

と
な

る
た

め
、

現
在

の
耐

震
適

合
率

は
前

年
度

と
同

じ
2
8
.3

％
と

な
っ

た
。

Ａ
災

害
時

や
緊

急
時

で
も

安
全

で
良

質
な

水
を

安
定

供
給

す
る

た
め

、
水

道
管

路
の

耐
震

化
を

推
進

す
る

。
上

下
水

道
施

設
課

下
水

道
施

設
の

長
寿

命
化

の
推

進

…
マ

ン
ホ

ー
ル

等
管

路
施

設
の

内
部

の
点

検
及

び
調

査
【
年

間
3
0
0
箇

所
】

マ
ン

ホ
ー

ル
調

査
を

2
5
9
箇

所
（
う

ち
職

員
に

よ
る

調
査

：
1
0
0
箇

所
）
実

施
し

た
。

Ａ

令
和

5
年

度
に

つ
い

て
も

、
引

き
続

き
下

水
道

施
設

調
査

を
実

施
す

る
。

調
査

補
助

を
職

員
が

行
う

こ
と

で
、

災
害

等
緊

急
時

に
お

い
て

簡
易

調
査

に
対

応
で

き
る

技
術

力
の

向
上

を
図

る
。

上
下

水
道

施
設

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
水

道
施

設
の

計
画

的
な

整
備

や
財

源
の

確
保

、
更

な
る

経
営

改
善

に
努

め
、

運
営

基
盤

を
強

化
し

ま
す

。

○
水

道
施

設
を

強
化

し
、

災
害

時
や

緊
急

時
で

も
安

全
で

良
質

な
水

を
安

定
供

給
し

ま
す

。

○
下

水
道

施
設

の
長

寿
命

化
を

図
る

た
め

、
予

防
保

全
型

の
維

持
管

理
を

行
い

ま
す

。 令
和

2年
度

完
了

令
和

2年
度

完
了

2
0



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

1
0
　

学
校

教
育

の
充

実

施
策

１
　

豊
か

な
学

び
の

創
造

と
確

か
な

学
力

の
育

成
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

視
点

に
立

っ
た

授
業

改
善

…
授

業
で

は
、

自
分

の
考

え
を

発
表

す
る

機
会

が
与

え
ら

れ
て

い
た

子
ど

も
の

割
合

【
H

3
0
：
小

学
4
年

生
（
8
2
.9

％
）
、

中
学

2
年

生
（
9
0
.6

％
）

　
　

　
　

→
　

R
6
：
増

加
】

学
習

指
導

要
領

に
示

さ
れ

る
児

童
生

徒
に

必
要

な
資

質
・
能

力
を

身
に

付
け

さ
せ

る
た

め
、

各
単

元
や

授
業

の
目

標
を

明
確

に
し

た
上

で
、

主
体

的
・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

視
点

に
立

っ
た

授
業

改
善

に
取

り
組

ん
だ

。
各

学
校

に
お

い
て

は
、

話
し

合
い

活
動

（
自

ら
の

考
え

を
交

流
し

、
確

か
め

、
発

表
す

る
等

）
を

積
極

的
に

取
り

入
れ

る
と

と
も

に
、

知
識

を
相

互
に

関
連

付
け

て
よ

り
深

く
理

解
し

た
り

、
情

報
を

精
査

し
て

考
え

を
形

成
し

た
り

、
問

題
を

見
出

し
て

解
決

策
を

考
え

た
り

、
思

い
や

考
え

を
基

に
創

造
し

た
り

す
る

学
習

の
過

程
を

重
視

し
た

授
業

改
善

に
努

め
た

。
一

方
、

本
年

度
も

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
、

各
学

校
で

は
、

現
在

も
、

音
楽

や
体

育
、

家
庭

科
な

ど
の

実
技

教
科

に
お

い
て

、
児

童
生

徒
の

活
動

時
間

や
活

動
内

容
を

制
限

す
る

な
ど

、
感

染
状

況
に

応
じ

た
対

策
を

講
じ

な
が

ら
教

育
活

動
を

継
続

さ
せ

て
い

る
。

【
授

業
で

は
、

自
分

の
考

え
を

発
表

す
る

機
会

が
与

え
ら

れ
て

い
た

子
ど

も
の

割
合

（
小

4
、

中
2
）
】

　
R

4
：
小

学
4
年

生
（
8
3
.4

％
）
、

中
学

2
年

生
（
8
8
.4

％
）

Ａ

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

実
現

に
向

け
、

児
童

生
徒

が
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
発

達
の

段
階

に
応

じ
た

適
切

な
学

習
課

題
を

設
定

す
る

な
ど

の
授

業
改

善
を

通
し

て
、

学
習

の
見

通
し

を
立

て
た

り
、

学
習

し
た

こ
と

を
振

り
返

っ
た

り
す

る
学

習
活

動
を

重
視

す
る

。

学
校

教
育

課

ＩＣ
Ｔ

を
効

果
的

に
活

用
し

た
授

業
の

実
施

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
会

議
に

お
い

て
児

童
生

徒
に

配
付

し
た

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
の

効
果

的
な

活
用

に
つ

い
て

実
践

交
流

し
、

互
い

に
学

ん
だ

活
用

方
法

を
各

校
の

授
業

改
善

に
取

り
入

れ
た

。
各

学
校

で
は

教
員

が
教

材
を

大
型

モ
ニ

タ
ー

に
提

示
す

る
際

の
活

用
は

も
と

よ
り

、
授

業
支

援
ソ

フ
ト

を
活

用
し

、
児

童
生

徒
の

学
習

状
況

を
把

握
し

な
が

ら
授

業
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

児
童

生
徒

は
、

生
物

を
観

察
す

る
際

の
記

録
手

段
と

し
て

の
活

用
、

調
査

活
動

を
行

う
手

段
と

し
て

の
活

用
、

調
査

結
果

を
ま

と
め

、
発

表
す

る
手

段
と

し
て

の
活

用
等

、
児

童
生

徒
の

発
達

段
階

に
応

じ
て

活
用

し
た

。
ま

た
、

本
年

度
導

入
し

た
デ

ジ
タ

ル
ド

リ
ル

を
活

用
し

、
各

単
元

で
身

に
付

け
た

知
識

・
技

能
の

習
得

状
況

を
振

り
返

る
こ

と
が

で
き

た
。

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
す

べ
て

の
学

校
が

文
部

科
学

省
の

「
学

び
の

保
障

・
充

実
の

た
め

の
学

習
者

用
デ

ジ
タ

ル
教

科
書

実
証

事
業

」
の

指
定

を
受

け
、

端
末

を
活

用
し

て
デ

ジ
タ

ル
化

さ
れ

た
教

科
書

を
使

用
し

、
ま

た
、

一
部

の
小

中
学

校
で

は
、

京
都

府
の

「
Ｃ

Ｂ
Ｔ

調
査

シ
ス

テ
ム

構
築

・
活

用
実

証
研

究
」
の

協
力

校
と

し
て

、
端

末
を

活
用

し
て

Ｃ
Ｂ

Ｔ
学

力
・
学

習
状

況
調

査
を

受
検

す
る

な
ど

、
配

付
さ

れ
た

端
末

を
幅

広
く
活

用
し

た
。

加
え

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

自
宅

待
機

し
て

い
る

児
童

生
徒

に
対

し
て

、
端

末
の

画
面

上
で

教
員

と
児

童
生

徒
が

対
面

し
て

会
話

や
健

康
観

察
を

行
っ

た
り

、
学

校
で

実
施

さ
れ

て
る

授
業

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
配

信
し

た
り

す
る

な
ど

、
効

果
的

に
活

用
し

た
。

Ａ
授

業
支

援
ソ

フ
ト

や
デ

ジ
タ

ル
ド

リ
ル

な
ど

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
の

効
果

的
な

活
用

や
家

庭
に

い
る

児
童

生
徒

の
学

習
支

援
等

に
向

け
た

活
用

に
つ

い
て

研
究

を
推

進
す

る
。

学
校

教
育

課

小
中

の
接

続
を

重
視

し
た

外
国

語
教

育
の

実
施

…
英

語
が

好
き

な
子

ど
も

の
割

合
【
H

3
0
：
中

学
2
年

生
（
6
3
.3

％
）

　
→

　
R

6
：
中

学
2
年

生
（
8
0
％

）
】

小
学

校
で

は
、

３
，

４
年

の
外

国
語

活
動

で
は

外
国

語
に

よ
る

聞
く
こ

と
、

話
す

こ
と

の
言

語
活

動
、

５
，

６
年

の
外

国
語

で
は

、
外

国
語

に
よ

る
聞

く
こ

と
、

読
む

こ
と

、
話

す
こ

と
、

書
く
こ

と
の

言
語

活
動

を
通

し
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
素

地
と

な
る

資
質

・
能

力
の

育
成

を
図

っ
た

。
ま

た
、

小
学

校
の

外
国

語
教

育
の

充
実

に
向

け
、

担
任

は
も

と
よ

り
、

専
科

教
員

や
小

中
連

携
加

配
教

員
（
中

学
校

英
語

科
教

員
）
に

よ
る

授
業

を
行

っ
た

。
小

中
学

校
に

お
い

て
、

A
L
T
を

活
用

し
た

授
業

や
交

流
す

る
取

組
を

通
じ

て
、

日
本

と
諸

外
国

の
文

化
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

た
。

ま
た

、
中

学
生

英
語

ス
ピ

ー
チ

大
会

を
開

催
し

、
自

ら
の

考
え

や
思

い
を

英
語

で
ス

ピ
ー

チ
を

行
い

、
こ

れ
ま

で
身

に
付

け
て

き
た

表
現

力
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
英

語
で

の
表

現
を

楽
し

み
な

が
ら

発
表

し
た

。

【
英

語
が

好
き

な
子

ど
も

の
割

合
】

　
R

4
：
中

学
2
年

生
（
5
8
.3

％
）

Ａ

小
学

校
の

外
国

語
教

育
の

充
実

に
向

け
、

専
科

教
員

や
小

中
連

携
加

配
教

員
に

よ
る

授
業

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

全
小

中
学

校
に

A
L
T
を

配
置

す
る

。
中

学
3
年

生
を

対
象

と
し

た
向

日
市

中
学

生
英

語
検

定
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

に
よ

り
、

一
層

英
語

へ
の

関
心

と
学

習
意

欲
を

高
め

る
機

会
と

す
る

。

学
校

教
育

課

○
児

童
生

徒
が

学
ぶ

こ
と

の
意

義
や

楽
し

さ
を

感
じ

ら
れ

る
多

様
な

学
び

の
実

現
に

努
め

る
と

と
も

に
、

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

視
点

に
立

っ
た

授
業

改
善

を
行

い
、

確
か

な
学

力
を

は
ぐ

く
む

教
育

を
推

進
し

ま
す

。

2
1



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

伝
統

や
文

化
、

芸
術

に
関

す
る

教
育

の
推

進

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

全
校

一
斉

に
よ

る
芸

術
鑑

賞
等

の
活

動
は

で
き

な
か

っ
た

が
、

 日
本

の
伝

統
文

化
に

関
わ

る
音

楽
授

業
に

お
い

て
琴

の
演

奏
な

ど
の

体
験

活
動

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
で

は
、

能
な

ど
の

伝
統

文
化

に
触

れ
る

機
会

を
設

定
し

た
。

ま
た

、
各

学
校

の
「
ふ

る
さ

と
学

習
」
で

は
、

校
区

の
歴

史
及

び
向

日
市

の
歴

史
や

伝
統

文
化

に
つ

い
て

調
査

・
研

究
す

る
活

動
を

実
施

し
た

。

Ａ
可

能
な

限
り

感
染

症
に

係
る

対
策

を
講

じ
た

上
で

、
さ

ま
ざ

ま
な

伝
統

文
化

に
触

れ
る

体
験

活
動

を
計

画
・
実

施
す

る
。

学
校

教
育

課

ふ
る

さ
と

向
日

市
へ

の
愛

着
と

誇
り

を
は

ぐ
く
む

「
ふ

る
さ

と
学

習
」
の

充
実 …

今
住

ん
で

い
る

地
域

の
自

然
や

歴
史

に
つ

い
て

関
心

が
あ

る
子

ど
も

の
割

合
【
H

3
0
：
小

学
4
年

生
（
7
2
.4

％
）

　
→

　
R

6
：
小

学
4
年

生
　

　
　

　
　

　
　

　
（
8
0
％

）
】

コ
ロ

ナ
禍

で
あ

っ
た

が
、

各
学

校
で

は
「
ふ

る
さ

と
学

習
」
と

し
て

、
史

跡
、

施
設

（
図

書
館

や
文

化
資

料
館

等
）
の

見
学

、
市

職
員

等
を

外
部

講
師

と
し

た
学

習
を

進
め

た
。

ま
た

、
一

部
の

小
学

校
に

お
い

て
は

、
京

都
府

教
育

委
員

会
か

ら
「
絆

の
作

り
手

育
成

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

校
」
の

指
定

を
受

け
、

6
年

生
児

童
が

向
日

市
の

史
跡

等
に

つ
い

て
調

査
・
研

究
し

、
学

習
成

果
を

市
長

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
各

学
校

で
取

り
組

ん
だ

「
ふ

る
さ

と
学

習
」
の

学
習

成
果

物
を

文
化

資
料

館
に

展
示

す
る

こ
と

に
よ

り
、

児
童

生
徒

が
向

日
市

に
つ

い
て

学
ん

で
い

る
状

況
を

市
民

に
伝

え
た

。
ま

た
、

各
中

学
校

に
お

い
て

は
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
に

お
い

て
「
向

日
市

ふ
る

さ
と

検
定

」
を

受
検

し
、

ふ
る

さ
と

向
日

市
へ

の
関

心
を

一
層

高
め

る
機

会
と

し
た

。
な

お
、

中
学

2
年

生
を

対
象

と
し

た
「
職

場
体

験
活

動
」
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

中
止

と
し

た
。

【
今

住
ん

で
い

る
地

域
の

自
然

や
歴

史
に

つ
い

て
関

心
が

あ
る

子
ど

も
の

割
合

】
　

R
4
：
小

学
4
年

生
（
5
5
.7

％
）

Ａ

児
童

生
徒

が
向

日
市

の
自

然
や

歴
史

に
つ

い
て

の
関

心
を

高
め

ら
れ

る
よ

う
、

感
染

症
対

策
を

講
じ

、
可

能
な

限
り

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

等
の

体
験

活
動

を
通

し
た

学
習

を
計

画
・
実

施
す

る
。

ま
た

、
引

き
続

き
、

向
日

市
に

赴
任

し
た

教
職

員
を

対
象

と
し

た
教

職
員

研
修

に
つ

い
て

、
外

部
講

師
を

招
い

て
向

日
市

に
つ

い
て

学
ぶ

機
会

を
設

け
る

。

学
校

教
育

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

2
2



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

1
0
　

学
校

教
育

の
充

実

施
策

２
　

豊
か

な
人

間
性

の
育

成
と

多
様

性
の

尊
重

基
本

方
向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

あ
ら

ゆ
る

人
権

問
題

の
解

決
に

向
け

て
、

自
ら

考
え

行
動

で
き

る
児

童
生

徒
の

育
成

…
人

が
困

っ
て

い
る

と
き

は
進

ん
で

助
け

よ
う

と
す

る
子

ど
も

の
割

合
【
H

3
0
：
小

学
4
年

生
（
9
0
.1

％
）
、

中
学

2
年

生
（
7
9
.4

％
）

　
　

　
　

→
　

R
6
：
増

加
】

各
学

校
で

は
、

児
童

生
徒

や
地

域
の

実
態

等
を

踏
ま

え
、

人
権

に
配

慮
し

た
教

育
活

動
に

努
め

る
な

ど
、

教
育

活
動

全
体

に
人

権
教

育
を

適
切

に
位

置
付

け
、

一
人

一
人

を
大

切
に

し
た

教
育

を
推

進
し

た
。

児
童

生
徒

を
対

象
と

し
た

人
権

学
習

に
お

い
て

は
、

人
権

意
識

の
高

揚
及

び
人

権
問

題
の

解
決

に
向

け
た

資
質

・
能

力
の

育
成

に
向

け
、

普
遍

的
な

視
点

か
ら

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
者

へ
の

配
慮

等
を

含
め

、
個

別
的

な
視

点
か

ら
の

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
る

学
習

を
充

実
さ

せ
た

。
と

り
わ

け
、

同
和

問
題

学
習

で
は

、
学

習
し

た
こ

と
が

知
的

理
解

に
と

ど
ま

る
こ

と
な

く
、

自
分

自
身

の
課

題
と

し
て

と
ら

え
、

そ
の

解
決

に
向

け
て

実
践

で
き

る
意

識
・
意

欲
・
態

度
を

育
成

す
る

学
習

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
昨

年
度

実
施

し
た

教
職

員
対

象
の

「
向

日
市

立
小

中
学

校
教

職
員

の
人

権
教

育
に

関
す

る
意

識
調

査
」
で

は
、

と
り

わ
け

若
手

教
員

に
お

い
て

同
和

問
題

（
部

落
差

別
）
に

係
る

知
識

量
が

不
足

し
て

い
る

と
い

う
課

題
が

明
ら

か
に

な
っ

た
。

こ
の

結
果

を
踏

ま
え

、
向

日
市

教
職

員
研

修
会

に
お

い
て

同
和

問
題

学
習

の
授

業
づ

く
り

を
テ

ー
マ

と
し

た
研

修
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
各

学
校

に
お

い
て

同
和

問
題

（
部

落
差

別
）
に

係
る

知
識

の
習

得
に

重
点

を
置

い
た

校
内

研
修

会
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
課

題
の

解
消

に
努

め
た

。

【
人

が
困

っ
て

い
る

と
き

は
進

ん
で

助
け

よ
う

と
す

る
子

ど
も

の
割

合
】

　
R

4
：
小

学
4
年

生
（
9
0
.0

％
）
、

中
学

２
年

生
（
8
2
.0

％
）

Ａ

「
向

日
市

立
小

中
学

校
教

職
員

の
人

権
教

育
に

関
す

る
意

識
調

査
結

果
」
を

踏
ま

え
、

と
り

わ
け

、
若

手
教

員
を

対
象

と
し

た
同

和
問

題
を

テ
ー

マ
と

し
た

研
修

を
一

層
充

実
さ

せ
、

教
職

員
の

人
権

意
識

の
高

揚
及

び
人

権
教

育
の

充
実

を
図

る
。

学
校

教
育

課

道
徳

教
育

の
推

進
、

体
験

活
動

や
読

書
活

動
の

充
実

…
人

の
気

持
ち

が
分

か
る

人
間

に
な

り
た

い
と

思
う

子
ど

も
の

割
合

【
H

3
0
：
小

学
4
年

生
（
9
4
.9

％
）
、

中
学

2
年

生
（
9
6
.0

％
）

　
　

　
　

→
　

R
6
：
増

加
】

各
学

校
で

は
「
特

別
の

教
科

　
道

徳
」
の

授
業

を
核

と
し

、
よ

り
よ

く
生

き
る

た
め

の
基

盤
と

な
る

道
徳

性
を

養
う

た
め

、
指

導
方

法
及

び
学

習
評

価
の

工
夫

改
善

を
行

い
、

ま
た

、
児

童
生

徒
に

豊
か

な
人

間
性

や
社

会
性

を
身

に
付

け
さ

せ
る

た
め

、
読

書
活

動
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
公

共
の

精
神

や
伝

統
・
文

化
に

関
す

る
体

験
活

動
を

通
し

て
、

社
会

の
一

員
と

し
て

主
体

的
に

生
き

る
た

め
の

基
本

と
な

る
豊

か
な

人
間

性
を

育
む

道
徳

教
育

を
推

進
し

た
。

コ
ロ

ナ
禍

で
は

あ
っ

た
が

、
地

域
探

検
や

動
植

物
の

観
察

な
ど

の
体

験
活

動
に

加
え

、
地

域
の

人
材

等
を

活
用

し
、

農
作

物
の

栽
培

や
収

穫
や

昔
遊

び
体

験
な

ど
の

体
験

活
動

を
可

能
な

限
り

実
施

し
た

。
ま

た
、

適
切

な
感

染
症

対
策

を
講

じ
つ

つ
修

学
旅

行
等

の
宿

泊
行

事
を

実
施

し
、

豊
か

な
自

然
や

文
化

に
触

れ
る

体
験

を
通

し
て

人
間

的
な

触
れ

合
い

を
深

め
た

。

【
人

の
気

持
ち

が
分

か
る

人
間

に
な

り
た

い
と

思
う

子
ど

も
の

割
合

】
　

R
4
：
小

学
4
年

生
（
9
2
.1

％
）
、

中
学

2
年

生
（
9
6
.8

％
）

Ａ
本

市
や

他
地

域
の

感
染

状
況

を
踏

ま
え

、
宿

泊
行

事
や

様
々

な
体

験
活

動
の

実
施

時
期

を
検

討
し

、
感

染
症

対
策

を
講

じ
た

上
で

可
能

な
限

り
実

施
す

る
。

学
校

教
育

課

読
書

活
動

を
通

じ
た

創
造

力
・
表

現
力

等
の

育
成 …

読
書

が
好

き
な

子
ど

も
の

割
合

【
H

3
0
：
小

学
4
年

生
（
6
9
.8

％
）
、

中
学

2
年

生
（
6
6
.3

％
）

　
　

　
　

→
　

R
6
：
8
0
％

】

各
学

校
で

は
、

朝
読

書
な

ど
全

校
で

一
斉

に
読

書
を

す
る

機
会

を
設

定
す

る
と

と
も

に
、

学
校

図
書

館
支

援
員

を
活

用
し

て
図

書
室

の
環

境
整

備
や

読
み

聞
か

せ
、

授
業

に
関

わ
る

関
連

本
を

紹
介

す
る

な
ど

、
児

童
生

徒
の

創
造

力
や

表
現

力
を

高
め

る
取

組
を

進
め

た
。

【
読

書
が

好
き

な
子

ど
も

の
割

合
】

　
R

4
：
小

学
4
年

生
（
7
4
.0

％
）
、

中
学

2
年

生
（
6
5
.9

％
）

Ａ
読

書
活

動
を

通
し

た
創

造
力

・
表

現
力

等
の

育
成

に
向

け
、

児
童

生
徒

及
び

教
職

員
に

よ
る

積
極

的
な

図
書

室
の

利
活

用
を

図
る

。
学

校
教

育
課

障
が

い
の

あ
る

子
ど

も
の

自
立

や
社

会
参

加
を

目
指

し
た

特
別

支
援

教
育

の
充

実

特
別

支
援

学
級

在
籍

の
児

童
生

徒
の

支
援

は
も

と
よ

り
、

普
通

学
級

に
在

籍
し

支
援

が
必

要
な

児
童

生
徒

に
対

し
て

、
各

学
校

の
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

核
と

し
て

個
別

の
指

導
計

画
を

立
て

、
支

援
員

を
活

用
し

た
支

援
や

通
級

指
導

な
ど

を
実

施
し

、
す

べ
て

の
児

童
生

徒
を

大
切

に
し

た
特

別
支

援
教

育
の

充
実

に
努

め
た

。
ま

た
、

切
れ

目
な

い
支

援
の

充
実

の
た

め
、

就
学

前
と

小
学

校
、

小
学

校
と

中
学

校
、

中
学

校
と

高
等

学
校

の
校

種
間

等
で

、
移

行
支

援
シ

ー
ト

（
発

達
の

状
況

等
の

記
録

）
の

活
用

を
推

進
し

た
。

Ａ
障

が
い

の
あ

る
児

童
生

徒
の

自
立

や
社

会
参

加
に

向
け

、
保

幼
小

、
小

中
、

中
高

間
に

お
け

る
丁

寧
な

連
携

を
図

る
と

と
も

に
、

在
籍

児
童

生
徒

の
状

況
に

応
じ

た
き

め
細

か
な

支
援

に
努

め
る

。
学

校
教

育
課

○
す

べ
て

の
児

童
生

徒
が

安
心

し
て

通
う

こ
と

が
で

き
、

楽
し

く
過

ご
す

こ
と

が
で

き
る

学
校

づ
く
り

に
取

り
組

み
ま

す
。

○
多

様
な

考
え

や
価

値
観

に
触

れ
る

こ
と

を
通

じ
て

、
人

を
思

い
や

り
尊

重
す

る
心

を
育

て
る

と
と

も
に

、
自

ら
の

考
え

や
思

い
を

伝
え

な
が

ら
感

性
や

情
緒

、
創

造
力

や
表

現
力

を
は

ぐ
く

み
ま

す
。

○
一

人
一

人
の

尊
厳

と
人

権
が

尊
重

さ
れ

、
個

性
の

違
い

や
多

様
性

を
認

め
合

い
、

主
体

的
に

行
動

し
、

自
ら

の
能

力
を

最
大

限
に

発
揮

す
る

こ
と

が
で

き
る

教
育

を
推

進
し

ま
す

。

2
3



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

授
業

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
化

な
ど

一
人

一
人

を
大

切
に

し
た

指
導

の
充

実

各
学

校
で

は
、

す
べ

て
の

児
童

生
徒

に
と

っ
て

わ
か

り
や

す
い

授
業

、
過

ご
し

や
す

い
学

級
と

な
る

よ
う

、
教

室
環

境
が

整
理

整
頓

さ
れ

て
い

る
こ

と
は

も
と

よ
り

、
児

童
生

徒
が

生
活

の
見

通
し

を
持

ち
や

す
い

視
覚

支
援

等
の

工
夫

に
努

め
た

。
ま

た
、

各
教

科
等

の
授

業
の

場
面

に
お

い
て

は
、

教
員

の
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

を
効

果
的

に
活

用
し

課
題

を
提

示
し

た
り

、
児

童
生

徒
の

学
習

状
況

を
タ

イ
ム

リ
ー

に
把

握
し

た
り

す
る

な
ど

、
明

確
な

指
示

の
出

し
方

や
個

別
支

援
を

確
立

す
る

と
と

と
も

に
、

一
人

一
人

の
学

習
の

状
況

に
応

じ
た

学
習

支
援

に
努

め
た

。

Ａ
引

き
続

き
、

教
室

環
境

等
の

工
夫

・
改

善
に

努
め

る
と

と
も

に
、

す
べ

て
の

児
童

生
徒

に
と

っ
て

わ
か

り
や

す
い

授
業

の
実

現
に

向
け

、
各

校
の

実
態

に
応

じ
た

実
践

的
研

究
を

推
進

す
る

。
学

校
教

育
課

い
じ

め
や

暴
力

行
為

の
防

止
対

策
の

充
実

各
学

校
は

、
向

日
市

い
じ

め
防

止
基

本
方

針
及

び
各

学
校

の
い

じ
め

防
止

基
本

方
針

を
踏

ま
え

、
い

じ
め

の
未

然
防

止
や

い
じ

め
へ

の
対

応
、

重
大

事
態

へ
の

対
応

等
に

つ
い

て
共

通
理

解
を

図
る

と
と

も
に

、
特

定
の

教
職

員
が

、
い

じ
め

に
係

る
情

報
を

抱
え

込
む

こ
と

が
無

い
よ

う
、

組
織

的
な

対
応

に
努

め
た

。
各

校
内

に
校

長
、

教
頭

、
教

務
主

任
、

生
徒

指
導

主
任

、
学

年
主

任
、

養
護

教
諭

等
か

ら
な

る
い

じ
め

防
止

委
員

会
は

定
期

的
に

開
催

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
情

報
共

有
に

偏
っ

て
い

る
状

況
が

見
ら

れ
る

た
め

、
児

童
生

徒
及

び
保

護
者

対
応

の
方

針
等

が
丁

寧
に

検
討

さ
れ

る
よ

う
改

善
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
年

２
回

の
い

じ
め

ア
ン

ケ
ー

ト
及

び
個

別
面

談
を

実
施

し
、

児
童

生
徒

一
人

一
人

の
状

況
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
い

じ
め

と
認

知
し

た
事

象
に

つ
い

て
３

か
月

後
に

追
跡

調
査

を
行

う
な

ど
、

き
め

細
か

な
指

導
・
支

援
に

努
め

た
。

年
度

当
初

に
は

、
問

題
事

象
へ

の
対

応
方

針
に

つ
い

て
も

全
教

職
員

で
共

通
理

解
を

図
る

と
と

も
に

、
と

り
わ

け
暴

力
行

為
に

対
し

て
は

、
決

し
て

許
さ

れ
な

い
行

為
で

あ
り

、
指

導
に

当
た

っ
て

は
家

庭
と

連
携

し
、

毅
然

と
し

た
対

応
を

行
っ

た
。

　
R

４
　

重
大

な
い

じ
め

発
生

件
数

　
0
件

　
※

3
月

末
現

在

Ａ
各

学
校

の
い

じ
め

防
止

基
本

方
針

に
基

づ
き

、
い

じ
め

や
問

題
事

象
に

対
す

る
対

応
方

針
に

つ
い

て
全

教
職

員
が

共
通

理
解

を
図

り
、

組
織

的
な

対
応

を
徹

底
す

る
。

学
校

教
育

課

不
登

校
の

子
ど

も
へ

の
き

め
細

や
か

な
支

援
の

充
実

…
不

登
校

の
児

童
生

徒
の

割
合

 【
H

3
0
：
小

学
校

（
1
.3

8
％

）
、

中
学

校
（
4
.3

3
％

）
　

　
　

→
　

　
R

6
：
減

少
】

各
学

校
で

は
、

不
登

校
の

未
然

防
止

、
早

期
対

応
を

図
る

た
め

、
保

護
者

と
連

携
し

、
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

状
況

を
把

握
し

、
指

導
・
支

援
に

努
め

た
。

ま
た

、
不

登
校

の
状

況
に

応
じ

て
、

適
応

指
導

教
室

や
フ

リ
ー

ス
ク

ー
ル

等
の

関
係

機
関

と
連

携
し

、
児

童
生

徒
の

学
び

の
機

会
の

保
障

に
努

め
た

。
加

え
て

、
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

状
況

に
応

じ
た

支
援

を
充

実
さ

せ
る

た
め

、
配

置
の

S
C

や
S
S
W

を
活

用
し

、
学

校
の

教
員

と
と

も
に

組
織

的
に

支
援

を
継

続
し

た
。

教
育

委
員

会
で

は
、

適
応

指
導

教
室

の
開

室
や

心
の

相
談

サ
ポ

ー
タ

ー
の

配
置

な
ど

、
不

登
校

児
童

生
徒

の
学

校
復

帰
に

向
け

た
取

組
や

予
防

に
努

め
た

。
ま

た
、

本
年

度
か

ら
S
S
W

を
教

育
委

員
会

に
配

置
し

、
不

登
校

等
の

状
況

に
応

じ
た

適
切

な
支

援
に

結
び

つ
け

る
と

と
も

に
、

来
所

や
学

校
へ

の
巡

回
な

ど
保

護
者

や
教

職
員

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
、

臨
床

心
理

士
や

作
業

療
法

士
等

の
専

門
家

に
よ

る
教

育
相

談
を

行
っ

た
。

　
不

登
校

児
童

生
徒

の
割

合
　

  
R

4
　

小
学

校
（
1
.7

8
％

）
、

中
学

校
（
5
.8

2
％

）
　

※
3
月

末
現

在
　

 【
R

3
　

小
学

校
（
1
.5

7
％

）
、

中
学

校
（
4
.9

1
％

）
】

　
 【

R
2
　

小
学

校
（
1
.5

2
％

）
、

中
学

校
（
4
.0

6
％

）
】

Ｂ

す
べ

て
の

児
童

生
徒

の
学

び
を

保
障

す
る

た
め

、
不

登
校

児
童

生
徒

に
対

す
る

支
援

を
継

続
さ

せ
る

と
と

も
に

、
安

心
・
安

全
で

居
場

所
の

あ
る

学
級

づ
く
り

及
び

わ
か

る
授

業
づ

く
り

を
通

し
て

、
新

た
な

不
登

校
児

童
生

徒
の

出
現

の
未

然
防

止
に

努
め

る
。

学
校

教
育

課

保
幼

小
、

小
中

等
の

校
種

間
連

携
・
接

続
の

充
実

保
幼

小
の

円
滑

な
接

続
を

図
る

た
め

、
小

学
校

教
員

と
保

育
所

や
幼

稚
園

の
保

育
士

や
教

員
と

の
連

絡
会

を
実

施
し

、
幼

児
と

児
童

に
係

る
情

報
交

流
を

行
っ

た
。

本
年

度
も

、
各

小
学

校
で

こ
れ

ま
で

実
施

し
て

き
た

近
隣

の
保

育
所

・
幼

稚
園

と
子

ど
も

同
士

の
遊

び
や

、
学

校
行

事
、

学
習

で
の

交
流

な
ど

の
取

組
に

つ
い

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

見
合

わ
せ

た
。

コ
ロ

ナ
禍

で
あ

っ
た

が
、

中
学

校
ブ

ロ
ッ

ク
ご

と
に

児
童

生
徒

の
学

習
状

況
に

つ
い

て
の

情
報

交
換

や
、

授
業

な
ど

の
指

導
方

法
の

改
善

に
つ

い
て

の
研

修
会

を
実

施
し

た
。

Ａ

小
学

校
と

保
育

所
・
幼

稚
園

と
の

交
流

に
つ

い
て

は
、

感
染

状
況

を
踏

ま
え

て
実

施
時

期
を

検
討

す
る

こ
と

と
し

、
ま

た
、

小
学

校
と

中
学

校
の

連
携

に
つ

い
て

は
、

各
中

学
校

ブ
ロ

ッ
ク

ご
と

に
、

生
徒

指
導

面
や

学
習

面
等

の
状

況
に

応
じ

た
対

策
を

講
じ

て
実

施
す

る
。

学
校

教
育

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

2
4



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

1
0
　

学
校

教
育

の
充

実

施
策

３
　

健
や

か
な

身
体

の
育

成
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

体
力

・
運

動
能

力
の

向
上 …

新
体

力
テ

ス
ト

に
お

け
る

全
種

別
に

お
い

て
、

全
国

の
平

均
を

上
回

る
（
全

８
種

別
中

、
全

国
平

均
以

上
の

種
別

数
）

【
H

3
0
  

→
　

 R
6
】

小
6
：
 男

子
7
種

  
女

子
4

種
　

　
→

　
　

全
種

別
中

3
：
 男

子
7
種

  
女

子
5

種
　

　
→

　
　

全
種

別

各
学

校
で

は
、

こ
れ

ま
で

の
新

体
力

テ
ス

ト
等

の
結

果
を

踏
ま

え
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
た

上
で

、
体

育
の

授
業

を
核

と
し

て
児

童
生

徒
の

体
力

・
運

動
能

力
の

向
上

に
向

け
た

取
組

を
進

め
た

。
小

学
校

で
は

休
み

時
間

等
の

外
遊

び
の

奨
励

、
中

学
校

で
は

部
活

動
を

継
続

し
て

実
施

す
る

と
と

も
に

、
す

べ
て

の
学

校
に

お
い

て
、

可
能

な
限

り
の

感
染

症
対

策
を

講
じ

て
体

育
大

会
を

実
施

し
、

運
動

に
親

し
み

、
体

力
の

向
上

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
だ

。
ま

た
、

各
学

校
で

は
、

体
育

の
授

業
に

お
い

て
健

康
や

体
力

づ
く
り

に
つ

い
て

の
基

礎
的

な
知

識
を

学
ぶ

学
習

を
行

っ
た

。
と

り
わ

け
「
薬

物
乱

用
防

止
教

室
」
等

、
健

康
で

生
き

が
い

の
あ

る
生

活
を

営
む

た
め

、
身

近
に

迫
っ

て
い

る
状

況
を

踏
ま

え
た

学
習

を
行

う
と

と
も

に
、

保
健

だ
よ

り
等

で
家

庭
へ

啓
発

し
、

生
活

習
慣

の
見

直
し

の
取

組
を

連
携

す
る

な
ど

、
児

童
生

徒
の

健
や

か
な

身
体

の
育

成
を

図
る

取
組

を
進

め
た

。

【
新

体
力

テ
ス

ト
に

お
け

る
全

種
目

別
に

お
い

て
、

全
国

の
平

均
を

上
回

る
】

　
R

3
　

小
6
：
男

子
6
種

目
、

女
子

4
種

目
　

  
  

　
中

3
：
男

子
1
種

目
、

女
子

6
種

目

Ａ

新
体

力
テ

ス
ト

等
の

結
果

を
踏

ま
え

、
一

層
の

体
力

・
運

動
能

力
の

向
上

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
体

育
大

会
の

実
施

に
当

た
り

、
本

市
の

感
染

状
況

を
踏

ま
え

、
実

施
時

期
や

感
染

症
対

策
等

を
検

討
す

る
。

学
校

教
育

課

食
に

関
す

る
授

業
の

充
実

等
に

よ
る

食
育

の
推

進

小
学

校
に

お
い

て
は

、
家

庭
科

等
の

授
業

や
日

々
の

給
食

指
導

に
加

え
、

栄
養

教
諭

・
栄

養
士

が
各

教
科

や
特

別
活

動
の

中
で

食
に

関
す

る
授

業
を

行
っ

た
。

ま
た

、
中

学
校

で
は

、
家

庭
科

の
授

業
を

中
心

に
食

に
関

す
る

指
導

を
行

っ
て

お
り

、
ま

た
、

給
食

の
時

間
に

お
い

て
は

、
各

学
級

担
任

が
献

立
を

通
し

た
食

育
を

行
っ

た
。

教
育

委
員

会
で

は
、

「
中

学
校

給
食

　
料

理
コ

ン
ク

ー
ル

」
を

実
施

し
、

生
徒

が
献

立
を

考
え

る
こ

と
を

通
し

て
栄

養
の

バ
ラ

ン
ス

や
お

い
し

さ
な

ど
食

に
対

す
る

関
心

を
高

め
る

機
会

と
し

た
。

な
お

、
令

和
5
年

1
月

2
5
日

か
ら

同
1
月

3
1
日

ま
で

の
期

間
、

コ
ン

ク
ー

ル
に

入
賞

し
た

献
立

を
提

供
し

た
。

Ａ
中

学
校

に
お

い
て

、
家

庭
科

以
外

の
教

科
等

に
お

い
て

食
に

関
す

る
指

導
の

視
点

を
指

導
計

画
に

位
置

付
け

、
食

育
を

推
進

す
る

。
学

校
教

育
課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
生

涯
を

通
じ

て
体

育
・
ス

ポ
ー

ツ
活

動
に

親
し

む
能

力
と

体
力

の
向

上
を

図
り

ま
す

。

○
知

育
・
徳

育
・
体

育
の

基
礎

と
な

る
食

育
の

推
進

と
と

も
に

、
現

代
的

な
健

康
課

題
へ

の
理

解
を

深
め

る
等

、
健

や
か

な
身

体
の

育
成

を
図

り
ま

す
。

2
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

1
0
　

学
校

教
育

の
充

実

施
策

４
　

学
び

を
支

え
る

安
心

・
安

全
な

教
育

環
境

の
充

実
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

学
校

危
機

管
理

・
安

全
対

策
の

充
実

学
校

で
は

、
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

状
況

に
つ

い
て

日
常

的
に

把
握

す
る

と
と

も
に

、
い

じ
め

・
不

登
校

の
未

然
防

止
・
早

期
解

決
を

図
る

指
導

、
ま

た
、

避
難

訓
練

や
交

通
安

全
教

室
な

ど
安

全
教

育
の

取
組

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

心
身

と
も

に
健

全
な

児
童

生
徒

の
育

成
に

努
め

た
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
り

、
可

能
な

限
り

児
童

生
徒

の
学

び
を

止
め

る
こ

と
の

な
い

よ
う

、
各

家
庭

に
お

け
る

感
染

症
対

策
に

協
力

い
た

だ
き

な
が

ら
、

本
市

の
感

染
状

況
に

応
じ

た
「
学

校
に

お
け

る
感

染
症

対
策

」
を

更
新

さ
せ

、
対

応
を

徹
底

し
た

。

Ａ
各

学
校

に
お

い
て

は
、

様
々

な
場

面
設

定
に

お
け

る
避

難
訓

練
や

、
交

通
安

全
教

室
等

の
取

組
を

充
実

さ
せ

る
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
に

つ
い

て
、

感
染

状
況

に
応

じ
た

対
策

を
講

じ
る

。
学

校
教

育
課

学
校

施
設

個
別

計
画

を
踏

ま
え

た
改

修
等

の
実

施

令
和

３
年

度
か

ら
3
年

間
は

、
緊

急
度

の
高

い
施

設
の

改
修

に
順

次
取

り
組

む
こ

と
と

し
て

お
り

、
令

和
4
年

度
は

、
第

4
向

陽
小

学
校

中
校

舎
、

第
６

向
陽

小
学

校
南

校
舎

、
西

ノ
岡

中
学

校
北

校
舎

及
び

寺
戸

中
学

校
南

校
舎

の
外

壁
改

修
工

事
を

行
い

、
児

童
・
生

徒
等

の
安

全
を

確
保

し
教

育
環

境
の

改
善

を
図

っ
た

。
ま

た
、

向
陽

小
学

校
南

校
舎

、
第

3
向

陽
小

学
校

南
校

舎
、

第
4
向

陽
小

学
校

南
校

舎
、

第
5
向

陽
小

学
校

昇
降

口
棟

、
第

6
向

陽
小

学
校

全
校

舎
及

び
寺

戸
中

学
校

南
校

舎
の

屋
上

防
水

改
修

工
事

を
行

い
、

学
校

施
設

の
健

全
化

を
図

っ
た

。

Ａ

小
中

学
校

個
別

計
画

を
基

に
、

緊
急

性
の

高
い

外
壁

の
落

下
改

修
工

事
を

進
め

て
い

く
。

ま
た

、
ト

イ
レ

の
洋

式
化

に
よ

る
環

境
衛

生
面

で
の

質
の

向
上

や
Ｌ

Ｅ
Ｄ

照
明

の
導

入
に

よ
る

生
活

環
境

の
改

善
を

進
め

て
い

く
。

教
育

総
務

課
公

共
建

物
整

備
課

ト
イ

レ
改

修
の

計
画

的
な

推
進

教
育

総
務

課

バ
リ

ア
フ

リ
ー

改
修

の
推

進 …
全

小
中

学
校

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
ト

イ
レ

、
ス

ロ
ー

プ
等

に
よ

る
段

差
解

消
等

の
改

修
【
R

7
：
完

了
】

令
和

2
年

5
月

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

の
改

正
を

踏
ま

え
令

和
7
年

度
末

ま
で

に
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

ト
イ

レ
の

整
備

及
び

ス
ロ

ー
プ

等
に

よ
る

段
差

解
消

を
完

了
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
令

和
4
年

度
は

第
5
向

陽
小

学
校

及
び

第
6
向

陽
小

学
校

校
舎

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
ト

イ
レ

へ
の

改
修

工
事

を
行

い
、

ま
た

向
陽

小
学

校
、

第
4
向

陽
小

学
校

、
第

6
向

陽
小

学
校

及
び

勝
山

中
学

校
で

、
ス

ロ
ー

プ
設

置
等

に
よ

る
段

差
解

消
工

事
を

実
施

し
、

安
心

し
て

学
べ

る
施

設
整

備
を

行
っ

た
。

Ａ
バ

リ
ア

フ
リ

ー
ト

イ
レ

へ
の

改
修

及
び

ス
ロ

ー
プ

等
に

よ
る

段
差

解
消

を
進

め
、

子
供

た
ち

の
安

全
・
安

心
な

教
育

環
境

の
充

実
を

図
る

。

教
育

総
務

課
公

共
建

物
整

備
課

○
自

然
災

害
や

事
故

な
ど

の
多

様
な

危
機

か
ら

子
ど

も
を

守
り

、
い

か
な

る
事

態
に

お
い

て
も

子
ど

も
た

ち
の

学
び

を
止

め
な

い
危

機
管

理
体

制
を

整
備

し
ま

す
。

○
す

べ
て

の
子

ど
も

が
将

来
に

希
望

を
も

っ
て

成
長

し
て

い
け

る
よ

う
に

、
学

び
と

生
活

の
支

援
が

充
実

し
た

居
場

所
と

し
て

の
学

校
づ

く
り

に
取

り
組

み
ま

す
。

○
強

い
使

命
感

と
高

い
専

門
性

を
持

つ
教

員
の

育
成

を
図

り
、

児
童

生
徒

が
明

る
く
い

き
い

き
と

学
ぶ

魅
力

あ
る

学
校

づ
く
り

を
目

指
し

ま
す

。

○
子

ど
も

の
豊

か
な

成
長

を
支

え
る

教
職

員
の

資
質

能
力

の
向

上
を

図
り

ま
す

。

令
和

2年
度

完
了

令
和

2年
度

完
了

2
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

教
職

員
の

資
質

能
力

の
向

上
に

向
け

た
、

多
様

な
教

職
員

研
修

の
充

実

コ
ロ

ナ
禍

で
あ

っ
た

が
、

リ
モ

ー
ト

形
式

で
向

日
市

教
職

員
研

修
会

を
実

施
し

た
。

講
座

に
つ

い
て

は
、

「
学

習
指

導
」
を

2
講

座
、

「
同

和
教

育
」
を

１
講

座
設

定
し

、
全

て
の

教
職

員
が

所
属

す
る

学
校

に
お

い
て

、
い

ず
れ

か
の

研
修

に
参

加
し

た
。

各
学

校
に

お
い

て
は

、
学

校
ご

と
に

設
定

し
た

重
点

研
究

テ
ー

マ
に

沿
っ

た
校

内
研

修
の

実
施

に
加

え
、

特
別

支
援

教
育

、
教

育
相

談
、

人
権

教
育

な
ど

の
研

修
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

各
学

校
の

学
力

向
上

等
に

係
る

課
題

克
服

の
た

め
、

文
部

科
学

省
や

京
都

府
教

育
委

員
会

か
ら

研
究

指
定

を
受

け
実

践
研

究
を

進
め

る
と

と
も

に
、

大
学

教
授

等
の

専
門

家
を

講
師

と
し

て
招

い
た

校
内

研
修

を
行

う
な

ど
、

各
学

校
の

児
童

生
徒

の
実

態
や

教
員

の
状

況
に

応
じ

た
研

究
等

に
よ

り
学

校
の

教
育

力
を

高
め

た
。

Ａ
教

職
員

の
資

質
能

力
の

向
上

を
目

的
と

し
た

向
日

市
教

職
員

研
修

会
に

つ
い

て
、

本
市

の
感

染
状

況
を

踏
ま

え
、

適
切

な
感

染
症

対
策

を
講

じ
て

実
施

す
る

。
学

校
教

育
課

教
育

の
質

の
向

上
と

子
ど

も
た

ち
の

豊
か

な
成

長
を

目
指

す
教

職
員

の
働

き
方

改
革

の
推

進

市
教

委
作

成
の

「
教

育
職

員
の

勤
務

時
間

の
上

限
等

に
関

す
る

方
針

」
を

踏
ま

え
、

学
校

運
営

に
お

け
る

指
導

体
制

の
充

実
を

図
り

、
中

学
校

部
活

動
運

営
の

適
正

化
や

学
校

業
務

の
更

な
る

改
善

等
を

推
進

し
た

。
各

学
校

で
は

、
こ

れ
ま

で
の

取
組

を
継

続
さ

せ
る

と
と

も
に

、
実

態
に

応
じ

、
「
欠

席
連

絡
の

電
子

化
」
や

「
ノ

ー
残

業
デ

ー
」
の

取
組

の
徹

底
、

会
議

に
お

け
る

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

化
な

ど
を

実
施

し
た

。

Ａ
教

職
員

が
自

ら
の

働
き

方
を

改
善

で
き

る
よ

う
、

個
別

に
月

毎
の

勤
務

時
間

等
の

結
果

を
配

付
し

、
働

き
方

の
工

夫
・
改

善
に

継
続

し
て

指
導

す
る

。
学

校
教

育
課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

2
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

1
0
　

学
校

教
育

の
充

実

施
策

５
　

学
校

・
家

庭
・
地

域
の

連
携

・
協

働
に

よ
る

学
校

の
教

育
力

の
向

上
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

環
境

や
情

報
な

ど
に

係
る

現
代

的
課

題
に

対
す

る
関

心
や

理
解

を
深

め
る

教
育

の
充

実

…
新

聞
や

テ
レ

ビ
の

ニ
ュ

ー
ス

に
関

心
が

あ
る

子
ど

も
の

割
合

【
H

3
0
：
中

学
2
年

生
（
6
3
.3

％
）

　
→

　
R

6
：
中

学
2
年

生
　

　
　

　
　

　
　

　
（
8
0
％

）
】

各
学

校
で

は
、

理
科

や
社

会
科

の
授

業
及

び
総

合
的

な
学

習
の

時
間

に
お

い
て

、
日

常
生

活
や

社
会

と
関

連
付

け
な

が
ら

、
自

然
環

境
を

保
全

す
る

こ
と

の
大

切
さ

を
指

導
す

る
と

と
も

に
、

持
続

可
能

な
社

会
の

構
築

（
S
D

G
s）

等
に

つ
い

て
考

察
す

る
学

習
を

通
し

て
、

解
決

に
向

け
一

人
一

人
の

工
夫

が
大

切
で

あ
る

こ
と

を
指

導
し

た
。

ま
た

、
配

付
し

た
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

を
教

科
等

の
学

習
場

面
で

活
用

し
て

お
り

、
と

り
わ

け
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
等

を
活

用
す

る
際

に
は

情
報

モ
ラ

ル
に

つ
い

て
指

導
す

る
と

と
も

に
、

特
別

活
動

の
時

間
に

お
い

て
、

ス
マ

ホ
や

携
帯

電
話

を
使

用
す

る
際

に
潜

む
危

険
を

理
解

す
る

指
導

や
、

ト
ラ

ブ
ル

を
未

然
に

防
止

す
る

手
段

に
つ

い
て

指
導

し
た

。
　 【
新

聞
や

テ
レ

ビ
の

ニ
ュ

ー
ス

に
関

心
が

あ
る

子
ど

も
の

割
合

】
　

R
4
：
中

学
2
年

生
（
5
4
.6

％
）

Ａ
本

市
の

ゼ
ロ

カ
ー

ボ
ン

シ
テ

ィ
宣

言
を

踏
ま

え
、

各
小

中
学

校
で

活
用

で
き

る
環

境
教

育
教

材
を

作
成

す
る

。
学

校
教

育
課

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
の

導
入

準
備

本
市

の
小

中
学

校
に

お
い

て
令

和
5
年

度
の

本
格

導
入

を
踏

ま
え

、
教

職
員

や
P

T
A

、
地

域
の

方
々

に
対

し
て

、
本

市
に

お
け

る
学

校
運

営
協

議
会

制
度

に
つ

い
て

丁
寧

に
説

明
し

た
。

多
く
の

学
校

で
は

令
和

5
年

度
中

の
導

入
を

見
据

え
、

協
議

会
委

員
の

選
出

に
向

け
て

P
T
A

や
地

域
の

方
々

に
対

し
て

積
極

的
に

声
が

け
を

行
い

、
協

議
会

委
員

の
中

心
と

な
る

方
を

選
出

し
た

。

Ａ
導

入
を

完
了

し
た

学
校

に
お

い
て

開
催

さ
れ

る
協

議
会

に
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
と

し
て

参
加

し
、

協
議

会
の

運
営

を
支

援
す

る
。

学
校

教
育

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
保

護
者

や
地

域
社

会
と

連
携

・
協

働
し

な
が

ら
、

未
来

の
創

り
手

と
な

る
子

ど
も

の
資

質
能

力
を

は
ぐ

く
む

「
社

会
に

開
か

れ
た

教
育

課
程

」
の

実
現

を
目

指
し

ま
す

。

○
次

代
の

社
会

の
担

い
手

と
し

て
の

責
任

を
自

覚
し

、
現

代
社

会
が

抱
え

る
課

題
に

関
心

を
も

っ
て

、
主

体
的

に
社

会
参

画
で

き
る

資
質

と
能

力
を

は
ぐ

く
み

ま
す

。

2
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

1
1
　

生
涯

学
習

の
推

進

施
策

１
　

生
涯

学
習

環
境

の
充

実
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

ふ
る

さ
と

向
日

市
の

歴
史

を
活

か
し

た
講

座
等

多
様

な
学

習
機

会
の

提
供

文
化

資
料

館
に

お
い

て
、

古
代

衣
裳

を
テ

ー
マ

と
し

た
講

演
会

や
、

職
員

が
展

示
準

備
や

資
料

調
査

の
中

で
調

べ
た

こ
と

を
報

告
す

る
日

曜
談

話
会

、
企

画
展

記
念

講
演

会
、

企
画

展
関

連
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
学

校
展

記
念

講
演

会
を

開
催

す
る

な
ど

、
ふ

る
さ

と
向

日
市

の
特

色
あ

る
歴

史
を

様
々

な
角

度
か

ら
学

習
す

る
機

会
を

提
供

し
た

。
Ａ

様
々

な
時

代
や

テ
ー

マ
の

文
化

講
演

会
、

歴
史

講
座

、
日

曜
談

話
会

な
ど

を
開

催
し

、
多

様
な

歴
史

学
習

の
機

会
を

提
供

す
る

。
文

化
資

料
館

図
書

の
購

入
に

加
え

、
館

内
で

は
図

書
の

テ
ー

マ
展

示
を

年
間

を
通

じ
て

行
い

、
あ

わ
せ

て
Ｌ

ＩＮ
Ｅ

図
書

館
案

内
シ

ス
テ

ム
や

公
式

H
P

、
広

報
、

新
聞

を
と

お
し

て
情

報
を

発
信

す
る

こ
と

で
、

さ
ら

な
る

学
び

の
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

つ
つ

、
図

書
提

供
や

講
座

の
実

施
な

ど
に

よ
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
を

支
援

し
、

お
は

な
し

会
、

本
の

修
理

、
大

人
の

朗
読

会
、

ビ
ブ

リ
オ

バ
ト

ル
の

活
動

を
通

じ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

学
び

の
成

果
を

活
か

す
こ

と
が

で
き

た
。

Ａ

図
書

の
購

入
に

加
え

、
Ｌ

ＩＮ
Ｅ

図
書

館
案

内
シ

ス
テ

ム
、

公
式

H
P

、
広

報
や

新
聞

な
ど

を
と

お
し

て
、

継
続

的
で

タ
イ

ム
リ

ー
な

情
報

提
供

を
行

い
、

あ
ら

ゆ
る

年
代

の
方

に
対

し
、

学
習

機
会

の
充

実
を

図
る

。
図

書
提

供
や

講
座

の
実

施
な

ど
に

よ
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
を

支
援

し
、

お
は

な
し

会
、

本
の

修
理

、
大

人
の

朗
読

会
、

ビ
ブ

リ
オ

バ
ト

ル
の

活
動

を
通

じ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

学
び

の
成

果
を

活
か

せ
る

よ
う

に
図

る
。

図
書

館

文
化

資
料

館
に

お
い

て
、

英
文

学
者

・
書

誌
学

者
で

和
紙

研
究

者
で

も
あ

っ
た

寿
岳

文
章

の
業

績
や

居
宅

・
向

日
庵

に
つ

い
て

学
習

す
る

と
と

も
に

、
本

格
的

な
紙

漉
き

と
和

紙
う

ち
わ

作
り

の
体

験
を

通
し

て
地

域
の

歴
史

と
和

紙
文

化
を

学
ぶ

「
夏

休
み

親
子

歴
史

教
室

」
を

開
催

し
た

。
ま

た
、

文
化

資
料

館
を

拠
点

と
し

て
活

動
し

て
い

る
自

主
学

習
グ

ル
ー

プ
「
む

こ
う

ま
ち

歴
史

サ
ー

ク
ル

」
へ

の
活

動
場

所
や

学
習

資
料

の
提

供
、

古
文

書
解

読
の

助
言

な
ど

の
支

援
を

行
っ

た
。

Ａ
引

き
続

き
、

夏
休

み
親

子
歴

史
教

室
や

、
む

こ
う

ま
ち

歴
史

サ
ー

ク
ル

へ
の

活
動

支
援

を
行

う
。

文
化

資
料

館

令
和

4
年

度
も

引
き

続
き

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

投
影

を
は

じ
め

、
天

体
観

望
会

、
天

文
教

室
、

天
文

学
講

座
に

つ
い

て
は

、
定

員
を

減
ら

し
実

施
し

た
が

、
施

設
の

特
色

を
活

か
し

、
広

く
市

民
の

皆
様

に
天

体
に

関
す

る
理

解
と

関
心

を
深

め
て

も
ら

え
る

事
業

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

Ａ
令

和
5
年

度
に

つ
い

て
は

、
多

く
の

市
民

の
皆

様
に

利
用

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
、

定
員

を
コ

ロ
ナ

前
に

戻
す

と
と

も
に

、
活

動
の

場
の

充
実

に
努

め
て

い
き

た
い

。
天

文
館

中
央

公
民

館
及

び
地

区
公

民
館

で
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

対
策

を
徹

底
し

た
上

で
生

涯
学

習
講

座
や

市
民

文
化

展
な

ど
を

開
催

し
、

市
民

の
自

主
的

・
主

体
的

な
学

習
活

動
の

支
援

を
行

っ
た

。
　

子
ど

も
ふ

れ
あ

い
講

座
（
理

科
教

室
）
　

4
回

　
参

加
者

数
4
2
人

　
市

民
文

化
展

　
来

場
者

7
4
8
人

、
出

展
数

9
7
点

　
市

民
教

養
講

座
及

び
健

康
講

座
　

計
3
回

開
催

　
参

加
者

数
4
6
人

　
地

区
公

民
館

趣
味

・
教

養
講

座
　

4
回

開
催

　
参

加
者

数
6
7
人

　
地

区
公

民
館

学
習

発
表

会
「
展

示
の

部
」
を

2
月

か
ら

3
月

の
土

日
に

順
次

開
催

、
「
舞

台
発

表
」
は

3
月

に
開

催
。

Ａ

市
民

の
多

様
な

学
習

活
動

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

学
習

機
会

の
提

供
及

び
学

習
の

成
果

を
活

か
す

場
や

機
会

の
充

実
に

努
め

る
。

市
民

文
化

展
、

市
民

教
養

講
座

　
3
回

、
市

民
健

康
講

座
　

3
回

、
国

際
理

解
講

座
　

1
回

、
子

ど
も

ふ
れ

あ
い

講
座

　
4
回

地
区

公
民

館
学

習
発

表
会

、
地

区
公

民
館

趣
味

・
教

養
講

座
　

1
1

回
、

地
区

公
民

館
学

習
発

表
会

「
展

示
の

部
」
・
「
舞

台
の

部
」

中
央

公
民

館

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
市

民
が

生
涯

に
わ

た
り

、
多

様
な

学
習

活
動

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

自
主

的
、

自
発

的
な

学
習

活
動

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

学
習

機
会

の
提

供
、

学
習

の
成

果
を

活
か

す
場

や
機

会
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

社
会

教
育

施
設

の
特

色
を

活
か

し
た

学
習

機
会

と
学

習
成

果
を

活
か

し
た

活
動

の
場

の
充

実

2
9



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

1
1
　

生
涯

学
習

の
推

進

施
策

２
　

家
庭

・
地

域
社

会
の

教
育

力
の

向
上

基
本

方
向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

家
庭

教
育

講
座

の
実

施
等

、
就

学
前

か
ら

の
子

ど
も

の
発

達
に

応
じ

た
家

庭
教

育
に

関
す

る
学

習
機

会
の

提
供

ネ
ッ

ト
社

会
に

お
い

て
子

ど
も

た
ち

の
非

認
知

能
力

を
育

む
方

法
や

、
親

や
地

域
の

大
人

と
子

ど
も

達
の

関
わ

り
方

に
つ

い
て

学
ぶ

機
会

を
市

民
向

け
に

、
家

庭
教

育
講

座
と

し
て

開
催

し
た

。
Ａ

保
護

者
等

を
対

象
に

、
家

庭
の

教
育

力
向

上
の

た
め

の
講

座
を

開
催

す
る

な
ど

、
学

習
機

会
の

充
実

を
図

る
。

生
涯

学
習

課

地
域

学
校

協
働

活
動

の
推

進
等

、
地

域
社

会
の

教
育

力
の

向
上

家
庭

や
地

域
社

会
の

協
力

及
び

学
校

と
の

連
携

に
よ

り
、

9
校

と
地

域
で

支
え

る
地

域
学

校
協

働
活

動
を

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
て

実
施

す
る

と
と

も
に

、
向

日
市

青
少

年
健

全
育

成
連

絡
協

議
会

や
P

T
A

な
ど

社
会

教
育

関
係

団
体

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
社

会
の

教
育

力
向

上
に

努
め

た
。

Ａ

こ
れ

ま
で

通
り

地
域

社
会

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

新
た

に
令

和
５

年
度

か
ら

順
次

開
始

す
る

コ
ミ

ュ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
と

地
域

学
校

協
働

活
動

の
一

体
的

な
推

進
を

図
り

、
地

域
社

会
及

び
児

童
生

徒
の

教
育

力
向

上
を

目
指

す
。

生
涯

学
習

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
家

庭
教

育
は

す
べ

て
の

教
育

の
出

発
点

で
あ

り
、

そ
の

担
い

手
で

あ
る

保
護

者
自

身
が

学
ぶ

た
め

の
学

習
機

会
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

○
学

校
・
家

庭
・
地

域
社

会
が

連
携

し
て

、
様

々
な

活
動

を
通

し
て

地
域

の
絆

を
強

め
、

地
域

全
体

で
子

ど
も

た
ち

を
は

ぐ
く
む

環
境

づ
く
り

を
推

進
し

ま
す

。 3
0



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

1
1
　

生
涯

学
習

の
推

進

施
策

３
　

市
民

文
化

の
振

興
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

新
た

な
市

民
会

館
を

文
化

芸
術

振
興

の
拠

点
と

し
て

活
用

文
化

芸
術

振
興

の
活

動
の

拠
点

で
あ

る
永

守
重

信
市

民
会

館
が

令
和

5
年

2
月

に
開

館
さ

れ
、

「
宝

く
じ

文
化

公
演

　
千

住
真

理
子

＆
関

西
フ

ィ
ル

弦
楽

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

コ
ン

サ
ー

ト
」
「
開

館
記

念
ピ

ア
ノ

コ
ン

サ
ー

ト
」
を

開
催

し
、

優
れ

た
芸

術
文

化
に

触
れ

る
機

会
の

充
実

に
努

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
Ａ

引
き

続
き

、
市

民
の

自
主

的
な

芸
術

や
文

化
活

動
に

対
す

る
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
文

化
芸

術
に

触
れ

る
機

会
の

提
供

に
努

め
る

。
市

民
会

館

文
化

芸
術

資
源

を
活

か
し

た
市

民
と

来
訪

者
の

交
流

の
創

出

…
文

化
資

料
館

入
館

者
数 【
R

1
：
1
5
,3

3
7
人

　
　

→
　

R
6
：
1
9
,0

0
0
人

】

令
和

4
年

度
入

館
者

数
　

1
0
,2

9
8
人

（
R

5
.3

月
末

現
在

）
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
は

依
然

と
し

て
大

き
い

が
、

「
く
ら

し
の

道
具

展
」
の

小
学

校
団

体
見

学
予

定
数

は
前

年
度

の
3

校
か

ら
1
2
校

に
大

幅
に

増
加

し
て

お
り

、
令

和
4
年

度
の

入
館

者
数

は
前

年
度

を
上

回
っ

た
。

（
参

考
）

　
令

和
3
年

度
　

1
0
,1

5
6
人

　
令

和
2
年

度
　

8
,2

1
4
人

　
令

和
元

年
度

　
1
5
,3

3
7
人

　
平

成
3
0
年

度
　

1
5
,4

6
1
人

Ｂ
企

画
展

、
テ

ー
マ

展
示

、
各

種
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

事
業

を
通

じ
て

本
市

の
多

彩
な

歴
史

を
広

く
発

信
し

、
来

訪
者

の
増

加
と

交
流

機
会

の
創

出
に

繋
げ

る
。

文
化

資
料

館

公
共

施
設

に
お

け
る

貸
館

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

…
貸

館
施

設
予

約
・
決

済
シ

ス
テ

ム
サ

ー
ビ

ス
の

実
施

【
R

6
：
完

了
】

令
和

5
年

2
月

に
開

館
し

た
永

守
重

信
市

民
会

館
に

お
い

て
、

向
日

市
施

設
予

約
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
た

。
令

和
4
年

1
1
月

か
ら

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

予
約

が
行

え
る

よ
う

に
な

り
、

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

、
コ

ン
ビ

ニ
払

い
、

ペ
イ

ジ
ー

、
P

ay
P

ay
の

各
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

決
済

に
も

対
応

す
る

こ
と

で
、

市
民

の
方

が
ご

自
宅

等
か

ら
予

約
し

て
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

Ａ
引

き
続

き
、

他
の

公
共

施
設

に
お

け
る

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

つ
い

て
も

検
討

を
行

っ
て

い
く
。

市
民

会
館

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
市

民
の

自
主

的
な

芸
術

や
文

化
活

動
に

対
す

る
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
文

化
事

業
の

充
実

を
図

る
等

、
優

れ
た

芸
術

文
化

に
触

れ
る

機
会

の
提

供
に

努
め

ま
す

。

○
本

市
の

多
様

な
歴

史
を

活
か

し
た

文
化

芸
術

資
源

を
掘

り
起

こ
し

、
新

た
な

魅
力

を
創

出
し

ま
す

。

3
1



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅱ

　
人

と
暮

ら
し

に
明

る
く
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

1
2
　

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興

施
策

１
　

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
推

進
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

公
益

財
団

法
人

向
日

市
ス

ポ
ー

ツ
文

化
協

会
等

と
の

連
携

に
よ

る
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
推

進

公
益

財
団

法
人

向
日

市
ス

ポ
ー

ツ
文

化
協

会
と

連
携

し
、

向
日

市
立

学
校

等
体

育
施

設
開

放
事

業
や

さ
ま

ざ
ま

な
世

代
を

対
象

と
し

た
ス

ポ
ー

ツ
教

室
の

実
施

を
は

じ
め

、
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
に

よ
る

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

な
ど

の
事

業
や

各
地

区
の

ス
ポ

ー
ツ

事
業

の
指

導
者

派
遣

に
し

っ
か

り
応

え
ら

れ
る

よ
う

月
１

回
の

研
修

会
な

ど
、

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
ス

ポ
ー

ツ
環

境
の

充
実

に
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

と
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

両
立

を
図

り
な

が
ら

取
り

組
ん

だ
。

Ａ

公
益

財
団

法
人

向
日

市
ス

ポ
ー

ツ
文

化
協

会
等

と
の

連
携

を
図

り
、

各
種

事
業

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

フ
レ

ン
ド

シ
ッ

プ
協

定
を

活
用

し
た

事
業

を
実

施
し

て
い

く
な

ど
、

引
き

続
き

各
種

団
体

と
連

携
し

た
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

推
進

を
図

る
。

生
涯

学
習

課

防
災

拠
点

と
し

て
の

機
能

を
備

え
た

多
目

的
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
整

備
検

討
整

備
を

検
討

す
る

に
あ

た
り

、
用

地
や

財
源

な
ど

の
課

題
の

抽
出

を
行

っ
て

い
る

。
Ｂ

ま
と

ま
っ

た
用

地
の

確
保

や
ナ

イ
タ

ー
設

備
に

係
る

周
辺

農
地

へ
の

影
響

、
財

源
確

保
な

ど
多

岐
に

わ
た

る
課

題
に

つ
い

て
、

関
係

部
局

と
協

議
・
検

討
を

行
う

。
生

涯
学

習
課

成
人

が
ス

ポ
ー

ツ
を

実
施

す
る

機
会

の
充

実

…
成

人
向

け
ス

ポ
ー

ツ
教

室
の

開
催

【
R

1
：
3
6
回

　
　

　
　

→
　

R
6
：
6
0
回

】

公
益

財
団

法
人

向
日

市
ス

ポ
ー

ツ
文

化
協

会
と

連
携

し
、

向
日

市
立

学
校

等
体

育
施

設
開

放
事

業
や

さ
ま

ざ
ま

な
世

代
を

対
象

と
し

た
ス

ポ
ー

ツ
教

室
の

実
施

に
よ

り
、

成
人

が
ス

ポ
ー

ツ
を

実
施

す
る

機
会

の
充

実
を

図
っ

た
。

　
【
成

人
向

け
ス

ポ
ー

ツ
教

室
の

開
催

数
　

R
4
：
3
8
回

】
Ａ

引
き

続
き

、
公

益
財

団
法

人
向

日
市

ス
ポ

ー
ツ

文
化

協
会

と
連

携
し

、
成

人
が

ス
ポ

ー
ツ

を
す

る
機

会
の

提
供

を
図

る
こ

と
で

、
令

和
6
年

度
に

は
、

成
人

向
け

ス
ポ

ー
ツ

教
室

の
6
0
回

開
催

の
達

成
を

目
指

す
。

生
涯

学
習

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
ス

ポ
ー

ツ
を

「
す

る
」
「
み

る
」
「
さ

さ
え

る
」
を

通
じ

た
ス

ポ
ー

ツ
人

口
の

拡
大

を
目

指
し

、
市

民
が

健
康

で
心

豊
か

に
暮

ら
せ

る
よ

う
、

市
民

一
人

一
人

の
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
推

進
と

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
め

る
環

境
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

3
2



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅲ

　
信

頼
と

協
働

で
市

民
の

声
が

届
く
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

１
　

市
民

協
働

の
推

進

施
策

１
　

市
民

の
ま

ち
づ

く
り

参
加

の
仕

組
み

の
構

築
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

誰
も

が
わ

か
り

や
す

く
、

利
用

し
や

す
い

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
作

成
や

広
報

紙
の

充
実

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
つ

い
て

、
情

報
が

散
乱

し
て

い
る

フ
ォ

ル
ダ

に
関

し
集

約
ペ

ー
ジ

を
作

成
し

整
理

を
行

い
、

市
民

の
皆

さ
ま

に
と

っ
て

重
要

度
の

高
い

大
切

な
お

知
ら

せ
は

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

の
バ

ナ
ー

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
視

覚
的

に
捉

え
や

す
く
し

た
。

広
報

紙
に

つ
い

て
は

、
特

集
・
ト

ピ
ッ

ク
ス

・
定

期
コ

ン
テ

ン
ツ

の
三

つ
の

単
元

を
、

よ
り

見
や

す
く
分

か
り

や
す

い
紙

面
と

な
る

よ
う

再
構

成
し

、
市

民
の

皆
さ

ま
に

と
っ

て
重

要
な

情
報

が
よ

り
的

確
に

伝
わ

る
よ

う
に

、
掲

載
紙

面
の

大
幅

な
見

直
し

を
行

っ
た

。
ま

た
各

課
か

ら
提

出
さ

れ
た

原
稿

の
中

身
に

つ
い

て
も

精
査

を
行

い
、

分
か

り
づ

ら
い

言
葉

は
な

る
べ

く
伝

わ
り

や
す

い
言

葉
に

変
換

す
る

な
ど

、
誰

に
で

も
伝

わ
る

文
章

表
現

と
な

る
よ

う
に

努
め

た
。

Ａ
広

報
紙

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

い
ず

れ
に

お
い

て
も

、
見

え
方

や
使

い
方

な
ど

に
つ

い
て

さ
ら

な
る

改
善

を
図

り
、

利
用

さ
れ

る
す

べ
て

の
方

に
と

っ
て

、
分

か
り

や
す

く
利

便
性

の
高

い
ツ

ー
ル

と
な

る
よ

う
努

め
る

。
企

画
広

報
課

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

…
自

治
会

加
入

率
【
H

3
0
：
6
5
.5

％
　

　
→

　
　

R
6
：
増

加
】

市
内

8
行

政
区

へ
自

治
振

興
補

助
金

を
交

付
し

、
地

域
の

行
事

や
自

治
会

活
動

な
ど

の
促

進
に

寄
与

し
た

。
ま

た
、

5
月

に
行

政
区

長
が

一
同

に
会

す
る

区
長

会
総

会
を

開
催

し
、

意
見

交
換

会
を

行
う

な
ど

し
各

区
の

現
状

や
課

題
を

共
有

す
る

と
と

も
に

必
要

な
議

事
等

を
決

定
し

た
。

な
お

、
自

治
会

加
入

率
に

つ
い

て
は

、
全

国
的

に
減

少
傾

向
に

あ
り

、
本

市
に

お
い

て
も

同
様

で
わ

ず
か

な
が

ら
減

少
し

た
。

（
5
7
.0

%
）

Ｂ

引
き

続
き

各
行

政
区

と
連

携
し

な
が

ら
、

自
治

振
興

補
助

金
を

は
じ

め
と

す
る

各
種

補
助

金
の

交
付

を
通

じ
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

自
治

会
活

動
が

下
火

に
な

ら
な

い
よ

う
支

援
を

行
う

。
ま

た
、

自
治

会
加

入
促

進
チ

ラ
シ

を
配

布
す

る
等

の
啓

発
を

行
い

、
自

治
会

加
入

率
の

低
下

に
歯

止
め

を
か

け
る

。

総
務

課

市
民

の
主

体
的

な
ま

ち
づ

く
り

活
動

へ
の

支
援

主
体

的
に

ま
ち

づ
く
り

を
行

っ
て

い
く
人

材
の

発
掘

や
育

成
を

目
的

に
、

か
け

は
し

交
流

会
や

か
け

は
し

講
座

を
開

催
し

、
市

民
活

動
団

体
間

の
交

流
と

情
報

交
換

の
場

を
提

供
し

た
。

ま
た

、
向

日
市

制
施

行
５

０
周

年
を

記
念

し
、

市
制

の
歩

み
を

祝
い

、
将

来
に

向
か

っ
て

飛
躍

す
る

機
会

と
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
市

民
が

実
施

す
る

事
業

に
対

し
、

補
助

金
を

交
付

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

Ａ
引

き
続

き
、

市
民

ニ
ー

ズ
に

添
っ

た
講

座
の

開
催

や
、

市
民

が
主

体
的

に
活

動
す

る
事

業
の

支
援

を
行

う
。

広
聴

協
働

課

市
民

活
動

活
性

化
の

た
め

の
情

報
交

換
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

…
交

流
・
連

携
を

主
と

し
た

情
報

交
換

を
行

う
団

体
数

【
R

3
：
2
0
団

体
　

　
 →

 R
6
：
4
0
団

体
】

市
民

と
協

働
に

よ
る

ま
ち

づ
く
り

を
推

進
す

る
た

め
、

か
け

は
し

掲
示

板
を

活
用

し
た

情
報

発
信

や
、

登
録

団
体

の
情

報
交

換
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

な
る

「
か

け
は

し
交

流
会

」
を

開
催

し
、

登
録

団
体

の
情

報
交

換
や

情
報

発
信

が
活

発
と

な
る

よ
う

講
座

を
企

画
し

た
。

　
R

4
：
2
2
団

体
（
R

5
.3

月
末

現
在

）

Ａ
市

民
活

動
を

活
性

化
さ

せ
る

た
め

、
交

流
や

連
携

を
促

し
、

お
互

い
が

情
報

交
換

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
よ

う
努

め
る

。
広

聴
協

働
課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
ま

ち
づ

く
り

の
取

組
及

び
事

業
計

画
の

企
画

・
立

案
段

階
か

ら
市

民
の

意
見

や
意

向
を

把
握

し
、

参
画

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
し

ま
す

。

3
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅲ

　
信

頼
と

協
働

で
市

民
の

声
が

届
く
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

１
　

市
民

協
働

の
推

進

施
策

２
　

市
民

交
流

の
推

進
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

幅
広

い
分

野
に

お
け

る
都

市
間

交
流

の
推

進

事
業

を
実

施
し

、
都

市
間

交
流

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

相
互

交
流

宣
言

に
基

づ
く
、

京
都

市
と

の
交

流
事

業
の

実
施

　
・
竹

結
び

フ
ェ

ス
タ

（
京

都
市

西
京

区
）

　
　

参
加

者
数

：
4
7
,0

0
0
人

　
・
ち

び
っ

こ
エ

コ
ひ

ろ
ば

（
南

区
）

　
　

参
加

者
数

：
約

5
0
0
人

Ａ
引

き
続

き
、

都
市

間
交

流
を

推
進

す
る

。
秘

書
課

国
際

交
流

を
通

じ
た

異
文

化
理

解
の

推
進

竹
の

径
・
か

ぐ
や

の
夕

べ
に

、
イ

ス
ラ

エ
ル

、
ド

イ
ツ

、
ミ

ャ
ン

マ
ー

か
ら

の
京

都
府

名
誉

友
好

大
使

を
招

待
し

、
本

市
の

魅
力

を
世

界
に

向
け

て
P

R
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

サ
ラ

ト
ガ

市
青

少
年

委
員

会
が

実
施

し
た

企
画

「
M

A
K
E
 I
T
 T

O
 M

U
K
O

！
」
（
向

日
市

及
び

サ
ラ

ト
ガ

市
の

住
民

等
の

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

の
歩

数
を

集
め

て
向

日
市

～
サ

ラ
ト

ガ
市

間
8
,7

0
0
km

の
達

成
を

目
指

す
。

)を
通

じ
て

、
サ

ラ
ト

ガ
市

と
の

交
流

を
深

め
た

。

Ａ
引

き
続

き
、

都
市

間
交

流
を

推
進

す
る

。
秘

書
課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
友

好
交

流
を

通
じ

た
「
ふ

る
さ

と
向

日
市

」
の

再
発

見
に

つ
な

げ
る

事
業

を
展

開
す

る
と

と
も

に
、

市
民

が
市

民
交

流
に

意
欲

を
持

ち
市

民
同

士
が

自
ら

交
流

事
業

を
行

え
る

ま
ち

を
目

指
し

ま
す

。

3
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅲ

　
信

頼
と

協
働

で
市

民
の

声
が

届
く
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

２
　

人
権

・
平

和
・
男

女
共

同
参

画
の

推
進

施
策

１
　

多
様

性
を

認
め

合
う

社
会

の
実

現
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

人
権

問
題

の
解

決
に

向
け

た
取

組
と

し
て

、
8
月

の
人

権
強

調
月

間
や

1
2
月

の
人

権
週

間
に

合
わ

せ
て

実
施

す
る

人
権

イ
ベ

ン
ト

に
お

い
て

、
「
部

落
差

別
解

消
推

進
法

」
、

「
ヘ

イ
ト

ス
ピ

ー
チ

解
消

法
」
、

「
障

が
い

者
差

別
解

消
法

」
な

ど
に

つ
い

て
、

周
知

・
啓

発
を

行
っ

た
。

ま
た

、
身

元
調

査
の

た
め

に
住

民
票

を
不

正
取

得
す

る
な

ど
、

個
人

の
権

利
侵

害
を

防
ぐ

た
め

、
住

民
票

な
ど

を
第

三
者

に
交

付
し

た
場

合
、

そ
の

事
実

を
お

知
ら

せ
す

る
「
事

前
登

録
型

本
人

通
知

制
度

」
の

周
知

に
努

め
、

登
録

数
の

増
加

を
図

っ
た

。
　

登
録

者
数

　
R

3
　

1
,3

4
1
人

　
⇒

　
R

4
　

1
,4

3
1
人

（
R

5
.3

月
末

現
在

）

Ａ

引
き

続
き

、
「
第

2
次

向
日

市
人

権
教

育
・
啓

発
推

進
計

画
」
に

基
づ

き
、

あ
ら

ゆ
る

人
権

問
題

の
解

決
に

向
け

た
取

組
を

推
進

し
て

い
く
。

ま
た

、
事

前
登

録
型

本
人

通
知

制
度

登
録

数
の

更
な

る
増

加
を

図
る

。

広
聴

協
働

課

「
第

2
次

向
日

市
人

権
教

育
・
啓

発
推

進
計

画
」
に

基
づ

き
、

人
権

教
育

の
推

進
を

図
る

た
め

、
社

会
教

育
関

係
者

を
は

じ
め

、
誰

も
が

人
権

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
部

落
差

別
（
同

和
問

題
）
や

女
性

差
別

、
Ｌ

Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ

に
関

す
る

研
修

会
を

実
施

し
た

。
Ａ

「
第

2
次

向
日

市
人

権
教

育
・
啓

発
推

進
計

画
」
に

基
づ

き
、

誰
も

が
生

涯
の

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
通

じ
て

人
権

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
人

権
に

関
す

る
多

様
な

学
習

機
会

の
提

供
を

図
る

。
生

涯
学

習
課

京
都

府
や

近
隣

市
町

村
と

連
携

し
た

人
権

教
育

・
啓

発
の

推
進

法
務

局
、

京
都

府
及

び
府

内
市

町
村

、
並

び
に

乙
訓

人
権

擁
護

委
員

協
議

会
等

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

人
権

フ
ェ

ス
タ

や
人

権
の

花
運

動
、

情
報

誌
の

発
行

な
ど

を
積

極
的

に
実

施
し

、
幅

広
く
人

権
教

育
・
啓

発
の

推
進

が
図

れ
た

。
Ａ

関
係

機
関

な
ど

と
連

携
を

保
ち

、
広

域
的

な
人

権
教

育
・
啓

発
を

継
続

的
に

推
進

す
る

。
広

聴
協

働
課

平
和

行
動

計
画

に
基

づ
い

た
事

業
の

展
開

「
平

和
と

人
権

の
つ

ど
い

」
に

お
い

て
、

映
画

「
水

上
の

フ
ラ

イ
ト

」
を

上
映

し
、

一
人

ひ
と

り
が

人
権

に
つ

い
て

考
え

る
貴

重
な

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

ヒ
ロ

シ
マ

・
ナ

ガ
サ

キ
原

爆
写

真
パ

ネ
ル

展
を

同
時

に
実

施
し

、
平

和
と

人
権

に
つ

い
て

啓
発

を
し

た
。

市
民

の
皆

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

折
り

鶴
を

広
島

市
平

和
記

念
公

園
の

「
原

爆
の

子
の

像
」
に

奉
納

し
た

。
ま

た
、

戦
争

の
悲

惨
さ

や
人

権
尊

重
、

平
和

へ
の

思
い

を
考

え
る

き
っ

か
け

と
す

る
た

め
、

若
年

層
を

対
象

と
し

た
「
平

和
親

子
バ

ス
ツ

ア
ー

」
を

開
催

し
た

。
そ

の
ほ

か
、

平
和

意
識

の
啓

発
を

図
る

た
め

、
小

学
生

を
対

象
と

し
た

平
和

書
道

展
の

開
催

や
、

平
和

学
習

ビ
デ

オ
・
Ｄ

Ｖ
Ｄ

の
貸

し
出

し
を

行
っ

た
。

Ａ
引

き
続

き
、

「
第

8
期

向
日

市
平

和
行

動
計

画
」
に

基
づ

き
、

戦
争

の
悲

惨
さ

を
若

い
世

代
に

正
し

く
伝

え
る

な
ど

、
平

和
意

識
の

啓
発

を
図

る
。

広
聴

協
働

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

「
向

日
市

人
権

教
育

・
啓

発
推

進
計

画
」
の

推
進

○
市

民
一

人
一

人
が

お
互

い
の

人
権

を
尊

重
し

合
い

共
に

生
き

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

人
権

に
つ

い
て

、
学

び
、

考
え

、
実

践
し

て
い

く
こ

と
に

よ
り

、
人

権
と

い
う

普
遍

的
文

化
の

構
築

を
目

指
し

て
人

権
教

育
・
啓

発
事

業
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
世

界
平

和
都

市
宣

言
の

理
念

の
実

現
に

向
け

、
平

和
施

策
を

推
進

し
ま

す
。

3
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第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅲ

　
信

頼
と

協
働

で
市

民
の

声
が

届
く
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

２
　

人
権

・
平

和
・
男

女
共

同
参

画
の

推
進

施
策

２
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

女
性

活
躍

推
進

事
業

の
充

実

…
女

性
活

躍
セ

ン
タ

ー
団

体
等

登
録

数
【
H

3
0
：
2
1
　

→
　

R
6
：
5
0
】

向
日

市
女

性
活

躍
セ

ン
タ

ー
あ

す
も

あ
を

拠
点

と
し

て
、

参
加

者
同

士
が

交
流

を
図

り
、

そ
の

個
性

や
能

力
を

十
分

に
発

揮
し

、
自

分
ら

し
い

女
性

活
躍

が
目

指
せ

る
環

境
を

創
り

出
す

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

今
年

度
か

ら
の

取
り

組
み

と
し

て
、

ス
マ

ホ
カ

メ
ラ

講
座

、
チ

ラ
シ

デ
ザ

イ
ン

講
座

と
い

っ
た

、
子

育
て

中
で

職
を

離
れ

た
方

に
も

興
味

を
持

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

な
テ

ー
マ

を
取

り
上

げ
女

性
応

援
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
、

就
労

や
社

会
復

帰
な

ど
社

会
と

繋
が

る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
さ

ら
に

、
京

都
ジ

ョ
ブ

パ
ー

ク
や

マ
ザ

ー
ズ

ジ
ョ

ブ
カ

フ
ェ

と
連

携
し

、
働

き
た

い
と

考
え

る
女

性
を

支
援

す
る

出
張

相
談

の
実

施
や

自
分

の
心

に
向

き
合

う
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
、

様
々

な
女

性
活

躍
の

場
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
R

3
：
5
1
　

→
　

R
4
：
5
9
（
R

5
.3

月
末

現
在

）

Ｓ

個
人

や
団

体
間

に
お

け
る

交
流

・
連

携
に

よ
り

活
動

を
活

性
化

さ
せ

る
た

め
、

団
体

の
紹

介
や

取
り

組
み

な
ど

の
情

報
提

供
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

向
日

市
女

性
活

躍
セ

ン
タ

ー
あ

す
も

あ
を

拠
点

と
し

た
、

女
性

活
躍

の
更

な
る

推
進

を
図

る
。

広
聴

協
働

課

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

普
及

・
推

進

働
き

方
の

多
様

化
が

進
む

中
、

こ
れ

ま
で

の
働

き
方

に
左

右
さ

れ
ず

、
自

分
に

あ
っ

た
働

き
方

を
見

つ
け

る
た

め
、

京
都

ジ
ョ

ブ
パ

ー
ク

や
マ

ザ
ー

ズ
ジ

ョ
ブ

カ
フ

ェ
と

連
携

し
、

出
張

相
談

会
や

セ
ミ

ナ
ー

を
あ

す
も

あ
で

開
催

し
た

。
ま

た
、

幼
児

が
い

る
家

庭
の

男
性

に
焦

点
を

向
け

、
男

性
が

子
ど

も
と

一
緒

に
参

加
し

て
、

家
事

・
育

児
に

つ
い

て
学

ぶ
講

座
を

行
い

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

に
向

け
た

取
組

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

Ａ

向
日

市
女

性
活

躍
セ

ン
タ

ー
あ

す
も

あ
を

活
用

し
な

が
ら

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

考
え

方
を

普
及

・
促

進
し

て
い

く
。

色
々

な
世

代
の

男
性

を
対

象
と

し
た

男
女

共
同

参
画

講
座

な
ど

を
開

催
す

る
こ

と
に

よ
り

、
男

性
の

家
事

・
育

児
・
介

護
に

か
か

る
時

間
の

増
加

を
促

す
。

広
聴

協
働

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

○
男

女
の

人
権

が
等

し
く
尊

重
さ

れ
、

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
い

て
性

別
に

か
か

わ
り

な
く
誰

も
が

い
き

い
き

と
暮

ら
し

活
躍

す
る

こ
と

が
で

き
る

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
を

目
指

し
ま

す
。

3
6



第
２

次
ふ

る
さ

と
向

日
市

創
生

計
画

 令
和

４
年

度
 進

捗
状

況
等

　
一

覧

 
施

策
の

柱
Ⅲ

　
信

頼
と

協
働

で
市

民
の

声
が

届
く
ま

ち
づ

く
り

施
策

分
野

３
　

行
財

政
運

営
力

の
向

上

施
策

１
　

健
全

で
持

続
可

能
な

行
財

政
運

営
基

本
方

向

取
組

及
び

目
標

令
和

４
年

度
実

績
進

捗
状

況
令

和
５

年
度

以
降

予
定

担
当

課

新
庁

舎
・
市

民
会

館
準

備
課 公

共
建

物
整

備
課

公
金

納
付

の
利

便
性

向
上 …

市
役

所
窓

口
で

の
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
・
電

子
マ

ネ
ー

に
よ

る
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

決
済

の
実

施
【
R

6
：
完

了
】

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
納

付
導

入
に

つ
い

て
検

討
し

、
課

題
を

整
理

し
た

。

【
検

討
状

況
】

１
　

「
①

証
明

書
発

行
手

数
料

の
窓

口
納

付
」

　
　

複
数

の
事

業
者

が
決

済
に

必
要

な
読

取
装

置
を

販
売

し
て

い
る

の
で

導
入

可
能

。
２

　
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
に

よ
る

「
②

税
・
保

険
料

の
窓

口
納

付
」
、

「
③

税
・
保

険
料

の
継

続
払

い
」

　
　

納
付

さ
れ

た
税

・
保

険
料

に
つ

い
て

、
正

確
に

消
込

作
業

（
収

入
情

報
の

記
録

）
を

す
る

た
め

の
　

　
仕

組
み

が
、

近
隣

の
収

納
代

行
事

業
者

で
は

構
築

さ
れ

て
い

な
い

。

な
お

、
手

数
料

や
税

・
保

険
料

の
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
や

電
子

マ
ネ

ー
に

よ
る

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
納

付
及

び
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
に

よ
る

税
・
保

険
料

の
窓

口
納

付
・
継

続
納

付
に

つ
い

て
は

、
一

括
で

導
入

す
る

こ
と

が
市

民
の

皆
様

に
と

っ
て

分
か

り
や

す
く
、

利
便

性
の

向
上

を
一

気
に

図
る

こ
と

が
で

き
る

と
考

え
て

い
る

。

Ｂ

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

納
付

の
導

入
に

必
要

な
仕

組
み

の
構

築
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

収
納

代
行

事
業

者
に

働
き

か
け

る
と

と
も

に
、

課
題

解
決

に
努

め
る

。
課

題
解

決
が

困
難

な
場

合
は

、
現

時
点

で
も

導
入

可
能

な
手

数
料

の
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

窓
口

納
付

の
み

の
導

入
を

視
野

に
入

れ
る

。

会
計

課

健
全

財
政

の
維

持

事
務

の
点

検
を

行
い

経
費

の
節

減
に

努
め

る
と

と
も

に
、

積
極

的
な

特
定

財
源

の
確

保
及

び
交

付
税

措
置

の
あ

る
有

利
な

地
方

債
の

借
入

れ
に

努
め

た
。

健
全

化
判

断
比

率
　

　
　

　
R

3
　

　
  

R
2
  

  
  

R
1
  

  
  

  
H

3
0
  

  
（
早

期
健

全
化

基
準

）
　

実
質

赤
字

比
率

　
　

　
 　

―
　

 　
  

―
  

  
 　

―
  

  
  

  
 ―

  
  

  
 　

　
（
1
2
.9

5
）

　
連

結
実

質
赤

字
比

率
　

 ―
　

　
  

 ―
  

  
  

 ―
　

  
  

  
 ―

  
  

 　
　

　
（
1
7
.9

5
）

　
実

質
公

債
費

比
率

　
　

  
2
.3

　
　

  
3
.3

  
 　

 3
.2

　
　

  
  

3
.0

  
  

　
  

　
　

（
2
5
.0

）
　

将
来

負
担

比
率

　
　

　
 　

―
 　

 　
 8

.4
  

  
  

0
.2

  
　

  
　

2
.7

  
  

  
　

　
 （

3
5
0
.0

）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  

  
  

R
3
  

  
  

 R
2
  

  
  

  
R

1
  

  
  

 H
3
0

財
政

力
指

数
（
3
か

年
平

均
）
  

  
 0

.7
0
6
  

 0
.7

2
5
  

  
0
.7

2
1
　

  
0
.7

2
4

財
政

調
整

基
金

残
高

（
令

和
3
年

度
決

算
）
　

　
　

2
4
億

2
百

万
円

Ａ
引

き
続

き
、

安
定

し
た

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
が

行
え

る
よ

う
中

長
期

的
な

視
点

に
立

っ
た

財
政

運
営

に
努

め
て

い
く
。

財
政

課

進
捗

状
況

　
「
済

」
…

完
了

　
「
Ｓ

」
…

計
画

以
上

に
進

ん
で

い
る

　
「
Ａ

」
…

計
画

ど
お

り
進

ん
で

い
る

　
「
Ｂ

」
…

計
画

よ
り

遅
れ

て
い

る
　

「
Ｃ

」
…

未
着

手

市
役

所
新

庁
舎

の
整

備

○
将

来
に

渡
っ

て
安

定
し

た
行

政
サ

ー
ビ

ス
を

行
え

る
よ

う
、

変
化

す
る

社
会

情
勢

や
多

様
な

市
民

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
効

果
的

・
効

率
的

な
行

財
政

運
営

を
進

め
ま

す
。

令
和

2年
度

完
了

令
和

2年
度

完
了
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